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総合ビジョン策定の趣旨・目的
　国分寺市では，平成19年度から平成28年度までを計画期間とする『第４次国分寺市長期総合計

画』において，将来像「健康で文化的な都市－住み続けたいまち，ふるさと国分寺－」を掲げ，

その実現に向けて積極的にまちづくりを進めてきました。

　この間，人口減少や少子高齢化，公共施設等の老朽化などの課題が顕在化してくるとともに，

市民ニーズの一層の多様化や高度化等，地方自治体を取り巻く環境は大きく変化し，限られた資

源を計画的かつ有効に活用することが持続的なまちづくりを進める上で，一段と重要になってい

ます。

　また，平成23（2011）年，地方自治法に規定されていた総合計画（基本構想）の策定義務がな

くなり，それぞれの地方自治体が地域の実情に合わせて，主体的に計画を策定する時代を迎えま

した。

　社会環境の変化が色濃くなる中，主体的な計画策定の機会を受けて，単に現行計画の更新では

なく，新たな視点で計画を策定し，国分寺らしく，かつ持続可能なまちづくりを展開していくこ

とを目指します。

　計画の名称についても，『国分寺市長期総合計画』から『国分寺市総合ビジョン』に改め，市民

とまちの将来像（ビジョン）を共有し，進むべき方向を明らかにするために，本計画を策定しま

した。

総合ビジョンの構成
　まちづくりの最上位計画である『国分寺市総合ビジョン』（以下「総合ビジョン」といいます。）

は，総合的かつ計画的な市政運営を図るための基本構想である『国分寺市ビジョン』（以下「ビジョ

ン」といいます。）とその実現のための具体的な取組等を定めた『国分寺市ビジョン実行計画』（以

下「実行計画」といいます。）』の２層から構成されています。

総合ビジョンの位置づけ

　長期的な視点に立ち，まちの将来像や政策，
行政運営の方向性を示しています。
　市民・事業者等とともに描く「未来のまち
の姿」，「分野別の都市像」，「まちづくりの基
本理念」から構成されています。

　ビジョンの示す方向性を実現するための施
策や目標値，具体的な取組等から構成されて
います。予算編成や施策の進捗管理等に活用
されます。
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総合ビジョンの計画期間

　これまでの長期総合計画においては，基本構想の期間を10年間，基本計画の期間を前期後期そ

れぞれ５年間としていましたが，国分寺を取り巻く急速な環境変化にも柔軟に対応できるように

するため，『ビジョン』の期間は８年間とし，『実行計画』については４年間を１つの期間とします。

　さらに，『実行計画』については，各施策の目標達成を図るために位置づけた「目指す姿実現の

ための中心事業」の見直しは毎年度実施し，必要に応じて施策単位での見直しは２年ごとに実施

します。

　なお，施策の大きな転換の必要性が生じた場合などは，計画期間内であったとしても，必要に

応じて，全体的に見直し，新たな『総合ビジョン』の策定を行います。
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用語

解説

＊1 PPP/PFI ／  PPP （Public Private Partnership）とは，行政と民間がパートナーを組んで事業を行う新しい官民協
力の形態。PFI （Private Finance Initiative）は，PPPの中でも公共施設等の建設，維持管理，運営等
において民間の資金，経営能力及び技術的能力を活用する手法。

直面する社会状況

(1)  高齢化と少子化の流れ

　平成20（2008）年をピークに日本の総人口の減少が始まりました。また，高齢化と少子化が同時

に進行する，少子高齢化社会が到来し，人口減少だけでなく，人口構成も大きく変化しています。

平成37（2025）年には団塊の世代が75歳以上となることから，介護や医療ニーズが増加することが

懸念されています。

　一方で，高度経済成長時代から現在に至るまで，若年層が就学や就職の機会を求めて地方都市か

ら東京へと流入する傾向（東京一極集中化）が続いており，地方都市の労働人口の減少に拍車を掛

けています。こうした事態に対して，国は，平成26（2014）年11月にまち・ひと・しごと創生法を

定め，まち・ひと・しごと創生本部を設置し，政府における推進体制を整備するとともに，『まち・

ひと・しごと創生総合戦略』を策定し，国，都道府県，市町村が一体で取り組んでいく方向性を明

らかにしました。

　各地方公共団体においては，総合戦略の策定とその推進を通じて，各地域の特徴をいかしつつ，

自立的で持続的なまちづくりを進めることが求められています。

(2)  経済・雇用環境の変化

　今後，人口減少等に伴う国内市場の縮小が懸念される中，グローバル化への対応や産業構造の転

換が求められています。消費の減少に伴う経済の冷え込み，労働人口の減少による人員不足を補う

ため，外国人労働者の雇用の増加，生産拠点の海外移転の加速など，国内と海外の経済市場の関わ

りが一層強くなることが予測されます。加えて，情報通信技術（ICT）を活用した生産方法の自動化・

効率化や人工知能（AI）を含む技術革新が市場構造を大きく転換させる可能性が高まっています。

経済を取り巻く環境は日々高度化・複雑化を遂げており，このような変化に対応した地域の産業構

造の転換や再構築が必要とされています。

(3)  行財政改革と地方自治の推進

　日本経済の景気動向は「緩やかな回復基調が続いている」とされていますが，国の債務残高は依

然として高く，厳しい状況が続いています。少子高齢化の進展によって税収が伸び悩む一方で，社

会保障関連経費は増加を続ける中，地方自治体は国からの財源補てんに頼るのではなく，独自の資

源を活用して地域課題を自立的に解決していくことが求められています。

　限られた財源の中で，持続的な行政サービスを提供するためには，新たな分野における民間委託や

PPP/PFI＊1の導入，システム連携や施設の共有等の近隣自治体との広域連携を含め，より効率的効果的な

行政サービスの進め方について，不断の行財政改革に取り組んでいくことが必要です。

　また，市民ニーズの多様化や社会環境の変化による新たな行政需要に対して，市民・事業者等が

まちづくりに参加し，地域の担い手として行政と協働することで，地域に根差したサービスの実現

が期待されます。

総合ビジョン策定の背景
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(4)  公共施設等マネジメントの必要性

　近年，高度経済成長期に整備された公共施設やインフラ施設（以下「公共施設等」といいます。）

の老朽化が進み，一斉に更新の時期を迎えています。平成24（2012）年の笹子トンネル天井落下事

故のように，公共施設等の老朽化を原因とした事故も起こっています。しかし，現在の国や自治体

の財政状況では，現存するすべての公共施設等の老朽化への対応は困難です。

　このことから，公共施設等を計画的かつ効率的効果的に，維持や更新していく公共施設等マネジ

メントが必要であり，いくつかの自治体の中で独自の取組が行われてきました。国においても公共

施設等の総合的かつ計画的な管理を推進するための『公共施設等総合管理計画』の策定を推奨し，

現在多くの自治体で策定に至っています。

　今後はこの計画等により，財政状況を勘案しつつ，長期的な視点をもって，公共施設等の修繕・

更新，長寿命化などを実行に移すことが求められています。

(5)  自然環境への配慮

　現代の都市生活において，日々の生活を便利にするために多くのエネルギーが消費され，その過

程で，自然環境に対して大きな負荷がかかっています。結果として生じた大気・水質汚染，地球温

暖化，生物多様性の喪失に代表される環境問題は，身近な生活環境の中にも，森林の減少，異常気

象や害虫の発生等として影響が出ています。

　すべての人が意識的に環境問題の解決・軽減に取り組むことが大切であり，日頃の生活の中で省

エネの取組や自然エネルギーの活用を行うなど，限りある環境資源を次世代につなげる工夫が求め

られています。

(6)  グローバル化と多文化共生 

　平成25（2013）年に東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会の開催が決定しました。こ

のことを受けて日本国内では，平成32（2020）年に向けて訪日外国人の増加や関連する経済活動，

国内外での文化交流が盛んになることが予測されます。

　また，今後の経済状況による個人の生活環境の変化，文化の多様化による生活様式の変化など，

様々な価値観が交わる多文化共生社会の中で，それぞれのニーズに対応したサービスの提供が必要に

なります。
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国分寺市の特徴

(1)  地理的状況

　国分寺市は東京都のほぼ中央に位置し，東は小金井市，南は府中市と国立市，西は立川市，北は

小平市に接しています。市域は，東西約5.68キロメートル，南北約3.86キロメートル，面積11.46平

方キロメートルで，大部分は武蔵野段丘上のほぼ平坦地になります。

　また，市内にはJR中央線・武蔵野線，西武国分寺線・多摩湖線が縦横に走り，なかでも国分寺駅

は多摩地域の交通の要衝となっています。

(2)  市のあゆみ

　奈良時代の天平13（741）年，現在の西元町に武蔵国分寺の建立が開始されました。完成した武蔵

国分寺は諸国の国分寺の中でも広大な敷地を有し，以後，多摩地方は武蔵国の政治・文教の中心と

して，経済・交通・文化・産業等あらゆる面で発達しました。武蔵国分寺は元弘３（1333）年に新

田義貞の鎌倉幕府追討の戦火に巻き込まれ焼失し，地域は次第に農村集落へ変化，江戸時代には新

田開発が行われました。

　その後，明治22（1889）年の町村制施行で国分寺村が誕生し，昭和15（1940）年の町制施行によ

り国分寺町に，昭和39（1964）年の市制施行によって現在の国分寺市となりました。以降，国分寺

市は首都近郊にあって武蔵野の面影を残す住宅都市として，水と緑に彩られた文化都市として大き

く飛躍しています。

(3)  史跡・文化財 

　市内では３万５千年前の旧石器時代から人々が生活した形跡として，様々な遺跡や出土品など貴

重な文化財が数多く残されています。特に，市の東南部には，市の名前の由来となっている武蔵国

分寺跡や東山道武蔵路跡など，国指定史跡のほか，国の重要文化財として指定されている木造薬師

如来坐像など，市内の文化財が集中している地区となっています。

　これらの文化財は，いにしえの姿を伝える遺産として，後世に継承され，国分寺の大きな魅力の

一つになっています。

(4)  自然環境

　国分寺崖線は，大昔立川台地の形成期に多摩川が武蔵野台地を浸食してできた浸食崖で，武蔵村

山市残堀付近から始まり，大田区丸子橋付近まで続いています。

　国分寺崖線沿いは，湧水，森林等の自然豊かな場所であり，環境省の全国名水百選に選定された

「お鷹の道・真姿の池湧水群」のほかに，「都立殿ヶ谷戸庭園」，「都立武蔵国分寺公園」や「万葉植

物園」など，市の自然を鑑賞できるスポットが多くあります。
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(5)  農のあるまち

　国分寺は都市近郊の住宅地として発展していますが，国分寺駅周辺を除いてほぼ市内全域で住宅

と農地が混在し，野菜・植木・果樹など多種多様な農産物が生産されているほか，市民農業大学や

農ウォークなど，市民と農業者の交流も盛んに行われています。

　農のあるまちは，市民にとって国分寺を象徴する魅力の一つとなっており，農業経営支援や流通・

販売網を確立するとともに，地産地消の推進や市内外にその魅力を拡大する取組「国分寺三百年野

菜　こくベジ」を進めています。

(6)  宇宙開発発祥の地

　国分寺市は，昭和30（1955）年に，日本初のロケット（ペンシルロケット）の水平発射実験が行

われた「日本の宇宙開発発祥の地」です。平成27（2015）年２月には「小惑星Kokubunji」が誕生し，

また平成27年度はペンシルロケット発射60周年記念として当時実験に関わった方々による講演会や

油井宇宙飛行士とのリアルタイム交信など様々な事業を行いました。

　市では，「国分寺×宇宙」としてロケット打ち上げのパブリックビューイングや星空観望会など宇

宙開発や天文に関する様々なイベントや宇宙の学校を開催するなど，市内外に国分寺の魅力として

広く発信しています。

(7)  都市基盤整備

　国分寺は，脆弱な道路基盤のまま市街化が進んできました。このため，市の人口増加に対して道

路整備などが遅れてしまったため，交通，防災，環境，景観等の様々な課題が未解決となり，まち

としての機能や活力が停滞する要因になっていました。

　上記の課題を解決するため，国分寺市では国分寺駅北口再開発事業の着手や都市計画道路の整備

に向けた取組，市民との協働によるまちづくりを進めています。

　これらを契機として，道路等の都市基盤整備について一層の進捗が期待されます。

全国名水百選お鷹の道・真姿の池湧水群
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国分寺市の人口動態　

(1)  総人口の推移及び将来推計

　国分寺市の総人口は増加傾向にあり，昭和64（1989）年の98,537人から平成27（2015）年までに

21.2％増加し，119,379人となっています。

　また，『総合ビジョン』の計画期間である平成37（2025）年までの短期的な将来人口推計としては，

国分寺駅北口再開発事業及び大規模開発等により，平成31（2019）年は約123,000人，平成32（2020）

年以降は約124,000人になると見込んでいます。

　ただし，平成72（2060）年までの長期的な将来人口推計としては，平成27（2015）年７月策定の『国

分寺市人口ビジョン』において，平成72（2060）年には108,002人に人口が減少すると見込んでいます。

　なお，『国分寺市人口ビジョン』は，平成27（2015）年10月に策定した『国分寺市まち・ひと・

しごと総合戦略』の基礎資料として，国分寺市の人口の現状分析や平成22（2010）年の国勢調査結

果等に基づく将来人口推計などを示したものになります。

総人口の推移

（出典）　平成24（2012）年まで：市民生活部　市民課　「住民基本台帳」，「外国人登録人口」（各年１月１日付）
 平成25（2013）年以降：市民生活部　市民課　「住民基本台帳」（各年１月１日付）
　　注）　 平成24（2012）年７月適用の住民基本台帳法の一部改正により，平成25（2013）年以降は住民基本台帳法の適用対象に外

国人住民が含まれます。
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(2)  年齢３区分別人口の推移

　国分寺市の平成７（1995）年から平成27（2015）年までの年齢３区分別人口は，年少人口（０～14歳）

が13,769人から14,491人，生産年齢人口（15～64歳）が77,151人から79,431人，老年人口（65歳以上）

が11,838人から25,457人と，すべての区分について増加していますが，構成比は年少人口が13.4％か

ら12.1％，生産年齢人口が75.1％から66.5％，老年人口が11.5％から21.3％となっており，年少人口，

生産年齢人口の割合が低下し，老年人口の割合が上昇しています。

(3)  男女年齢別の人口移動推移

　平成27（2015）年の男女別５歳区分ごとの人口移動の状況は，男女ともに20～24歳の区分で大き

く転入超過となり，その数は男性230人，女性243人となっています。また，全年齢では男性が74人，

女性が233人の転入超過となっています。

　しかし，女性では，25～29歳及び30～34歳の区分で転出超過となり，男性では，30～34歳及び35

～39歳の区分で転出超過となっていることから，ファミリー層が転出超過の傾向にあります。

年齢３区分別人口の推移

（出典）　東京都　「住民基本台帳による東京都の世帯と人口」（各年1月1日付）
　　注）　 平成24（2012）年７月適用の住民基本台帳法の一部改正により，平成25（2013）年以降は住民基本台帳法の適用対

象に外国人住民が含まれます。
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用語

解説

＊1 普通会計 ／  一般会計，土地取得特別会計，国分寺都市計画事業国分寺駅北口地区第一種市街地再開発事業特
別会計の一部，地域バス運行事業特別会計を合算し，各会計間の繰入等を調整したもの。

国分寺市の財政状況

　国分寺市では，歳入における市税の割合が高く，リーマンショック後の景気低迷の影響により

平成22年度以降の市税収入は落ち込んでいました。そのような中，景気のゆるやかな回復などに

より市税収入も増加に転じ，平成27年度には，６年ぶりに普通交付税の不交付団体になるなど財

政状況も改善しつつあります。

　平成29年度末には国分寺駅北口再開発ビル工事が完了し，保留床処分による一時的に大きな歳入

が見込めますが，歳出においては，毎年増加が止まらない扶助費や公共施設等の更新のために多く

の財源確保が必要となります。また，不安定な世界情勢や為替相場の変動に伴う企業収益の悪化懸

念等により，今後の景気動向も予断を許しません。消費税の税率10％へ引き上げの再延期，地方税

の一部国税化の動きなどの影響も懸念されることから，依然として楽観できない状況にあります。

(1)  歳入の状況【普通会計＊1】
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地方債

国・都支出金

地方譲与税・

地方交付税・

各種交付金

市税

普通会計　歳入決算の推移

　歳入の根幹である市税は，平成22年度に不況の影響による個人市民税の減等により減少に転じ，

その後横ばいで推移していました。平成25年度以降は，景気の回復に伴う雇用・所得環境の改善に

より，個人・法人市民税が増加しており，市税全体も増加傾向にあります。地方譲与税・地方交付

税・各種交付金は，消費税増税による地方消費税交付金増加の影響により，平成26年度以降，大幅

に増加しています。国・都支出金は，市が様々な事業を行うに当たり，国や東京都から交付される

ものであり，平成22年度以降は，おおむね横ばいで推移しています。
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(3)  地方債残高・市税収入・基金残高の状況

(2)  歳出の状況【普通会計】

普通会計　歳出決算の推移
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平成18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度

405億4,300万円

223億6,700万円

37億200万円

　国分寺市の地方債残高は，繰上償還や高金利債の借換えを行ってきたこと，平成19年度以降に臨

時財政対策債等の地方債の借入を抑制してきたことなどにより減少傾向にあります。平成18年度に

は741億7,300万円あった全会計の地方債残高は，平成27年度には，405億4,300万円となり大幅に減

少しています。市の基金残高は，平成19年度以降，基金取崩しに依存した財政運営を続けてきたこ

とにより減少傾向にあり，平成25年度には，一般会計の基金残高は，24億2,700万円まで落ち込みま

した。平成26年度以降は，歳出削減の努力等により財政調整基金の積み増しを行い，平成27年度は，

37億200万円まで回復してきています。

　扶助費は，社会保障制度の一環として支出される経費です。主なものとして，障害福祉サービス

等の給付費，保育所措置費，生活保護費などがあげられます。扶助費は一貫して増加傾向にあり，

平成27年度の決算額は，101億7,800万円となり100億円を超えています。公債費は，市が事業を行

うときに借入れた地方債の元金と利子の返済として支出される経費です。地方債の借入を抑制して

きたことにより，平成20年度以降は，一貫して減少しています。普通建設事業費は，建物・道路・

公園など長期にわたり使用する施設の整備等のために支出される経費です。平成24年度は，国分寺

駅北口再開発事業の事業費が大きかったことにより決算額が増加しています。
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用語

解説

＊1 財政力指数 ／  地方交付税法の規定により算定した基準財政収入額を基準財政需要額で除して得た数値の３年
間の平均。値数が１を超えるほど財源に余裕があるものとされている。

＊2 経常収支比率 ／  財政構造の弾力性を測定する比率。人件費・扶助費・公債費等の経常経費（義務的経費）に，
地方税を中心とする経常的な収入である一般財源が，どの程度充当されたかを見るもの。比
率は，おおむね70%から80%の間にあることが理想とされている。

＊3 実質公債費比率 ／  標準財政規模に対する市の全会計（一般会計及び特別会計），加入している一部事務組合
が負担する元利償還金及び準元利償還金の比率。

(5)  市の財政推計

平成36年度までの財政フレーム （単位：億円）

29年度
予算額

30年度 31年度 32年度 33年度 34年度 35年度 36年度

歳
入（
経
常
的
経
費
）

市税 226 225 229 230 228 229 229 228
譲与税・交付金等 30 31 31 31 32 32 32 32
国・都支出金 99 100 99 101 100 102 103 104
繰入金 77 0 0 0 0 0 0 0
その他 33 32 33 31 31 31 31 31
計 465 388 392 393 391 394 395 395

歳
出（
経
常
的
経
費
）

人件費 72 72 71 72 72 71 72 72
物件費 73 73 72 67 67 68 68 67
扶助費 111 112 113 114 115 116 117 118
公債費 18 17 16 16 16 15 13 11
積立金 74 8 8 6 6 6 6 6
繰出金 60 57 56 55 55 54 55 55
その他 39 39 37 36 36 36 36 36
計 447 378 373 366 367 366 367 365

経常的経費差引（歳入－歳出）① 18 10 19 27 24 28 28 30

政策的経費等影響額② 18 19 24 18 26 26 30 30

財源過不足額（①－②） 0 ▲9 ▲5 9 ▲2 2 ▲2 0

(4)  財政指標の状況

　『総合ビジョン』の計画期間である平成29年度から平成36年度までの８年間について財政フレーム

を作成しています。市の現状を踏まえ，今後の経済見込みを勘案しつつ，経常的経費＊4の推計を行っ

ています。また，大きな支出が見込まれる政策的経費＊5や消費増税等の影響額を加味し，各年度の

財源過不足額を予測しています。財源が不足する場合は，基金取崩しによる対応となりますが，で

きる限り基金残高を確保した財政運営を行っていく必要があります。

　この財政フレームは，『実行計画』を推進していくための将来的な見積もりであり，計画を裏付け

る非常に重要なものとなります。

　財政指標のうち，財政力指数＊1は地方公共団体の財政基盤の強弱を示す指数です。平成27年度は，

前年度と比較して0.01ポイント改善しています。これは，平成27年度の単年度の財政力指数が1.010

で６年ぶりに１を上回ったことによるものです。１を上回ったことにより国分寺市は普通交付税の

不交付団体となっています。経常収支比率＊2は，平成23年度は，99.3％と100％に近い水準にあり，

財政の硬直化が顕著でした。近年は，市税等の収入の増加，公債費等の支出の減少等により改善傾

向にあり，平成27年度の経常収支比率は90.9％となっています。実質公債費比率＊3については，地

方債の償還が進んだことにより，一貫して改善傾向にあります。

財政指標

指標 年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

財政力指数（３年平均） 1.024 0.984 0.981 0.981 0.991
経常収支比率（％） 99.3 97.3 95.7 93.7 90.9

実質公債費比率（％） 4.9 4.2 2.7 1.0 －0.8
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＊4 経常的経費 ／ 毎年度継続して実施する事業に必要な経費（例：職員人件費，公債費，施設維持管理費）。

＊5 政策的経費 ／  計画に基づき，市民サービスや行政水準の向上のために支出する経費 
（例：新規施策に必要な経費，建設事業等の投資的経費）。

調査の結果

住みやすさ

　住みやすさについては，右グラフより「まあまあ住み良い」が

最も高く61.5％となっており，次いで高い「住み良い」（25.6％）

と合わせて約９割の方が，国分寺市の住みやすさについて肯定的

な回答をしています。否定的な回答は「あまり住み良くない」が

6.0％，「住みにくい」が1.1％と合わせて１割に満たない結果となっ

ており，住民にとって，国分寺市は住み良い市であることがわか

ります。

　属性ごとの回答では，年代別，居住地別でも全体の傾向とほぼ

同様であり，属性を問わず，国分寺市は住み良い市であると言え

ます。

定住意向

　定住意向については，右グラフより「当分は住み続けたい」

が最も高く47.2％となっており，次いで高い「住み続けたい」

（40.9％）と合わせて約９割の方が，国分寺市への定住について

肯定的な回答をしています。否定的な回答は「できれば転出した

い」が5.6％，「転出したい」が0.6％となっており，住民にとって，

国分寺市はこれからも住み続けたい市であることがわかります。

　属性ごとの回答では，居住地別は全体の傾向とほぼ相違がない

ものの，年代別は60歳代以上が他の年代と比べて，「住み続けた

い」との回答が多くなっていました。

＊ そ の 他 の 設 問 結 果 等 に つ い て は，「国 分 寺 市 総 合 ビ ジ ョ ン 

市民アンケート報告書」をご覧ください。

総合ビジョン市民アンケートの概要

調査の概要

　『総合ビジョン』の策定に当たり，市政に対する市民要望や満足度等を把握し，指標設定などに活用すること

を目的として，平成28（2016）年10月４日から10月20日を実施期間としてアンケート調査を実施しました。

　調査対象は，18歳以上の国分寺市民で住民基本台帳から無作為抽出で選ばれた3,000人とし，調査票を郵

送にて送付と回収を行い，回収は977人（回収率32.6％）でした。

住み続けたい

40.9％
当分は

住み続けたい

47.2％

できれば

転出したい

5.6％

転出したい

0.6％

無効・無回答

5.6％

住み良い

25.6％

まあまあ住み良い

61.5％

あまり

住み良くない

6.0％

住みにくい

1.1％

無効・無回答

5.7％
序
論
　 

総
合
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
の
背
景
／
総
合
ビ
ジ
ョ
ン
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
概
要

I

17国 分 寺 市 総 合 ビ ジ ョ ン   Kokubunji City



市の取組に対する重要度と満足度

　現在の市の取組を33項目に分類し，それぞれの満足度と重要度について質問しました。その結果として，下

記のグラフ（分析図）の横軸にある重要度は，各項目が重要と回答された割合（重要と回答した人数（延べ）

÷　当アンケート回答者数（実数）の割合）を用い，縦軸の満足度は肯定的な回答割合（「満足」及び「やや満足」）

と否定的な回答割合（「やや不満」及び「不満」）の差を用いています。重要度と満足度の集計値を分析図で表し，

市の取組に対しての市民の意識を可視化したものです。

　【満足度・重要度マトリックス図】は，【満足度・重要度の分析図】について，満足度・重要度の平均を基

準として，高群・低群の４区分に分類した図になります。

満足度・重要度の分析図
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(1)  計画名称

　前掲の「総合ビジョン策定の趣旨・目的」のとおり，単に現行計画の更新ではなく新たな視点で

計画を策定するということ，また，市民とまちの将来像（ビジョン）を共有するという視点から，『国

分寺市長期総合計画』から『国分寺市総合ビジョン』に名称を変更しています。

(2)  計画構成

　『総合ビジョン』では，急速な社会環境の変化への対応や，施策と事業の一体化により，計画を具

体化して実効性の向上を図ることを目的として，『第４次長期総合計画』の基本構想・基本計画・実

施計画の３層構造から，『ビジョン』・『実行計画』の２層構造に計画構成を変更しています。

(3)  計画期間

　前掲の「総合ビジョンの計画期間」のとおり，国分寺を取り巻く急速な環境変化に柔軟に対応す

るため，第４次長期総合計画の基本構想10年間，基本計画前期・後期各５年間から，『ビジョン』８ 

年間，『実行計画』前期・後期各４年間に計画期間を変更しています。

(4)  基本計画の統一

　『第４次長期総合計画』の基本計画は，「国分寺づくり編」，「財政計画編」及び「行政経営編」の

３分野構成としていましたが，『総合ビジョン』では，総合計画と財政・行政改革との連動性をより

重視すること，市民が見てわかりやすいという視点に立ち，実行計画に３分野を統一して位置付け

ています。

(5)  議会の議決

　国分寺のまちづくりの将来像となる『ビジョン』は，地方分権の視点に立ち，国分寺市として，

今後のまちづくりの方向性を主体的に定めるものであることから，市民の代表である議会の議決を

経て策定しています。

総合ビジョンの特色
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前回計画の振り返り
　『第４次長期総合計画』では，６つの都市像（まちのデザイン）の下に54の重点目標（施策）を掲げ，

その達成に向けた取組を進めてきました。

　今後は，残された課題や新たな課題の解決を図るため，次頁からの『ビジョン』の実現に向けて，施

策・事業を展開していきます。

　自治基本条例の制定を経て，市民参加と協働が
市政運営の基本として定着しました。また，「市長
への手紙」に迅速な回答を行うための仕組みを整
備するなど，市民意見のスピーディーな反映に取
り組みました。一方，多世代を巻き込んだ形での
市政参加や地域コミュニティの活性化はまだまだ
十分とは言えず，更なる取組が必要です。

まちのデザイン①

市民の意見が反映されるまち

市民活動団体・

コミュニティ
参加と協働

人権・

男女平等

　国分寺駅北口の再開発，地域バス運行ルートの
新設による公共交通の空白地域の解消，ごみ有料
化等によるごみの減量・資源化などが進みました。
また，可燃ごみの共同処理や鉄道高架下の利活用
などについて，近隣自治体との連携による課題解
決に取り組みました。今後も，自然環境の保全や
良好な住環境の整備に継続して取り組んでいく必
要があります。

まちのデザイン③

市民が安全・快適に暮らせるまち

循環型社会自然環境

環境教育・学習 活力ある都市

生活環境

　一人ひとりの個性を大切にする教育の充実，学校
教育環境の整備，公民館・図書館・体育施設のサー
ビス拡大，文化芸術活動支援，史跡・文化財の保存
整備など，多岐にわたる取組を展開しました。今後
も行政・学校・家庭・地域社会が互いに連携を深め，
すべての市民が生涯を通して主体的に学べる環境づ
くりを継続していく必要があります。

文化・芸術 教育・学習

　行財政改革の分野では，指定管理者制度の導入や業務委託を推進し，10年間で16.6％の職員数削減を行う
とともに，業務の効率化を図ってきました。今後も限られた財源と職員数で多様化する市民ニーズに対応し
ていく必要があります。

基本構想実現のために

効率的市政運営・人材育成 庁舎建設

　国分寺ブランドの創出，日本の宇宙開発発祥の
地としてのPR活動，「国分寺三百年野菜こくベジ」
プロジェクトの推進など，国分寺独自の魅力を発
掘し，市内外に発信する取組を進めました。今後，
交流人口・定住人口の増加に向けた取組や，地域
経済の活性化を促す創業・起業支援の取組などを
一層強化していく必要があります。

まちのデザイン⑥

活気のあるまち

経済・雇用

　保育所や親子ひろば，介護保険施設や地域包括
支援センターの増設，障害者就労支援センターの
機能強化など，福祉施設・相談窓口の拡充が進み
ました。しかし，この10年の拡充を上回るペース
で市民ニーズは増加を続けており，保育所の待機
児童問題，高齢者の介護予防などに引き続き積極
的な対策が必要です。

まちのデザイン②

市民の健康と福祉を守るまち

高齢者・障害者・

生活福祉

健康・

医療体制
児童福祉

　『地域防災計画』の見直しを行い，災害医療コー
ディネーターを設置するなど，防災体制の強化を
図りました。また，市民主体で防災活動に取り組
む「防災まちづくり推進地区」の拡大に努め，平
成18年度に約27％であった市内面積割合を約48％
までに拡大することができました。今後も地域の
連携を深め，大規模災害に備えた自助・共助・公
助による防災体制の構築を推進していく必要があ
ります。

まちのデザイン④

市民の生命と財産を守るまち

防災・危機管理

まちのデザイン⑤

心豊かな人が育つまち
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実行計画の見方

目指す姿

妊娠期から子育て期にわたる切れ目のない支援が受けられること

で，妊産婦とその家族の出産・子育ての不安が軽減され，家族が

健やかに生活しています。

指標名 指標の説明 現状値 目標値

妊娠・出産期におけ

る母子支援の充実に

対する満足度

市民アンケートの数値

H28

20.6％

H30

25％

H32

30％

妊 娠11週 以 下 で 妊

娠届を出した人の

割合（※）

妊娠早期から適切な支援を受けることが

できる人の割合

H27

93.6%

H30

96％

H32

98％

ま
ち
づ
く
り
の
指
標

　全国的に出生数は減少傾向にあり，平成25（2013）

年の出生数は約101万人となっています。また，晩

婚化の進行により，出産時の母親の平均年齢は上昇

傾向にあり，第１子出産が30.4歳，第２子が32.3歳

という状況です。このような状況下において，妊産

婦に対しては，妊娠期からの切れ目のない支援を提

供するとともに，乳幼児の健やかな成長・育成環境

を整えていく必要があります。そのために，地域の

関係機関とのネットワークを構築し，地域資源の活

用や人材育成等を行うことが求められています。

　市では，母子健康手帳交付を市内複数箇所で行う

とともに，市役所開庁時間に来庁できない方へも夜

間・休日の受取サービスを行うことで，母子健康手

帳を受け取りやすい環境づくりに努めています。こ

れにより，妊娠早期から適切な支援が受けられる状

況を提供するとともに，妊娠届提出時のアンケート

により，潜在的に支援を必要としている方の把握に

努めています。

　また，乳幼児が健康に育ち，家族が子どもの発育

に合わせた育児ができるように，保健師や助産師等

による各種相談を行い，育児不安の軽減を図ってい

ます。さらに，育児中のメンタルヘルスの課題に対

応するため，平成27年度より精神科医等による「親

と子の相談室」を開始しました。

施策をとりまく現状

主な課題

妊婦とその家族が，妊娠・出産・育児に向けた環境を整えられるように，母子保健サービスの
情報を得る機会や，仲間づくりの場の提供が必要です。

子育て世帯の不安感や負担感の軽減を図るため，妊娠期から子育て期にわたる切れ目のない支
援の体制づくりが必要です。

様々な要因により精神的な不調を抱えている保護者に対して，専門家による相談を実施し，精
神面の健康について支援をする必要があります。

1 妊娠・出産・乳幼児支援
健康推進課

担 当 課 子育て相談室

子ども若者計画課

主担当課

※ 厚生労働省が作成した「健やか親子21（第２次）」の中で設定されている指標であり，国が推奨している基準。

実
行
計
画
　 

子
ど
も
・
学
び
・
文
化

III

32

国分寺市総合ビジョン   Kokubunji City

中心事業① 事業名： 両親学級事業 関連する施策の展開…取組方針①

いずみ保健センターにおいて，妊婦とそ

の家族を対象として，沐浴の練習やパー

トナーの妊婦ジャケット体験ができる講

座，歯科医師による講話などを行います。また，

参加者同士の交流を図るためにグループワークを

実施し，地域での仲間づくりを進めます。

事業

内容

事業費

平成29年度 559千円

平成30年度 568千円

平成31年度 568千円

平成32年度 568千円

４年間の総事業費 2,263千円

事業

目標

妊婦とその家族が，妊娠・出産・育児に関する情報や技術を習得し，

参加者同士の交流を深めることで，妊娠期の不安軽減を図ります。

数値

目標

指標名

両親学級

受講者数

指標の説明

両親学級（わくわく・ひかり

クラス）受講者数

現状値

591人

H27

目標値

650人

H30

700人

H32

中心事業② 事業名： 母子訪問指導事業 関連する施策の展開…取組方針②

出生通知書に基づき，生後120日までの

乳児を持つすべての家庭に対して，助産

師が訪問を実施します。訪問により，産

婦の心身の状態や家庭環境，子どもの発育状況等

を確認し，必要時には継続支援につなげていきま

す。

事業

内容

事業費

平成29年度 7,346千円

平成30年度 8,038千円

平成31年度 8,038千円

平成32年度 8,038千円

４年間の総事業費 31,460千円

事業

目標

すべての母子の状況を確認し，子どもの健やかな成長と産婦の育児

不安の軽減を図ります。

数値

目標

指標名

新生児訪問

実施率

指標の説明

新生児の発育状況等の確認の

ために，生後120日までの乳

児を持つ家庭を対象とした家

庭訪問実施率

現状値

92％

H27

目標値

94％

H30

96％

H32
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目指す姿実現のための中心事業

８年後の各施策の目標を記載しています。

目指す姿

上記「目指す姿」の達成状況を定量・定性的に測

るための代表的な指標を設定しています。原則と

して，現状値は平成28年度，目標値は平成32年

度（前期計画の最終年度）の数値を記載しています。

まちづくりの指標

各施策に関する社会の現状と今までの取組などを

記載しています。

施策をとりまく現状

目指す姿実現のために解決すべき主要な課題を記

載しています。

主な課題

各施策に関連する事業の中から，施策の推進を図

る上で影響度の高い事業等を設定しています。

目指す姿実現のための中心事業

目指す姿実現のための中心事業の目標を記載して

います。

事業目標

上記「事業目標」の達成状況を定量・定性的に測

るための代表的な指標を設定しています。原則と

して，現状値は平成28 年度，目標値は平成32 年

度（前期計画の最終年度）の数値を記載しています。

数値目標

実
行
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施策の展開

・地域で子どもの育ち・子育てを見守ります。

・ 相談機関を気軽に利用します。また，自分に必要な情報を収集し，家

族と共有します。

母子保健情報の提供・共有・交換取組方針①

　妊婦とその家族の不安軽減を図るため，両親学級などの保健事業を通じて，妊娠・出産・育児に関する知識

や母子保健サービス情報を得る機会を提供するとともに，地域での仲間づくりの支援を行います。また，より

良い子育てのため，病気の予防や栄養・食育に関する情報など，親と子の健康に配慮した多様な観点からの情

報提供を行います。

切れ目のない妊娠・出産・育児支援体制の充実取組方針②

　子育て世帯の不安感や負担感の軽減を図り，誰もが安心して妊娠・出産・育児に臨める環境を整えるため，

妊娠期から育児期にわたる総合的相談と支援をワンストップサービスで行う体制を充実させていきます。訪問

や相談事業を通じて，心身の状態や家庭の状況，子どもの発育状況等を継続的に把握することで，各家庭のニー

ズに応じた切れ目のない支援を実現します。

メンタルヘルスに課題を抱えている保護者への支援取組方針③

　妊娠期や乳幼児期の子どもを養育する保護者のうち，メンタルヘルスに課題を抱えている方に，精神科医師

が相談を実施します。精神面の健康について相談を行うことで，育児不安等の解消・軽減を図り，必要な医療

等支援への橋渡しを円滑に行います。

関連する

個別計画

国分寺市健康増進計画 ［ 期間 ］ 平成27（2015）年度～平成36（2024）年度

国分寺市子育て・子育ちいきいき計画 ［ 期間 ］ 平成27（2015）年度～平成31（2019）年度

国分寺市まち・ひと・しごと創生総合戦略 ［ 期間 ］ 平成27（2015）年度～平成31（2019）年度

計
画
名

離乳食講習会
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中心事業④ 事業名： 親と子の相談事業 関連する施策の展開…取組方針③

妊婦や乳幼児を持つ保護者のうち，様々

な要因により精神的な不調を抱えている

方に対し，いずみ保健センターで，精神

科医による相談を行います。相談の結果，助言や

経過観察，継続相談，医療機関やカウンセリング

の紹介などを判断し，保健師が継続してフォロー

を行います。

事業

内容

事業費

平成29年度 171千円

平成30年度 186千円

平成31年度 186千円

平成32年度 186千円

４年間の総事業費 729千円

事業

目標

精神的な不調を抱えている妊婦や乳幼児を持つ保護者の育児不安等

の軽減を図ります。

数値

目標

指標名

親と子の相談室

利用者数

指標の説明

―

現状値

10人

H27

目標値

12人

H30

15人

H32

中心事業③ 事業名： 乳幼児母性健康相談事業 関連する施策の展開…取組方針②

乳幼児が健康に育ち，母親が子どもの発

育に合わせた育児ができるように，いず

み保健センターにおいて，保健師による

保健相談，助産師による母性相談，歯科衛生士に

よる歯みがき相談及び管理栄養士による栄養相談

を行います。

事業

内容

事業費

平成29年度 1,406千円

平成30年度 1,457千円

平成31年度 1,457千円

平成32年度 1,457千円

４年間の総事業費 5,777千円

事業

目標

育児に関する各種相談を行うことのできる場を定期的に提供すること

で，保護者の育児不安等を軽減し，母子の健康保持・増進を図ります。

数値

目標

指標名

乳幼児母性健康

相談者数

指標の説明

保健相談，母性相談，歯みが

き相談，栄養相談の延べ人数

現状値

774人

H27

目標値

800人

H30

830人

H32

実
行
計
画
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課題を解決し，目指す姿を実現するための取組方

針を記載しています。

施策の展開

目指す姿実現に向けて市民・事業者等が，協力し

て取り組めることを市民ワークショップ等の意見

をもとに記載しています。

ともに進めるために

各施策に関連する個別計画を掲載しています。　

関連する個別計画

目指す姿実現のための中心事業の実施内容を記載

しています。

事業内容

平成29年度から平成32年度（前期計画期間）の

各年度の事業費（千円単位）を記載しています。

なお，事業費には，職員に係る人件費は含まれて

いません。

事業費

実
行
計
画
　 

実
行
計
画
の
見
方
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目指す姿
妊娠期から子育て期にわたる切れ目のない支援が受けられること
で，妊産婦とその家族の出産・子育ての不安が軽減され，家族が
健やかに生活しています。

指標名 指標の説明 現状値 目標値

妊娠・出産期におけ
る母子支援の充実に
対する満足度

市民アンケートの数値

H28

20.6％

H30

25％

H32

30％

妊娠11週以下で妊
娠届を出した人の�
割合（※）

妊娠早期から適切な支援を受けることが
できる人の割合

H27

93.6%

H30

96％

H32

98％

ま
ち
づ
く
り
の
指
標

　全国的に出生数は減少傾向にあり，平成25（2013）
年の出生数は約101万人となっています。また，晩
婚化の進行により，出産時の母親の平均年齢は上昇
傾向にあり，第１子出産が30.4歳，第２子が32.3歳
という状況です。このような状況下において，妊産
婦に対しては，妊娠期からの切れ目のない支援を提
供するとともに，乳幼児の健やかな成長・育成環境
を整えていく必要があります。そのために，地域の
関係機関とのネットワークを構築し，地域資源の活
用や人材育成等を行うことが求められています。
　市では，母子健康手帳交付を市内複数箇所で行う
とともに，市役所開庁時間に来庁できない方へも夜

間・休日の受取サービスを行うことで，母子健康手
帳を受け取りやすい環境づくりに努めています。こ
れにより，妊娠早期から適切な支援が受けられる状
況を提供するとともに，妊娠届提出時のアンケート
により，潜在的に支援を必要としている方の把握に
努めています。
　また，乳幼児が健康に育ち，家族が子どもの発育
に合わせた育児ができるように，保健師や助産師等
による各種相談を行い，育児不安の軽減を図ってい
ます。さらに，育児中のメンタルヘルスの課題に対
応するため，平成27年度より精神科医等による「親
と子の相談室」を開始しました。

施策をとりまく現状

主な課題
妊婦とその家族が，妊娠・出産・育児に向けた環境を整えられるように，母子保健サービスの
情報を得る機会や，仲間づくりの場の提供が必要です。

子育て世帯の不安感や負担感の軽減を図るため，妊娠期から子育て期にわたる切れ目のない支
援の体制づくりが必要です。

様々な要因により精神的な不調を抱えている保護者に対して，専門家による相談を実施し，精
神面の健康について支援をする必要があります。

1 妊娠・出産・乳幼児支援
健康推進課

担 当 課 子育て相談室
子ども若者計画課

主担当課

※�厚生労働省が作成した「健やか親子21（第２次）」の中で設定されている指標であり，国が推奨している基準。

実
行
計
画
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施策の展開

・地域で子どもの育ち・子育てを見守ります。
・�相談機関を気軽に利用します。また，自分に必要な情報を収集し，家
族と共有します。

母子保健情報の提供・共有・交換取組方針①

　妊婦とその家族の不安軽減を図るため，両親学級などの保健事業を通じて，妊娠・出産・育児に関する知識
や母子保健サービス情報を得る機会を提供するとともに，地域での仲間づくりの支援を行います。また，より
良い子育てのため，病気の予防や栄養・食育に関する情報など，親と子の健康に配慮した多様な観点からの情
報提供を行います。

切れ目のない妊娠・出産・育児支援体制の充実取組方針②

　子育て世帯の不安感や負担感の軽減を図り，誰もが安心して妊娠・出産・育児に臨める環境を整えるため，
妊娠期から育児期にわたる総合的相談と支援をワンストップサービスで行う体制を充実させていきます。訪問
や相談事業を通じて，心身の状態や家庭の状況，子どもの発育状況等を継続的に把握することで，各家庭のニー
ズに応じた切れ目のない支援を実現します。

メンタルヘルスに課題を抱えている保護者への支援取組方針③

　妊娠期や乳幼児期の子どもを養育する保護者のうち，メンタルヘルスに課題を抱えている方に，精神科医師
が相談を実施します。精神面の健康について相談を行うことで，育児不安等の解消・軽減を図り，必要な医療
等支援への橋渡しを円滑に行います。

関連する
個別計画

国分寺市健康増進計画 ［ 期間 ］ 平成27（2015）年度～平成36（2024）年度

国分寺市子育て・子育ちいきいき計画 ［ 期間 ］ 平成27（2015）年度～平成31（2019）年度

国分寺市まち・ひと・しごと創生総合戦略 ［ 期間 ］ 平成27（2015）年度～平成31（2019）年度

計
画
名

離乳食講習会

実
行
計
画
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中心事業① 事業名： 両親学級事業 関連する施策の展開…取組方針①

いずみ保健センターにおいて，妊婦とそ
の家族を対象として，沐浴の練習やパー
トナーの妊婦ジャケット体験ができる講

座，歯科医師による講話などを行います。また，
参加者同士の交流を図るためにグループワークを
実施し，地域での仲間づくりを進めます。

事業
内容

事業費
平成29年度 559千円

平成30年度 831千円

平成31年度 932千円

平成32年度 933千円

４年間の総事業費 3,255千円

事業
目標

妊婦とその家族が，妊娠・出産・育児に関する情報や技術を習得し，
参加者同士の交流を深めることで，妊娠期の不安軽減を図ります。

数値
目標

指標名

両親学級
受講者数

指標の説明

両親学級（わくわく・ひかり
クラス）受講者数

現状値

591人

H27

目標値

650人

H30

700人

H32

中心事業② 事業名： 母子訪問指導事業 関連する施策の展開…取組方針②

出生通知書に基づき，生後120日までの
乳児を持つすべての家庭に対して，助産
師が訪問を実施します。訪問により，産

婦の心身の状態や家庭環境，子どもの発育状況等
を確認し，必要時には継続支援につなげていきま
す。

事業
内容

事業費
平成29年度 7,346千円

平成30年度 8,340千円

平成31年度 8,627千円

平成32年度 8,697千円

４年間の総事業費 33,010千円

事業
目標

すべての母子の状況を確認し，子どもの健やかな成長と産婦の育児
不安の軽減を図ります。

数値
目標

指標名

新生児訪問
実施率

指標の説明

新生児の発育状況等の確認の
ために，生後120日までの乳
児を持つ家庭を対象とした家
庭訪問実施率

現状値

92％

H27

目標値

94％

H30

96％

H32

実
行
計
画
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中心事業④ 事業名： 親と子の相談事業 関連する施策の展開…取組方針③

妊婦や乳幼児を持つ保護者のうち，様々
な要因により精神的な不調を抱えている
方に対し，いずみ保健センターで，精神

科医による相談を行います。相談の結果，助言や
経過観察，継続相談，医療機関やカウンセリング
の紹介などを判断し，保健師が継続してフォロー
を行います。

事業
内容

事業費
平成29年度 171千円

平成30年度 186千円

平成31年度 186千円

平成32年度 186千円

４年間の総事業費 729千円

事業
目標

精神的な不調を抱えている妊婦や乳幼児を持つ保護者の育児不安等
の軽減を図ります。

数値
目標

指標名

親と子の相談室
利用者数

指標の説明

―

現状値

10人

H27

目標値

12人

H30

15人

H32

中心事業③ 事業名： 乳幼児母性健康相談事業 関連する施策の展開…取組方針②

乳幼児が健康に育ち，母親が子どもの発
育に合わせた育児ができるように，いず
み保健センターにおいて，保健師による

保健相談，助産師による母性相談，歯科衛生士に
よる歯みがき相談及び管理栄養士による栄養相談
を行います。

事業
内容

事業費
平成29年度 1,406千円

平成30年度 1,444千円

平成31年度 1,455千円

平成32年度 1,455千円

４年間の総事業費 5,760千円

事業
目標

育児に関する各種相談を行うことのできる場を定期的に提供すること
で，保護者の育児不安等を軽減し，母子の健康保持・増進を図ります。

数値
目標

指標名

乳幼児母性健康
相談者数

指標の説明

保健相談，母性相談，歯みが
き相談，栄養相談の延べ人数

現状値

774人

H27

目標値

800人

H30

830人

H32

実
行
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画
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目指す姿
子どもの成長に応じた適切な支援が受けられる環境が整備され，
子どもが健やかに成長することで，まちに活力が生まれています。

指標名 指標の説明 現状値 目標値

子育て施設の整備状
況に対する満足度

市民アンケートの数値（小学生以下の子
どもを持つ保護者の回答）

H28

39.4％

H30

50％

H32

60％

認可保育施設の待機
児童数

―

H27

88人

H30

0人

H32

0人

ま
ち
づ
く
り
の
指
標

　核家族化や共働き家庭の増加などの社会状況の変
化によって，保育ニーズが高まっています。
　本市では，未就学児童（０歳～５歳）の人口が微
増し，今後もこの傾向が続く見込みであり，認可保
育施設の待機児童数，保育施設の利用率が増加して
います。また，就学後についても学童保育所入所児
童数が増加しており，公立学童保育所が狭隘な状況
にあります。
　その対策として，保育施設においては，待機児童
の多い地域に，新たに民設民営の認可保育所を整備
しました。また，保育の質の維持向上を図るため，

基幹型保育所＊1を中心として情報交換や人材交流を
図り，保育施設間の連携体制を強化しています。さ
らに，「アウトソーシング基本方針」に基づき，行
政と民間の役割の見直しを行い，公立保育所の民営
化を進めています。
　学童保育所においては，狭隘状況の解消のため，
新たに民設民営学童保育所を整備しました。また，
基幹学童保育所＊2を中心に，市内の学童保育所の合
同会議等を開催し，保育における課題等を情報共有
するとともに，連携体制の構築に取り組んでいます。

施策をとりまく現状

主な課題
共働き家庭の増加等により，保育ニーズが高まり，認可保育施設における待機児童数が増加し
ています。

現在，公立学童保育所では入所を希望する児童を施設の定員を超えて受け入れており，施設の
狭隘状況が悪化しています。

周囲の支援を受けられず，孤立した状態で育児を行っているケースにおいては，育児不安や児
童虐待が生じやすくなっています。

2 子育て環境整備
子ども若者計画課

担 当 課 子ども子育て事業課
子ども子育てサービス課
子育て相談室
健康推進課

主担当課

実
行
計
画
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用語
解説

＊1	 基幹型保育所／ �市内３エリア（東・中央・西地区）に設定された基幹となる保育所で，各エリア内
にある保育所への助言や連携調整等を担う。

＊2	 基幹学童保育所／ �市内の東西２か所に設置された基幹となる学童保育所で，各エリア内にある学童保育
所への助言や連携調整等を担う。

施策の展開

・地域の子育て環境の整備に協力します。

 乳幼児期における保育サービスの充実取組方針①

　待機児童の解消に向け，保育施設の整備と併せて既存保育所の定員の拡大に取り組みます。また，「アウトソー
シング基本方針」に基づき，公立保育所の民営化を行います。加えて，市内保育施設の保育の質を維持向上さ
せるために，基幹型保育所による研修の実施等，事業者の運営支援の充実に取り組みます。

 就学児童の放課後の活動場所の充実取組方針②

　民設民営の学童保育所を整備するとともに，様々な手法を活用しながら，公立学童保育所の狭隘状況の解消
に取り組みます。また，学童保育所の保育の質の維持向上させるために，基幹学童保育所における合同会議の
開催，巡回訪問等を実施し，事業者の運営支援の充実に取り組みます。

子育て世代の総合相談拠点の整備取組方針③

　『少子化社会対策大綱』及び『まち・ひと・しごと創生総合戦略』に位置付けられた子育て支援施策である妊
娠期から子育て期にわたる様々なニーズに対応した相談拠点を整備します。
　切れ目のない支援を進めるために，妊婦健康診査，母子保健指導，乳幼児健康診査等との連携を強化し，相
談支援の充実に取り組みます。

関連する
個別計画

国分寺市子育て・子育ちいきいき計画 ［ 期間 ］ 平成27（2015）年度～平成31（2019）年度

保育サービスの整備・運営及び提供体制に関する全体計

画
［ 期間 ］ ―

国分寺市まち・ひと・しごと創生総合戦略 ［ 期間 ］ 平成27（2015）年度～平成31（2019）年度

計
画
名

平成28年度整備保育園

実
行
計
画
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保育サービスの整備・運営及び提供体制に関する全体計画



中心事業① 事業名： 保育施設整備事業 関連する施策の展開…取組方針①

待機児童の解消に向け保育施設の整備，
既存保育所における定員拡充を行いま
す。また， 『保育サービスの整備・運営

及び提供体制に関する全体計画』に基づき，公立
保育所の民営化も引き続き進めます。

事業
内容

事業費
平成29年度 441,428千円

平成30年度 728,362千円

平成31年度 490,232千円

平成32年度 53,781千円

４年間の総事業費 1,713,803千円

事業
目標

高まる保育ニーズに対応するため，安心して子育てできる環境を整
備します。

数値
目標

指標名

保育施設定員数

指標の説明

保育施設（保育所，地域型保
育事業，認証保育所）の定員
数

現状値

2,349人

H27

目標値

2,849人

H30

3,160人

H32

中心事業② 事業名： 基幹型保育所システム事業 関連する施策の展開…取組方針①

基幹型保育所による心理相談員の派遣や
保育士等の研修などを充実させ，保育施
設の保育の質の維持向上を図ります。ま

た，エリア園長会や看護職連絡会，栄養士連絡会
等を通じて，市内保育施設の連携強化を図ります。

事業
内容

事業費
平成29年度 22,067千円

平成30年度 23,912千円

平成31年度 25,083千円

平成32年度 25,083千円

４年間の総事業費 96,145千円

事業
目標 子どもの成長に応じた適切な支援が受けられる環境を整備します。

数値
目標

指標名

基幹型保育所システ
ム事業研修１回当た
りの平均参加者数

指標の説明

研修参加者数／研修開催回数

現状値

48.8人

H27

目標値

66人

H30

71人

H32
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中心事業④ 事業名： 子育て世代包括支援センター＊1整備事業 関連する施策の展開…取組方針③

保健師や助産師，ソーシャルワーカー等
を配置し，妊娠から出産，子育てまで一
貫して同じ場所で相談でき，切れ目のな

い支援を実施する子育て世代包括支援センターを
整備します。

事業
内容

事業費
平成29年度 0円

平成30年度 0円

平成31年度 2,456千円

平成32年度 2,456千円

４年間の総事業費 4,912千円

事業
目標

子育てに関する相談がワンストップで行うことができ，安心して子
育てを行うことができます。

数値
目標

指標名

子育て世代包括支援
センターの整備・運営

指標の説明

―

現状値

関係課との方
向性の検討

H27

目標値

関係課と連携を
図り，具体的な
事業内容の整理

H30

関係課と連携
を 図 り， 設
置・運営

H32

中心事業③ 事業名： 学童保育所整備事業 関連する施策の展開…取組方針②

『国分寺市子育て・子育ちいきいき計画』
に基づき，公立学童保育所の狭隘状況の
解消及び保育ニーズに応じた学童保育所

の整備を行います。また，基幹学童保育所による
合同会議の開催，巡回訪問等を実施し，市内の学
童保育所間で情報共有し，共通認識を持つことに
より，保育の質の維持向上を図ります。

事業
内容

事業費
平成29年度 11,329千円

平成30年度 121,012千円

平成31年度 35,615千円

平成32年度 131,020千円

４年間の総事業費 298,976千円

事業
目標

高まる保育ニーズに対応するため，子どもたちの保育環境の充実を
図ります。

数値
目標

指標名

学童保育所
定員数

指標の説明

―

現状値

825人

H28

目標値

1,505人

H30

1,889人

H32

用語
解説

＊1	 子育て世代包括支援センター／ �妊娠期から子育て期までの様々なニーズに対して，総合的な相談支援を行う拠点。
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目指す姿
地域において子どもたちが健やかに成長していける質の高いサービ
スが提供され，すべての家庭がそれぞれの子育てに合ったサービス
を利用でき，安心とゆとりをもって子育て・子育ちができています。

　少子高齢化の急速な進展と核家族化，共働き世帯
の増加などライフスタイルの多様化に加え，市内で
の大規模な共同住宅の建設等による子育て世帯の流
入も見込まれる中，保育サービスへのニーズも多様
化・増加しています。また，小学校に通う児童は成
長に応じた体験や交流をできる場が減少し，居場所
の確保が課題となっています。平成27年度にスター
トした「子ども・子育て支援新制度」においては，
子育て家庭や妊産婦の個別ニーズを把握した上で，
サービスの確保や，情報提供，相談，利用者支援等
を行うことが求められています。
　本市では，これまでも様々な形で子育て支援サー

ビスの向上に努めてきました。病児・病後児保育に
ついては，平成26年度より対応施設を１施設増設
し，計４施設とすることで，子どもが疾病の際に，
家庭での保育が困難な保護者への支援を拡充してい
ます。親子ひろばについては，小学校区に一つの設
置を実現し，乳幼児とその保護者及び妊娠期の方が
安心して遊び，交流し，また，身近で相談できる場
としています。子どもの医療費助成については，子
育て世帯の経済的負担軽減を一層図るため，対象者
の拡大等について，財政負担や費用対効果，年齢別
による利用件数等を考慮しながら検討を進めてきま
した。

施策をとりまく現状

主な課題
地域のつながりの希薄化により，近所の大人たちの「子どもを見守る目」が減り，地域の安全
性や子どもの遊び場が減ってきています。

義務教育就学児の医療費助成は，都基準の制度では所得制限を超えると受けることができない
ため，経済的に負担となっています。

様々な子育て支援サービスの情報があふれ，保護者が適切なサービスを選択・利用することが
困難な場合があります。

3 子育て支援サービス
子ども子育てサービス課

担 当 課 子ども若者計画課
子ども子育て事業課
社会教育課

主担当課

指標名 指標の説明 現状値 目標値

必要な子育て支援サー
ビスを利用できている
と感じる保護者の割合

市民アンケートの数値（小学生以下の子
どもを持つ保護者の回答）

H28

40.9％

H30

50％

H32

60％

保育コンシェルジュ＊1

の利用件数
保育コンシェルジュにおける情報提供，
相談，利用支援等の延べ利用件数

―

H30

490件

H32

735件

ま
ち
づ
く
り
の
指
標
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用語
解説

＊1	 保育コンシェルジュ／ �利用者の個々の保育ニーズに応じて，各種保育施設の保育サービスについて
情報提供を行い，保護者に寄り添った相談・助言を行う専門の相談員。

施策の展開

地域における子どもの居場所の必要性を理解し，場の確保に協力します。
放課後子ども教室等の運営に協力します。
子育ての相互援助活動に参加します。

子どもの居場所づくりの推進取組方針①

　子どもが各々の成長に応じて，集い，語り，遊び，自分らしく過ごせる「居場所」を確保し，地域に見守ら
れながら安全・安心に成長できる環境を整備していきます。加えて，子どもたちを取り巻く大人たちの子ども
の居場所に対する理解を深めていきます。

子育て世帯の経済的負担軽減取組方針②

　子育て世帯における経済的負担軽減に対するニーズは高い状況にあります。このため，義務教育就学児医療
費助成について小学３年生までの所得制限を撤廃します。また，都や国に対しても制度の創設や拡充を継続し
て求めていくなど，財政負担にも配慮しつつ効果的な負担軽減策を進めていきます。

地域における子育て支援サービスの充実取組方針③

　ファミリー・サポート・センター事業や，一時保育，休日保育など，地域における多様な子育て支援サービ
スを更に充実させていきます。病児・病後児保育については，隣接市も含めた広域的実施を視野に入れ，拡充
を図ります。また，これらの様々なサービスを円滑に利用できるように，保育コンシェルジュの導入に向けて
取り組んでいきます。

関連する
個別計画

国分寺市子育て・子育ちいきいき計画 ［ 期間 ］ 平成27（2015）年度～平成31（2019）年度
計
画
名

放課後子どもプラン

実
行
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画
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中心事業① 事業名： 放課後子ども教室事業 関連する施策の展開…取組方針①

現在の開催日数や開設時間等を見直し，
学童保育所の利用者を含めた全児童を対
象として，様々な体験や交流ができる放

課後活動の場を確保していきます。また，開催日
数が少ない学校については，日数の増加に向けた
支援を行います。

事業
内容

事業費
平成29年度 10,373千円

平成30年度 10,439千円

平成31年度 13,119千円

平成32年度 13,120千円

４年間の総事業費 47,051千円

事業
目標 子どもが様々な体験や交流等ができる放課後活動を充実させます。

数値
目標

指標名

放課後子ども教室
の平均開催日数

指標の説明

小学校10校の平均開催日数
１日に３つのプログラムを実施
した場合も，カウントは１とする

現状値

132日

H27

目標値

開催日数の
増加

H30

開催日数の
増加

H32

中心事業② 事業名： 義務教育就学児医療費助成拡大事業 関連する施策の展開…取組方針②

低学年ほど受診率が高く医療費負担が大
きい傾向にあり，また，感染症が重症化
する傾向もあることから，市の事業とし

て小学３年生までの所得制限を撤廃します。また，
更なる制度拡大については，医療制度として創設
や制度拡充を国や都に対し要望していきます。

事業
内容

事業費
平成29年度 16,253千円

平成30年度 23,226千円

平成31年度 23,294千円

平成32年度 23,294千円

４年間の総事業費 86,067千円

事業
目標 助成要件緩和などにより，保護者の負担軽減を図ります。

数値
目標

指標名

義務教育就学児医療
費助成の受給者数

指標の説明

小学３年生までの所得制限撤
廃による増加人数（累計）

現状値

―

目標値

729人

H30

729人

H32
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中心事業④ 事業名： 病児・病後児保育事業 関連する施策の展開…取組方針③

児童が病気の回復期にあるものの，まだ
集団での保育を受けるのが困難な場合
に，保育所や病院に付設された専用ペー

ス等で，一時的に保育を行います。

事業
内容

事業費
平成29年度 36,672千円

平成30年度 36,632千円

平成31年度 40,878千円

平成32年度 51,096千円

４年間の総事業費 165,278千円

事業
目標

病児対応施設及び定員数を拡充し，子どもが病気の際の保育環境を
整えます。

数値
目標

指標名

病児・病後児保育室の設
置数及び定員数（累計）

指標の説明

―

現状値

４施設
（16人　内病児２人）

H27

目標値

４施設
（16人　内病児２人）

H30

５施設
（20人　内病児６人）

H32

中心事業③ 事業名： 保育コンシェルジュ事業 関連する施策の展開…取組方針③

保育コンシェルジュが利用者の個別ニー
ズを把握し，それに基づいて情報の集
約・提供，相談，利用支援等を行うこと

により，教育・保育施設を円滑に利用できるよう
サポートします。さらに，関係機関との連絡・調
整を行い，利用者目線で，一人ひとりに寄り添っ
た子育て支援を実施していきます。

事業
内容

事業費
平成29年度 0円

平成30年度 0円

平成31年度 0円

平成32年度 0円

４年間の総事業費 0円

事業
目標

教育・保育施設の円滑な利用に向けた情報提供や助言等を行い，利
用者に寄り添った子育て支援を実施します。

数値
目標

指標名

利用者支援事業（特定
型）の支援職員数（累計）	

指標の説明

―

現状値

―

目標値

１人

H30

１人

H32
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目指す姿
妊娠期における支援，また，乳幼児から若者までの成長に応じた切れ目のない
支援が実施されていることで，育児不安の解消，児童虐待の予防等がなされ，
子どもや若者が家庭や地域の中で安全・安心にいきいきと暮らしています。

指標名 指標の説明 現状値 目標値

「子どもの相談場所」
の認知度

市民アンケートの数値（小学生以下の子
どもを持つ保護者の回答）

H28

92.3％

H30

95％

H32

97％

若者支援に対する
認知度

市民アンケートの数値

H28

7.7％

H30

20％

H32

30％

ま
ち
づ
く
り
の
指
標

　核家族化の進行や地域のつながりの希薄化によ
り，孤立した状態で育児をせざるを得ないケースや
乳幼児に接する機会がないまま親となるケースが増
えたことで，育児不安や発育・発達に関する不安，
児童虐待等が生じやすくなっています。
　こうした事態の解決に向け，市では，親子ひろば
事業によって，交流の場や身近な育児相談の場を提
供し，妊産婦の不安の解消，虐待の未然防止等に努
めています。さらに，子ども家庭支援センターが中
心となり，関係機関との連携を強化することで，現
に起きている児童虐待を進行させないように努め，

児童虐待ゼロを目指して取り組んでいます。
　また，近年，国や都では，すべての子ども・若者
が健やかに成長できるよう，貧困の状況にある子ど
もや，ひきこもりの状態等にある若者（15歳から
34歳）への支援の取組を強化し，すべての若者が
持てる能力をいかし自立・活躍できる社会の実現を
目指しています。
　本市でも，成長に応じた切れ目のない支援を行う
ため，若者への相談・支援に関する庁内連絡会を行
うなど，子どものみならず，若者に対する支援の取
組も進めています。

施策をとりまく現状

主な課題
福祉分野だけでは子どもの生活にとっての十分なサポートができないため，子どもに関するあ
らゆる相談が，関係機関との連携を強化したことで解決されることが求められています。

乳幼児期の不適切な養育を受けた子どもや，育ちの上で困難を抱えた子どもを早期発見・早期
支援することにより，健やかな成長につなげることが求められています。

発達に関する相談は増加傾向にあり，相談体制や，療育環境等のサービス提供が希望通りに提
供できていないため，適切な時期に適切な支援を提供することが求められています。

ひきこもり等困難を抱える若者の問題は，家庭内から外に発信されることが少ない傾向がある
ため，支援を必要とする若者を早期に相談・支援につなげる必要があります。

4 子ども・若者支援
子育て相談室

担 当 課 子ども若者計画課
子ども子育て事業課
子ども子育てサービス課
健康推進課

主担当課
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用語
解説

＊1	 親子ひろばの拠点施設／ �市内３エリア（東・中央・西地区）に設置される常時開設の親子ひろば（妊
婦とその配偶者や乳幼児とその保護者が気軽に立ち寄ることができ，安心
して遊べ，交流や相談できる場所）の拠点施設。中央地区は未整備。

＊2	 要保護児童対策地域協議会／ �保護者に監護させることが不適切と認められる児童や保護者の養育の
支援が特に必要と認められる児童，出産後の養育について出産前の支
援が特に必要と認められる妊婦に対する適切な支援を図るために必要
な情報の交換や支援内容の協議を行う会議体。

施策の展開

・�地域で子どもや若者を見守り，必要時には相談窓口につなげるなど，
行政と連携します。
・�行政と協力して，子どもや若者の居場所を確保し，居場所での支援活
動を行います。

子どもに関する相談体制の充実取組方針①

　子どもに関する総合相談窓口として，子ども家庭支援センターで，あらゆる相談を受け付け，福祉・教育・保健・
医療分野等の関係機関との調整も実施しながら課題解決に向けて取り組んでいきます。保護者や子どもが気軽に相
談できるよう，あらゆる機会を活用して，子ども家庭支援センターの周知活動を行い，認知度を高めていきます。

子ども子育て地域支援ネットワークの充実取組方針②

　児童虐待は世代間連鎖や思春期等における問題などを引き起こします。育児不安への早期支援や児童虐待の
早期発見・早期支援に取り組むため，親子ひろばの拠点施設＊1整備による地域ネットワークの構築を一層推進
します。また，要保護・要支援に当たる事例に関しては，要保護児童対策地域協議会＊2を核として，虐待防止
のための具体的な連携を強化していきます。

発達相談の支援・連携強化取組方針③

　未就学児から18歳未満の子どもを対象に，発達に関する相談を行い，その子どもに合った支援を提供してい
きます。専門家による個別相談や，学校・教育相談室等の関係機関との連携などを通じて子どもと保護者を支
援するとともに，専門職の派遣などにより保育所等に対しても支援を実施します。発達に関する相談は増加傾
向にあることから，誰もが必要な時に必要な支援を受けられる体制の拡充に取り組みます。

若者支援の推進取組方針④

　ひきこもり等困難を抱える若者を早期に相談につなげ，自立に向けた支援を行うため，関係機関でネット
ワークを構築します。ネットワークで連携することにより，関係機関や地域で得られた，困難を抱える若者に
関する情報などの共有を図り，専門機関による相談・支援の実施へつなげます。また，相談者一人ひとりに寄
り添い，自立に向けたコーディネート機能を持つ機関の設置を進めます。

関連する
個別計画

国分寺市子育て・子育ちいきいき計画 ［ 期間 ］ 平成27（2015）年度～平成31（2019）年度

国分寺市障害福祉計画・国分寺市障害児福祉計画 ［ 期間 ］ 平成30（2018）年度～平成32（2020）年度

計
画
名 実

行
計
画
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用語
解説

＊1	 地域子育て支援ワーカー／ �市内親子ひろば等を巡回し，施設利用市民の状況を把握したり相談を受けたりする市職員。
＊2	 進行管理部会／ �要保護児童等の個別の支援等に関し，定期的な情報の交換や連絡調整を行う会議体。

中心事業① 事業名： 子ども家庭支援センター相談事業 関連する施策の展開…取組方針①

国分寺市子どもいじめ虐待防止条例の広報・啓発活
動，虐待防止キャンペーン，市内小・中学校15校への
広報活動等，年間を通して子ども家庭支援センターの

広報を実施します。また，虐待防止については，子ども家庭支援
センターが一義的な通告機関であることを，あらゆる場面で市民
に広く周知するとともに，関係機関に対しても，虐待防止マニュ
アルの改定と合わせて広報・啓発活動をもれなく実施します。

事業
内容

事業費
平成29年度 47千円

平成30年度 156千円

平成31年度 390千円

平成32年度 397千円

４年間の総事業費 990千円

事業
目標

子どもに関する総合相談窓口である子ども家庭支援センターを，市
民が利用しやすいように広く周知し，認知度を高めます。 

数値
目標

指標名

子どもに関する総合
相談の新規受理件数

指標の説明

子ども家庭支援センター相談
担当が，市民及び関係機関か
ら受けた新規相談件数

現状値

642件

H27

目標値

700件

H30

770件

H32

中心事業② 事業名： 親子ひろば事業 関連する施策の展開…取組方針②

地域子育て支援ワーカー＊1の各親子ひろば等
への訪問・支援を継続実施し，親子ひろば同
士や子ども家庭支援センター，保健センター

や児童相談所との密なケース連携を実施します。また，
要保護児童対策地域協議会については，進行管理部
会＊2を活用し，現場職員とより具体的な方針検討を実施
し，虐待防止のための円滑な情報共有と連携を図ります。

事業
内容

事業費
平成29年度 22,486千円

平成30年度 22,867千円

平成31年度 24,609千円

平成32年度 24,657千円

４年間の総事業費 94,619千円

事業
目標

子ども家庭支援センターを中心に，親子ひろばを拠点とした地域で
のネットワークづくりを積極的に進めます。

数値
目標

指標名

親子ひろば等への訪
問支援員訪問回数

指標の説明

地域子育て支援ワーカーの各
ひろば等への訪問回数

現状値

200件

H27

目標値

300件

H30

360件

H32

実
行
計
画
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＊3	 児童発達支援事業／ �発達に遅れやつまずきのある児童が，集団生活を経験しながら，個々に応じた専門的な療育を受ける通所事業。
＊4	 相談支援事業所／ �障害福祉サービスに関する利用計画を作成し，相談や情報提供，関係機関との連絡調整を行う事業所。
＊5	 地域ネットワーク会議／ �関係機関等が行う支援を適切に組み合わせることにより，効果的かつ円滑な実施を図るため，市と関係機関等により構成される会議。
＊6	 アウトリーチ／ �相談者が抱える問題に応じて，支援を行う者が家庭等に出向き必要な相談，助言又は指導を行うこと。

中心事業③ 事業名： こどもの発達センターつくしんぼの療育事業 関連する施策の展開…取組方針③

親子の遊びの教室や児童発達支援事業＊3（通園教室）等の
グループ活動のほか，個別の専門相談，就学支援等を通
じて，発達が気になる子どもと保護者を支援していきます。

また，障害理解促進のための講演会開催や，療育指導方法等の研修
活動を実施します。さらに，相談支援事業所＊4として，児童発達支援
や放課後等デイサービス等を利用するための利用計画作成，障害福
祉サービスに関する情報提供，関係機関との連絡調整等を行います。

事業
内容

事業費
平成29年度 11,694千円

平成30年度 15,444千円

平成31年度 15,721千円

平成32年度 15,733千円

４年間の総事業費 58,592千円

事業
目標

発達が気になる子どもや保護者とこどもの発達センターつくしんぼがつなが
り，早期支援を行うことにより，すべての子どもの健やかな成長を目指します。

数値
目標

指標名

発達に関する新
規相談件数

指標の説明

こどもの発達センターつくし
んぼが受けた新規相談件数
（就学後の相談含む）

現状値

118件

H27

目標値

142件

H30

158件

H32

中心事業④ 事業名： 若者支援ネットワーク事業 関連する施策の展開…取組方針④

市役所内の関係部署，各種行政機関及び地域で活動する団体
等がネットワークを構築し，地域ネットワーク会議＊5を開催し
ます。会議では，若者やその家族の相談・支援に関する情報

共有を図るため，市及び行政機関からの情報伝達や地域団体等における事
例等の情報交換を行います。ネットワークの構築により，多くの機関が連
携することで，状況に応じてアウトリーチ＊6にも取り組み，早期に相談につ
なげ，相談者が抱える複雑な問題を専門機関が包括的に支援していきます。

事業
内容

事業費
平成29年度 1,711千円

平成30年度 2,299千円

平成31年度 2,348千円

平成32年度 2,348千円

４年間の総事業費 8,706千円

事業
目標

地域の各種関係機関でネットワークを構築し，支援を必要とする若
者を早期に相談につなげ，自立に向けた支援を包括的に行います。

数値
目標

指標名

若者支援に関す
る新規相談件数

指標の説明

ネットワークを構成する機関
が受けた新規相談件数

現状値

―

目標値

14件

H30

28件

H32

実
行
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画
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目指す姿
市内で様々な文化芸術活動・催しが行われ，市民が身近に文化芸
術に触れることができています。

指標名 指標の説明 現状値 目標値

市内で文化芸術に
触れることができて
いる市民の割合

市民アンケートの数値

H28

22％

H30

23％

H32

25％

過去１年間で自らが
文化芸術活動をして
いる市民の割合

市民アンケートの数値（鑑賞・読書以外
の文化芸術活動をしている人の割合）

H28

27.5%

H30

28％

H32

30％

ま
ち
づ
く
り
の
指
標

　市民アンケート（平成28年度）の結果では，過
去１年間に文化芸術活動（読書・鑑賞を含む）を行っ
た人の割合は６割以上で，そのうち創作・演技・演
奏など自身が主体となって活動する人の割合は約３
割となっており，文化芸術活動に取り組んでいる人
は多いと言えます。
　また，平成27年度実績では，文化芸術活動の場
として，いずみホール（Ａホール）の利用率は９割
を超える高水準にあり，施設利用者の満足度も高い
状況にあります。しかし，「文化振興に関する市民
意識・実態調査」（平成28年度）の結果では，過去
１年間にいずみホールで公演を鑑賞した人は２割に

とどまっており，利用しなかった理由としては，「い
ずみホールでどのような催しをやっているかわから
なかったから」が約４割，次いで「興味のある催し
がなかったから」が約３割となっています。また，
いずみホールは市内唯一の音楽ホールでありながら
収容規模が決して大きいとは言えず，集客力のある
公演や大規模な公演の誘致・企画が難しい面があり
ます。
　このような状況の中で，市民アンケートにおいて
も「市内で文化芸術に触れることができている」と
回答した人の割合は約２割でした。

施策をとりまく現状

主な課題

市内で文化芸術を学習・鑑賞・体験する機会を提供するための工夫が必要です。

文化芸術に関わる人材・団体を育成し，活躍の場を提供していくとともに，文化芸術の拠点施
設を確立していく必要があります。

国分寺固有の文化やコミュニティを次世代へ継承していく必要があります。

文化芸術への関心を高め，活動への参加を促していくとともに，文化芸術活動に関心を持つ市
民とのネットワークを築きながら，協働していくことが必要です。

5 文化芸術
文化振興課

担 当 課 公民館課

主担当課

実
行
計
画
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施策の展開

・文化芸術に関する催しに参加します。
・文化芸術に関する催しの企画・運営に参加します。
・文化芸術活動を行う団体が互いに連携していきます。
・文化芸術に関する催し及び活動の情報を発信します。

文化芸術に触れる取組方針①

　文化芸術について学び，鑑賞し，体験する機会を提供することで，市民の文化芸術への関心を喚起し，文化
芸術に身近に触れ，親しむことを目指します。関心のある市民はもとより，そうでない市民も含めて関心を喚
起していきます。

文化芸術をはぐくむ取組方針②

　いずみホールや公民館等，様々な施設・場所での市民が主体となった多様な文化芸術活動を支え，また，文
化振興に関心を持つ市民を活動の担い手として育成していきます。これにより，市民一人ひとりの自主性と創
造性が発揮され，国分寺ならではの文化が生み出される素地をつくることを目指します。また，いずみホール
について，質の高い公演等を提供し，市民が日頃の文化芸術活動の成果を発表できる施設として維持するため，
計画的な施設改修を行っていきます。

文化芸術を広める取組方針④

　文化芸術活動や催しについての効果的な情報発信を通じて，国分寺の文化の魅力を伝えるとともに，活動す
る市民，団体，組織のネットワークをつくります。これにより，市民の文化芸術に対する興味関心を引き出す
とともに，文化振興の推進体制を強化することを目指します。2020年には東京オリンピック・パラリンピック
競技大会が開催されることから，機運の醸成を図り，文化活動を活性化し，周知することを通じて，将来的に
も継続される活動等を次世代へとつないでいく取組も積極的に行います。

文化芸術をつなぐ取組方針③

　国分寺固有の自然・歴史資源を保存・活用し，将来へ継承するとともに，世代間のつながりをつくり，市民
活動やコミュニティを次世代へと引き継いでいきます。

関連する
個別計画

国分寺市文化振興計画 ［ 期間 ］ 平成29（2017）年度～平成36（2024）年度
計
画
名

国分寺市立いずみホールAホール

実
行
計
画
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中心事業① 事業名： ホール施設における鑑賞・体験機
会の提供（いずみホール主催事業） 関連する施策の展開…取組方針①

いずみホールにおいて，音楽，演劇，ダ
ンス，伝統芸能など様々な文化芸術の鑑
賞型事業を実施します。また，参加者自

身が制作・演奏などを体験できるワークショップ
などを実施し，幅広い世代が文化芸術に触れる機
会を提供します。

事業
内容

事業費
平成29年度 5,242千円

平成30年度 4,920千円

平成31年度 5,450千円

平成32年度 5,500千円

４年間の総事業費 21,112千円

事業
目標

鑑賞，体験等を通じて文化芸術に触れるための機会を十分に提供し，
文化芸術の裾野を広げます。

数値
目標

指標名

主催事業
参加者数

指標の説明

いずみホール主催事業の入場
者数（延べ）

現状値

1,775人

H27

目標値

1,800人

H30

1,850人

H32

中心事業② 事業名： 市民文化祭 関連する施策の展開…取組方針②

市民から参加者を募集し，約２か月の期
間にわたり，市内ホールや公民館等で，
音楽，美術，舞踊，伝統芸能，生活文化，

国際交流等の様々な分野の催しを提供します。市
内の文化団体等から選出された市民等により構成
される実行委員会がその企画・運営を行います。

事業
内容

事業費
平成29年度 1,099千円

平成30年度 1,069千円

平成31年度 1,200千円

平成32年度 1,200千円

４年間の総事業費 4,568千円

事業
目標

市民が日頃の文化芸術活動の成果を発表する機会を提供し，文化芸
術活動の活性化を図ります。

数値
目標

指標名

市民文化祭
参加者数

指標の説明

市民文化祭に出演・出展等を
した者の人数

現状値

2,362人

H27

目標値

2,390人

H30

2,410人

H32

実
行
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中心事業④ 事業名： 大学生の協力を得る仕組みづくり 関連する施策の展開…取組方針④

美大生や音大生など特に芸術分野の専攻
をしている大学生によるワークショップ
や講座の開催等，大学を通じた協力を得

て文化芸術に関する事業を実施します。特に子ど
もや若者を対象とした事業の実施を目指します。

事業
内容

事業費
平成29年度 0円

平成30年度 30千円

平成31年度 30千円

平成32年度 30千円

４年間の総事業費 90千円

事業
目標

文化芸術に関する事業の実施において，大学と連携する仕組みづく
りを目指します。

数値
目標

指標名

大学生の協力を得て実施し
た文化芸術に関する事業数

指標の説明

―

現状値

―

目標値

1事業

H30

2事業

H32

中心事業③ 事業名： 異世代交流事業の推進 関連する施策の展開…取組方針③

本多公民館で，地域の子どもと大人が交
流し，ともに学べる場として「異世代交
流事業」を開催します。毎月１回土曜日

に実施し，地域の方が指導者となり，実行委員会
で企画・運営を行います。

事業
内容

事業費
平成29年度 452千円

平成30年度 480千円

平成31年度 500千円

平成32年度 500千円

４年間の総事業費 1,932千円

事業
目標

幅広い世代の市民が，ともに学び，活動し，交流できるよう，異世代交流の機会となる事業を
推進し，豊かな体験を通じて，子どもたちの地域での居場所づくりと交流の促進を図ります。

数値
目標

指標名

異世代交流事業参加者
アンケートによる満足度

指標の説明

参加者アンケートの数値

現状値

92％

H27

目標値

95％

H30

97％

H32

実
行
計
画
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目指す姿
学校と地域社会，関係諸機関の連携のもと，児童・生徒の豊かな人間
性や社会性が育まれるとともに，学習意欲が高められ，基礎的・基本的
な知識や技能と思考力・判断力・表現力及び体力が培われています。

指標名 指標の説明 現状値 目標値

いじめは，どんな理由が
あってもいけないことだ
と思う小・中学生の割合

全国学力・学習状況調査の数値

H27

小学生 96.0％
中学生 92.2％

H30

小学生 100％
中学生 100％

H32

小学生 100％
中学生 100％

国語・算数（数学）・理科・社会・
（中学では英語も加える）の授業内
容がわかると感じる小・中学生の割

児童・生徒の学力向上を図るための調査
（都調査）の数値

H27

小学生 92.1％
中学生 81.9％

H30

小学生 95％
中学生 85％

H32

小学生 97％
中学生 87％

ま
ち
づ
く
り
の
指
標

［人権・道徳教育］
　現在，いじめ問題をはじめ，児童・生徒の規範意
識の希薄化や，自らの価値や存在意義を前向きにと
らえる感情の乏しさなど，児童・生徒の心の状況に
かかわる課題が数多く指摘されています。本市では，
学校における人権教育や道徳教育の充実を図るため
に，人権推進委員会を設置し，指導方法や指導内容
の改善・充実に努めています。また，全校で道徳授
業地区公開講座を開催するとともに，地域や家庭を
交えた懇談会を開催し，広く意見交換を行っています。
［特別支援教育］
　特別に支援を必要とする児童・生徒が増加する傾
向にあり，様々な支援を必要とする児童・生徒への
対応の充実が求められています。本市では，児童・

生徒一人ひとりの教育的ニーズに応えるため，平成
20年度に『国分寺市特別支援教育基本計画』を策
定し，特別支援体制の整備を進めています。
　本計画に基づき，平成27年度に第二中学校に自閉
症・情緒障害学級を設置するとともに，平成28年度に
は同じく第二中学校に特別支援教室を開級しました。
［学力向上］
　基礎的・基本的な知識や技能の必要性が指摘され
ていますが，本市では小学校４教科，中学校５教科
について「基礎的・基本的事項」及び「読み解く力」
に関する内容で，都の平均を上回っています。しか
し，複数の資料や情報を関連付けて考察する力を向
上させる必要もあり，全教科について授業改善推進
プランを策定し，一層の授業改善に努めています。

施策をとりまく現状

主な課題
児童・生徒に人権尊重の理念についての正しい理解や実践的態度が十分に定着していないこと
が社会的課題として指摘されており，人権尊重教育の推進が求められています。

自ら感じ，考え，他者と対話し協働しながら，よりよい方向を目指す資質・能力を備えるため，
道徳教育の推進が求められています。

特別に支援を必要とする児童・生徒への支援の在り方が社会的な課題とされる中，特別支援教
育体制の一層の充実が求められています。

児童・生徒の確かな学力を維持・向上するために，基盤となる基礎的・基本的知識及び技能の
習得の重要性が指摘されています。

6 学校教育
学校指導課主担当課
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用語
解説

＊1	 合理的配慮／ �障害のある人が日常生活や社会生活を送る上で妨げとなる社会的障壁を取り除くため
に，状況に応じて行われる配慮。

施策の展開

・外部人材として学校運営に協力します。
・�体力向上を図るために全校で実施している一校一取組に，ゲスト
ティーチャーなどとして協力します。

人権尊重教育の推進取組方針①

　児童・生徒が，発達段階に応じて，人権の意義や内容，重要性についての理解を深め，自分の大切さととも
に他の人の大切さを認め，人権が尊重される社会づくりに寄与することができるように，資質や能力を育む人
権教育を推進していきます。

道徳教育の推進取組方針②

　児童・生徒が，確かな倫理観や道徳性を身に付けるために，自立心や自尊感情，他者と関わり社会の発展に
貢献できる力など，豊かな心を育む道徳教育を学校・家庭・地域社会と連携して推進していきます。

特別支援教育体制の充実取組方針③

　すべての児童・生徒の抱える教育的ニーズをとらえ，通常の学級での支援の充実と併せて，特別支援学級の
充実，発展を図ります。その中で，障害のある児童・生徒に対する合理的配慮＊1を推進し，一人ひとりの生活や
学習上の困難を改善・克服し，自立や社会参加に向けた主体的な取組を支えます。

基礎的・基本的な知識及び技能の習得取組方針④

　「基礎的・基本的な知識及び技能」は，すべての児童・生徒がおおむね習得できるようにすることが求められ
ています。読み，書き，計算をはじめ，各教科等の基礎的・基本的な内容の確実な習得に向けて，教員の指導
力の向上を図るとともに，家庭学習の習慣化を図ります。

関連する
個別計画

国分寺市教育ビジョン ［ 期間 ］ 平成27（2015）年度～平成31（2019）年度

国分寺市特別支援教育基本計画（義務教育時） ［ 期間 ］ 平成29（2017）年度～平成33（2021）年度

計
画
名

学校授業

実
行
計
画
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中心事業① 事業名： 学校全体での人権教育の取組の充実 関連する施策の展開…取組方針①

人権について重点的に考える人権週間に
合わせて，全市立小・中学校で，人権集
会や人権標語づくり，人権メッセージや

人権作文の発表会等の取組を充実します。また，
人権教育推進委員会作成のリーフレットを活用し
て，人権教育の指導の充実を図ります。

事業
内容

事業費
平成29年度 403千円

平成30年度 451千円

平成31年度 443千円

平成32年度 743千円

４年間の総事業費 2,040千円

事業
目標

人権教育を充実し，児童・生徒一人ひとりの人権を大切にする心を
育みます。

数値
目標

指標名

人権教育推進委員会作成の
リーフレットを活用した授
業が行われている学級割合

指標の説明

リーフレットを活用した学級
数／全学級数

現状値

小学校 58.4％
中学校 43.4％

H27

目標値

小学校 75％
中学校 75％

H30

小学校 80％
中学校 80％

H32

中心事業② 事業名： 道徳教育に関する実践的研究や研修の充実 関連する施策の展開…取組方針②

市立小・中学校における道徳教育の一層
の推進を図るために，指導方法や指導内
容の充実・改善に関する実践的研究や研

修を実施します。

事業
内容

事業費
平成29年度 387千円

平成30年度 1,692千円

平成31年度 439千円

平成32年度 0円

４年間の総事業費 2,518千円

事業
目標 道徳教育に関する実践的研究や研修を実施し，充実させます。

数値
目標

指標名

道徳教育推進委員会で作成し
たリーフレットを活用した授
業が行われている学級の割合

指標の説明

リーフレットを活用した学級
数／全学級数

現状値

小学校 72.3％
中学校 38.3％

H27

目標値

小学校 80％
中学校 80％

H30

小学校 85％
中学校 85％

H32

実
行
計
画
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中心事業③ 事業名： 学校生活支援シートの活用の推進 関連する施策の展開…取組方針③

障害のある児童・生徒の一人ひとりの
ニーズを正確に把握し，長期的な視点で
一貫して的確な教育的支援を行うため

に，学校生活支援シートを作成し，児童・生徒の
進級に合わせて引き継ぎます。

事業
内容

事業費
平成29年度 20,242千円

平成30年度 19,071千円

平成31年度 31,094千円

平成32年度 31,094千円

４年間の総事業費 101,501千円

事業
目標

障害のある児童・生徒を支援していく長期計画である学校生活支援シートの一
層の活用を推進し，対象の児童・生徒の障害に応じた細やかな支援を行います。

数値
目標

指標名

学校生活支援シートが
必要な児童・生徒のう
ち作成されている割合

指標の説明

作成されている数／必要とさ
れる数

現状値

小学校 92.3％
中学校 77.2％

H27

目標値

小学校 100％
中学校 100％

H30

小学校 100％
中学校 100％

H32

中心事業④ 事業名： 習熟度別指導の「基礎コース」の工夫改善 関連する施策の展開…取組方針④

現在，市立小・中学校とも算数・数学を
中心に習熟度別指導を実施しています。
基礎的・基本的学習内容について学ぶ

「基礎コース｣ の児童・生徒には，既習学年にさ
かのぼり，未定着な部分を補充する学習を行いま
す。

事業
内容

事業費
平成29年度 4,180千円

平成30年度 4,791千円

平成31年度 5,133千円

平成32年度 5,198千円

４年間の総事業費 19,302千円

事業
目標 基礎的・基本的学習内容の定着を図るために，授業改善を行います。

数値
目標

指標名

全国学力・学習状況
調査の算数・数学Ａ
問題の平均正答率

指標の説明

小学校算数及び中学校数学Ａ
問題の平均正答率が都平均を
上回る割合

現状値

小学校 4.9％
中学校 8.8％

H27

目標値

小学校 5.0％
中学校 9.0％

H30

小学校 5.5％
中学校 9.5％

H32

実
行
計
画
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目指す姿 子どもが安心して意欲的に学べる質の高い教育環境が整っています。

指標名 指標の説明 現状値 目標値

市立小・中学校の環
境整備のための工事
実施割合

工事実施件数／平成32年度までに予定
している大規模な工事件数

H28

18％

H30

72％

H32

100％

地域の小・中学校を
身近に感じる市民の
割合

市民アンケートの数値

H28

47.8%

H30

50％

H32

55％

ま
ち
づ
く
り
の
指
標

［施設整備］
　本市における児童・生徒数は，今後も横ばいから
微増で推移すると見込まれています。また，小学１
年，２年及び中学１年の35人学級への対応や特別
支援学級の設置に加えて，より効率的な学習を進め
るための少人数教室の設置などにより，必要になる
教室数が増加しています。
　その一方で，市内の小・中学校は昭和40年代以
前に建てられたものが多く，老朽化による修繕が多
発している状況です。『国分寺市公共施設等総合管
理計画』に基づき，施設のあり方を検討するととも
に，老朽化に伴う事故等を防止するため，今後より
一層きめ細やかな点検及び改修等が求められていま

す。
［家庭・地域との連携］
　市民の教育に対する関心と理解を深めるととも
に，健全な児童・生徒を育成することを目的として，
平成25年度から「国分寺市教育７DAYS＊1」を設定し
ています。この中で，学校での取組について，保護
者や市民への周知を図り，講演会や発表会などを通
して，地域の人が参画できる機会を設けています。
［学校給食］
　市立小学校においては，10校すべてで自校式に
よる給食の提供を行っています。また，市立中学校
においては，外部委託による弁当給食の提供を行っ
ています。

施策をとりまく現状

主な課題
学校と家庭，地域社会が連携して心身ともに健康な児童・生徒を育成していくことが求められ
ています。

子どもたちが安全かつ健やかに学校生活を送るために，施設整備の充実が求められています。

健やかな子どもの成長のために，質の高い学校給食の推進が求められています。

7 教育環境整備	
教育総務課

担 当 課 学務課
学校指導課

主担当課
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用語
解説

＊1	 国分寺市教育７DAYS ／ �国分寺市の教育について考えるきっかけとなることを目的として設定した期
間（毎年11月上旬）で，啓発や教育的取り組みを行う。

＊2	 ICT ／ �Information and Communication Technologyの略で，情報処理及び情報通信などのコンピュー
タやネットワークに関連する諸分野における技術・産業・設備・サービスなどの総称。

施策の展開

・学校運営に参画します。
・児童・生徒が職場体験できる場の提供を行います。

家庭・地域との連携の推進取組方針①

　教育の重要な担い手である家庭・地域と学校が連携して，心身ともに健康な児童・生徒を育成することが大
切です。そのためには，学校は，積極的な教育活動の公開や，学校情報の発信により，家庭・地域の教育力を
学校運営にいかしていきます。家庭・地域は，学校教育だけではできない様々な体験活動や交流活動を推進し，
家庭・地域における児童・生徒の学びを支えていきます。

施設整備の充実取組方針②

　施設の老朽化による事故を防止するため，きめ細やかな点検・修繕を行います。また，安全性・快適性の向
上に向けて，ユニバーサルデザインの視点を取り入れつつ校舎，屋内運動場，プール，トイレ等の改修を計画
的に行い，子どもたちが快適な学校生活を送れるようにしていきます。
　さらに，より学習効果を高める手法として，ICT＊2の活用及び環境整備について検討していきます。

質の高い学校給食の推進取組方針③

　健やかな子どもの成長のために，学校給食が担う役割は重要です。おいしく，かつ安全・安心な学校給食を
更に充実させていくとともに，子どもたちが健全な食生活を送れるよう食育に取り組みます。
　学校給食の充実のため，地場野菜の使用割合を増やすとともに給食残菜の減少に努めます。食物アレルギー
に対しては，マニュアル等を活用し教職員・保護者・医師との間で情報共有に努め，事故の発生を防ぎます。
　また，小学校においては，自校式による円滑で効率・効果的な運営のために，調理業務の委託化を進めます。

関連する
個別計画

国分寺市教育ビジョン ［ 期間 ］ 平成27（2015）年度～平成31（2019）年度

国分寺市公共施設等総合管理計画 ［ 期間 ］ 平成28（2016）年度～平成37（2025）年度

計
画
名

屋内運動場大規模改修（市立第一中学校）

実
行
計
画
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中心事業① 事業名： 外部人材との連携による教育活動の推進 関連する施策の展開…取組方針①

学校は，学習活動におけるゲストティー
チャーや指導補助，学習や行事の準備，
学校環境の整備など様々な場面で，家

庭・地域と積極的に連携し，多様な教育活動を行
います。

事業
内容

事業費
平成29年度 21,584千円

平成30年度 28,516千円

平成31年度 21,543千円

平成32年度 21,543千円

４年間の総事業費 93,186千円

事業
目標 家庭・地域と学校が積極的に連携し，多様な教育活動を行います。

数値
目標

指標名

保護者や地域の人が学校
における教育活動に参加
している学校の割合

指標の説明

全国学力・学習状況調査の数
値

現状値

小学校 40％
中学校 60％

H27

目標値

小学校 70％
中学校 80％

H30

小学校 100％
中学校 100％

H32

中心事業② 事業名： 市立小・中学校校舎及び
屋内運動場の大規模改修の推進 関連する施策の展開…取組方針②

『国分寺市公共施設等総合管理計画』に
基づき老朽化した施設を計画的に改修し
ます。また改修に当たってはユニバーサ

ルデザインの視点から，すべての人が快適に使用
できる施設としていきます。

事業
内容

事業費
平成29年度 181,347千円

平成30年度 250,923千円

平成31年度 247,343千円

平成32年度 1,036,599千円

４年間の総事業費 1,716,212千円

事業
目標

老朽化した市立小・中学校の校舎及び屋内運動場の大規模改修を進
めます。

数値
目標

指標名

校舎又は屋内運動場の
大規模改修工事の件数

指標の説明

平成28年度以降実施する大
規模改修工事件数（校舎＋屋
内運動場）（累計）

現状値

０件

H28

目標値

２件

H30

６件

H32

実
行
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画
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中心事業③ 事業名： トイレ及びプールの改修の推進 関連する施策の展開…取組方針②

子どもたちが安全かつ快適な学校生活を
送れるよう，計画的な施設改修を行いま
す。特にトイレについては，衛生管理及

び子どもの健康の観点に加え，災害時の避難所と
しての役割も勘案し，改修を進めていきます。

事業
内容

事業費
平成29年度 260,032千円

平成30年度 5,530千円

平成31年度 171,487千円

平成32年度 210,851千円

４年間の総事業費 647,900千円

事業
目標

子どもたちが快適に使用できるよう，トイレ及びプールの改修を進
めます。

数値
目標

指標名

トイレ環境を改
善した学校数

指標の説明

市立小・中学校15校のうち，
老朽化したトイレの環境改善
を行った学校数（累計）

現状値

７校

H28

目標値

11校

H30

14校

H32

中心事業④ 事業名： 自校式による小学校給食の充実 関連する施策の展開…取組方針③

おいしく，安全・安心な小学校給食の充
実のために，栄養職員等による食育指導
の充実や，無添加食品の使用による手作

りの給食の提供を継続するとともに，アレルギー
食への対応の徹底や地場野菜の使用割合の拡充等
を推進します。

事業
内容

事業費
平成29年度 433,072千円

平成30年度 473,151千円

平成31年度 530,305千円

平成32年度 562,854千円

４年間の総事業費 1,999,382千円

事業
目標

自校式により小学校給食を運営し，安全・安心が確保された質の高
い学校給食を提供します。

数値
目標

指標名

小学校給食
残菜率

指標の説明

給食の残菜（食べ残し）/提供
した給食食材の総量

現状値

6.7％

H27

目標値

6.6％

H30

6.5％

H32

実
行
計
画
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目指す姿
誰もがいつでも学べる機会が充実し，学校や地域とともに健やか
で心豊かに活動することができています。

指標名 指標の説明 現状値 目標値

過去１年間で学びの
体験をしている市民
の割合

市民アンケートの数値

H28

81.3％

H30

82.3％

H32

83.3％

市民が学んだ成果を
地域でいかした
事業数

社会教育課，公民館課，図書館課が主催・
共催した事業数

H27

28事業

H30

31事業

H32

33事業

ま
ち
づ
く
り
の
指
標

　社会・経済環境の変化により，従来の地域のつな
がりが希薄になり，地域の中で育まれてきた学習力
や教育力の低下が懸念されています。地域の課題を
自らの問題としてとらえ，学習した成果を伝え広げ，
新しい学習につなげることが大切です。個人の知る
権利や学習の権利を保障し，学びの場として，社会
教育課や公民館・図書館が相互に補完しながら市民
の生涯学習を継続的に支援していくとともに，地域
で活躍する人材の育成を促進することが必要です。
　公民館では各館で地域の特性をいかした139の事業
（平成27年度実績）を実施し，市民が考えるきっかけ
にするとともに，子どもの「公民館学習室」や障害者

対象の「くぬぎ教室」等の事業の拡充を行いました。
また，公民館を拠点に地域団体・市民が協働して「地
域会議」を開催し，情報交換を行っています。
　図書館では年間957,912冊（平成27年度実績）の
貸出しがあり，多くの市民が利用しています。近年
子どもの活字離れが言われる中，『国分寺市子ども
読書活動推進計画』を策定し，子どもの読書環境の
整備を進めています。さらに，障害のある人も利用
できる新たなデジタル資料の収集・作成を行い，学
習の支援に努めています。
　また，市内の大学と連携し共催で「市民大学講座＊1」
を開催することで，地域での学びの場を提供しています。

施策をとりまく現状

主な課題

多様化する市民の学習ニーズに応えるために，学ぶ機会の提供が求められています。

市民の自主的な学びや活動の機会を保障するために，学びの支援が求められています。

地域力の向上を目指し，学校・地域と連携し市民の学びをいかす機会の創出が求められています。

市民の学びや活動を支援するために，学習する施設・設備の環境の整備が必要です。

8 社会教育
社会教育課

担 当 課 公民館課
図書館課

主担当課
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用語
解説

＊1	 市民大学講座／ �市民の学習環境の向上と学習欲求に応えることを目的として開催される，東京経済
大学と市の共催による公開講座。

施策の展開

・地域での学びや活動に参加します。
・地域課題解決に向けた自主的な学習活動に取り組みます。

学ぶ機会の提供取組方針①

　誰もがいつでも身近な場所で学び，必要な情報を入手できるように，公民館では，市民生活に即した教育や
学術・文化に関する事業を行います。また，図書館では，幅広い資料や情報の提供を行い，「知る」喜びや「学
ぶ」楽しみを，一人ひとりの市民が感じることができるように，学習機会の充実を目指します。

自主的な学びの支援取組方針②

　誰もがいつでも自主的に学び，活動し，ともに成長することができるように，公民館では，学習や活動の場
の提供を行い，自主的なグループ活動を支援します。また，図書館では，誰もが使いやすいウェブ環境の改善
を図り，ホームページにおける検索性の向上や情報提供の充実を目指します。市民の学習や活動を支援し，等
しく学習の機会のある創造性豊かな地域社会を目指します。

学校・地域との連携と学びをいかす機会の創出取組方針③

　地域社会の学習力・教育力の向上を目指し，学校や公民館・図書館と地域の市民団体などが連携し，協働事
業に取り組みます。また，市内に移転開館した東京都立多摩図書館とも連携を図り，学習環境の整備に努めま
す。学習ニーズの多様化に応え，地域での学習機会を創出する活動を支援するとともに，学習した成果を地域
に還元する循環型の学習環境の整備を進めます。自ら学び考え行動する，地域づくりを担う市民の主体的な学
習・活動を支え，地域コミュニティの活性化を目指します。

学習環境の整備取組方針④

　子どもから高齢者まで，誰もがいつでも自由に利用できる学習スペースを確保することや，多様な学習に対
応するための資料や情報提供，学習や活動で利用できる設備を整えることが求められています。市民一人ひと
りが，いつでもどこでも学び集い活動できるように，また地域社会における人と人とのつながりの拠点となり，
世代を超えたつながりの場となる施設として，公民館や図書館の学習環境を整備します。

関連する
個別計画

国分寺市教育ビジョン ［ 期間 ］ 平成27（2015）年度～平成31（2019）年度

国分寺市子ども読書活動推進計画 ［ 期間 ］ 平成30（2018）年度～平成36（2024）年度

計
画
名

本多公民館喫茶ほんだ共催事業
（ロビーコンサート）

実
行
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画
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用語
解説

＊1	 ポータルサイト／ �インターネット上の様々なサービスや情報を集約して簡単にアクセスできるようにまとめた，イ
ンターネットの玄関口となるWebサイト。

中心事業① 事業名： 公民館における学習機会の充実 関連する施策の展開…取組方針①

市民のニーズや社会情勢をかんがみ，教
育，歴史，平和，福祉，環境，文化・芸
術などをテーマとした各種公民館主催事

業を実施します。市民が自ら参加し，様々な学習
をする場を提供することで，幅広い年齢層の市民
が学習する環境を整備します。

事業
内容

事業費
平成29年度 15,694千円

平成30年度 13,728千円

平成31年度 16,998千円

平成32年度 16,998千円

４年間の総事業費 63,418千円

事業
目標

各種公民館主催事業を行い，公民館における学習機会の充実を進め
ていきます。

数値
目標

指標名

公民館主催事業
参加者数

指標の説明

公民館で主催する事業の参加
者数（延べ）

現状値

26,681人

H27

目標値

27,500人

H30

28,200人

H32

中心事業② 事業名： 図書館における情報収集の支援の推進 関連する施策の展開…取組方針②

図書館ホームページにテーマ別・年代別・
時代別・地域別など必要な情報を収集でき
る環境や自己解決型のポータルサイトを構

築するほか，障害者向け資料等についてもよりアク
セスしやすい環境を整備します。また，国分寺関連
の新聞記事の公開や行政資料のデジタル化により地
域情報・行政資料の積極的な発信等を行います。

事業
内容

事業費
平成29年度 0円

平成30年度 0円

平成31年度 703千円

平成32年度 3,053千円

４年間の総事業費 3,756千円

事業
目標

図書館ホームページのポータルサイト＊1を充実させ，情報収集の支
援を進めていきます。

数値
目標

指標名

図 書 館 ホ ー ム
ページアクセス数

指標の説明

―

現状値

604,365件

H27

目標値

750,000件

H30

850,000件

H32

実
行
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画
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＊2	 ICT ／ �Information and Communication Technologyの略で，情報処理及び情報通信などのコンピュータやネットワークに関連す
る諸分野における技術・産業・設備・サービスなどの総称。

中心事業③ 事業名： 相互学習の支援の推進 関連する施策の展開…取組方針③

市民の学習活動の成果や，学校の授業な
どで作られた作品を，広く地域に発表す
る場を公民館や図書館に設け，自らの学

習活動がより多くの人の目に触れる機会の充実を
図るとともに，社会教育を通じて地域の交流を進
めます。

事業
内容

事業費
平成29年度 300千円

平成30年度 300千円

平成31年度 350千円

平成32年度 350千円

４年間の総事業費 1,300千円

事業
目標

学習成果の展示や発表の場の確保により，相互学習を支援し，社会
教育を通じて地域の交流を進めていきます。

数値
目標

指標名

学習成果発表の
場の提供数

指標の説明

社会教育課・公民館課・図書館課が
実施する市民グループ等の学習・活
動の発表及び地域との交流事業数

現状値

15事業

H27

目標値

18事業

H30

20事業

H32

中心事業④ 事業名： ICTを活用した環境整備の推進 関連する施策の展開…取組方針④

公民館でのICTや映像を駆使した学習に
対応するために，視聴覚設備などの環境
の整備を進めます。図書館での情報収集

を効果的に行うために，利用者用インターネット
端末の設置や，ひかりプラザ・公民館・図書館内
への公衆無線LANの導入など，環境整備を図りま
す。

事業
内容

事業費
平成29年度 0円

平成30年度 0円

平成31年度 0円

平成32年度 9,610千円

４年間の総事業費 9,610千円

事業
目標

公衆無線LANの設置やデジタル映像の配信など，ICT＊2を活用した
設備を整え，市民の学習活動の環境整備を進めていきます。

数値
目標

指標名

ひかりプラザ・公民
館・図書館での公衆
無線LANアクセス件

指標の説明

―

現状値

―

目標値

―

H30

55,000件

H32

実
行
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目指す姿
文化財の調査・研究，保存と整備により，歴史遺産をいかした魅
力あるまちづくりが進んでいます。また，市民が様々な機会をと
らえ，文化財に触れ，親しみ，理解を深めています。

指標名 指標の説明 現状値 目標値

史跡武蔵国分寺跡を
訪れたことがある
市民の割合

市民アンケートの数値

H28

76％

H30

90％

H32

98％

歴史・文化財の保全
に対する満足度

市民アンケートの数値

H28

47.3%

H30

60％

H32

70％

ま
ち
づ
く
り
の
指
標

　本市は，国指定史跡である武蔵国分寺跡や東山道
武蔵路跡をはじめ，国指定名勝殿ヶ谷戸庭園，都指
定名勝真姿の池湧水群などに代表される様々な文化
財を抱え，歴史豊かなまちを形成しています。これ
ら貴重な歴史遺産を後世に引き継ぐことは非常に重
要です。
　市では，史跡の公有化事業を進めており，史跡指
定地全体の約80％の公有化が完了し（平成28年度
実績），歴史公園としての整備事業も『史跡武蔵国

分寺跡〔僧寺地区〕新整備基本計画』に基づき，順
次進めています。また，出土した瓦などの様々な文
化財を保管するとともに，武蔵国分寺跡資料館を中
心として公開・活用を図っています。
　歴史公園や文化財展示施設には，市内外を問わず
多くの方々が訪れています。テレビの撮影や雑誌等
の取材も多いため，国分寺の魅力の一つとして触
れ，親しみ，理解を深めてもらえるように，情報発
信を継続的に実施しています。

施策をとりまく現状

主な課題
子どもから大人まで，市民が国分寺の歴史や文化に触れる機会を拡充することが求められてい
ます。

市民による文化財の保護と普及に関するボランティア活動への支援が求められています。

文化財収蔵庫が飽和状態になりつつあることから，出土品等の文化財の再整理，保管環境の改
善が必要です。

武蔵国分寺跡を歴史公園として整備し，市民が国分寺の歴史に触れながら憩える場や歴史学習
の場とするとともに，新たに観光資源として活用していくことが求められています。

9 歴史
ふるさと文化財課主担当課
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用語
解説

＊1	 ICT ／ �Information and Communication Technologyの略で，情報処理及び情報通信などのコンピュー
タやネットワークに関連する諸分野における技術・産業・設備・サービスなどの総称。

施策の展開

・国分寺の歴史の魅力を市内外へ発信し，広めます。
・図書館などを利用し，地域の歴史について学びます。

文化財普及の推進取組方針①

　国分寺の歴史や文化財に市民が触れ，学び，理解することは，文化財愛護の気持ちを育み，「ふるさと　こく
ぶんじ」への思いとして地域に誇りと郷土愛を持つきっかけとなります。特に子どもの時期から文化財に触れ
ることで，我がまちを理解し，愛する心が育まれ，そして大人になって「ふるさと」として心に残ります。そ
のため，市民が国分寺の歴史や文化財に触れる機会を積極的に提供します。

ふるさと文化財愛護ボランティアの養成と活動支援取組方針②

　文化財の保護・普及に貢献したいという思いを持ち，「史跡ガイドボランティア」，「文化財普及ボランティア」
をはじめ，各ボランティア活動を行っている市民がいます。市としても，市民自らが文化財の保護と普及に関
するボランティア活動のできる環境を整備し，ボランティア活動を行う上で必要な知識，技術及び活動の機会
を提供することで，市民の活動を支援していきます。

文化財の保存・公開活用の推進取組方針③

　文化財を後世へ伝えるため大切に保存するとともに，多くの市民に公開し，地域の歴史を学び，理解するた
めの大切な財産として活用していきます。本市が現在保管・管理している文化財は膨大で，収蔵庫は飽和状態
にあることから，出土品等の文化財を再整理し，保管環境の改善を図っていきます。また，新たな保存・公開
の場の設置を視野に入れながら，これらの文化財の公開・活用を推進します。個人所有の文化財についても，
所有者の協力を得て保存と公開活用を進めます。

史跡の保存・整備・活用の推進取組方針④

　天武14（685）年頃に整備された東山道武蔵路跡や，天平13（741）年に聖武天皇の「国分寺建
こん

立
りゅう

の詔
みことのり

」に
より設置された全国でも最大級の面積を持つ武蔵国分寺跡を大切に保存する必要があります。引き続き，史跡
指定地の公有化及び歴史公園としての整備を進め，市民が史跡武蔵国分寺跡に触れながら憩える場や歴史学習
の場として活用していきます。また，ICT＊1の活用により，全国や海外からの来訪者に情報発信できるように周
辺環境の整備を進めます。

関連する
個別計画

国分寺市教育ビジョン ［ 期間 ］ 平成27（2015）年度～平成31（2019）年度

史跡武蔵国分寺跡〔僧寺地区〕新整備基本計画 ［ 期間 ］ 平成15（2003）年度～平成43（2031）年度

おたかの道湧水園内歴史的建造物保存活用計画 ［ 期間 ］ ―

計
画
名

実
行
計
画
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中心事業① 事業名： 学校教育としての文化財活用の推進 関連する施策の展開…取組方針①

史跡武蔵国分寺跡及びその周辺で市内の
小・中学校が実施する校外学習の受入れ
を行うとともに，学校に対し積極的に案

内を行います。また，市内で発掘された石器や土
器，瓦などの文化財を生きた教材として「総合学
習」や「社会科（歴史）」の授業へ貸し出します。
さらに，市の職員による出前授業を実施します。

事業
内容

事業費
平成29年度 0円

平成30年度 0円

平成31年度 0円

平成32年度 0円

４年間の総事業費 0円

事業
目標

小・中学生が文化財を直接見て，触れることにより，国分寺の歴史につい
て学び，ふるさと国分寺への誇りと郷土愛を持つきっかけをつくります。

数値
目標

指標名

史跡武蔵国分寺跡及び
その周辺で校外学習を
行う市内小・中学校数

指標の説明

市内の市立小・中学校15校，
私立小・中学校２校のうち，
校外学習を行った学校の数

現状値

12校

H27

目標値

17校

H30

17校

H32

中心事業② 事業名： ボランティア活動者数の拡大 関連する施策の展開…取組方針②

ボランティア活動の魅力の発信や，ボラ
ンティア養成講座の開催などにより，文
化財の保護や普及等の実践活動に自主的

に参加するボランティア活動者数の拡大を図りま
す。また，フォローアップ研修等を実施し，活動
場所を拡充します。

事業
内容

事業費
平成29年度 42千円

平成30年度 32千円

平成31年度 7千円

平成32年度 61千円

４年間の総事業費 142千円

事業
目標 ボランティアによる文化財普及活動を促進します。

数値
目標

指標名

ボランティアの
活動人数

指標の説明

史跡ガイド・普及・調査・発
掘ボランティアの活動人数
（延べ）

現状値

398人

H27

目標値

480人

H30

520人

H32

実
行
計
画
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中心事業③ 事業名： 出土した埋蔵文化財（出土品）の
公開活用，及び保存再整理の推進 関連する施策の展開…取組方針③

公民館，図書館などの公共施設において，
テーマを決めて，文化財等の出張展示を
行います。また，歴史的建造物である旧

本多家住宅長屋門について，展示施設としての公
開活用を進め，国分寺の歴史について学び，理解
を深める機会の充実を図ります。

事業
内容

事業費
平成29年度 83,694千円

平成30年度 22,889千円

平成31年度 31,645千円

平成32年度 23,116千円

４年間の総事業費 161,344千円

事業
目標

出土品等の文化財を身近な施設で展示することにより，市民が気軽
に文化財に触れられる環境を整え，文化財への理解を深めます。

数値
目標

指標名

文化財展示施設を中心
とした公開展示の充実

指標の説明

出張展示，企画展示等を実施
した施設数

現状値

11か所

H27

目標値

13か所

H30

15か所

H32

中心事業④ 事業名： 史跡武蔵国分寺跡保存整備事業（僧寺地区）の推進 関連する施策の展開…取組方針④

史跡指定地の公有化を進めます。また，
『史跡武蔵国分寺跡〔僧寺地区〕新整備
基本計画』に基づき，年次ごとに整備区

域を定め，事前の遺構調査の結果をもとに，歴史
公園としての保存・整備工事を行います。

事業
内容

事業費
平成29年度 514,025千円

平成30年度 432,065千円

平成31年度 336,936千円

平成32年度 253,879千円

４年間の総事業費 1,536,905千円

事業
目標

史跡指定地を，武蔵国分寺跡（僧寺跡）の往時の姿を体感でき，市民が憩え
る場，歴史学習できる場として整備し，観光資源としても活用していきます。

数値
目標

指標名

史跡武蔵国分寺跡
の整備完了面積

指標の説明

整備工事が完了した範囲の面
積

現状値

38,990ｍ2

H27

目標値

44,385ｍ2

H30

51,715ｍ2

H32

実
行
計
画
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目指す姿
基本的人権が保障され，誰もが性別，国籍等にかかわらず，個性と
能力を十分に発揮できています。また，平和に対する取組が市民に
広く理解され，平和への意識を持ち続けることができています。

指標名 指標の説明 現状値 目標値

人権関連行事の内容
に対する満足度

行事アンケートの数値

H28

93.9％

H30

95％

H32

100％

男女平等の推進に
対する満足度

市民アンケートの数値

H28

10.7%

H30

15％

H32

20％

ま
ち
づ
く
り
の
指
標

　男女共同参画社会基本法の制定から15年以上が
経った現在，社会経済情勢の変化に対応できる豊か
で活力ある社会の実現のため，女性活躍推進法が制
定され，女性の活躍に期待が寄せられています。ま
た，人権に関することでは，性的指向や性同一性障
害を理由とする偏見・差別による問題，犯罪被害者
とその家族が受ける財産的被害・精神的苦痛などの
二次被害の問題や，特定の民族や国籍の人々を排斥
する差別的言動（ヘイトスピーチ）の問題など，問
題は多様化・複雑化しています。平和に関すること
では，平成27（2015）年12月に国連総会で核兵器廃
絶決議案が採択されるなど，「核兵器のない世界」
の実現に向けた国際的機運が高まっています。

　本市では，毎年度，人権擁護委員と連携し，人権
のつどい，中学生人権作文，人権の花運動などの人
権啓発活動や，身近な人権相談の実施などにより，
一人ひとりの人権が尊重される環境づくりに取り組
んでいます。
　また，男女平等推進センターにおける啓発講座の
開催や情報誌の編集・発行や悩み相談などを通じ
て，男女平等推進及びDV防止に取り組んでいます。
　また，小・中学生（ピース・メッセンジャー）の
被爆地広島派遣・報告や市内在住被爆体験者の講
話，戦没者追悼のための平和祈念式などを通じて，
平和への意識維持・向上に取り組んでいます。

施策をとりまく現状

10 人権・男女平等・平和
人権平和課主担当課

主な課題
人権擁護委員の役割・活動がわかるように周知する必要があります。

性的指向の異なる人や性同一性障害者への差別と偏見をなくすための啓発が必要です。

犯罪被害者等の支援体制の充実が求められています。

誰もが家庭・職場・地域で活躍するためにワーク・ライフ・バランスの推進が必要です。

男女平等意識醸成・情報収集発信の拠点の充実が必要です。

DV防止・被害者支援のための相談体制の充実が求められています。

戦争体験を次世代に伝えていく取組が求められています。

実
行
計
画
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施策の展開

・お互いの人権を尊重し差別・偏見をなくします。
・あらゆる場面で，性別にかかわりなく協力し，責任を分かち合います。
・戦争の惨禍を忘れず，平和への意識を持ち続けます。

人権尊重の意識啓発取組方針①

　人権擁護委員と連携し，性的指向の異なる人や性同一性障害者への理解促進，ヘイトスピーチ解消の必要性
の啓発など，様々な人権課題を取り上げた人権啓発の行事や人権相談などを行うことで，人権が尊重される環
境をつくります。

犯罪被害者等の支援取組方針②

　犯罪の被害に遭われた方とその家族が日常生活や社会生活を円滑に営むことができるよう，相談に応じ，必
要な情報の提供，助言，手続補助，付添い，生活支援資金の貸付けあっせんなどの支援を関係機関と連携して
行います。また，支援の重要性について市民等の理解を深めるための啓発活動を行います。

男女平等の推進取組方針③

　男女平等社会の実現に向けて，意識啓発，学習機会の提供，情報収集・発信，団体活動支援などを行い，ワー
ク・ライフ・バランスの推進などの「男性中心型労働慣行の見直し」，女性の就業支援などの「女性の活躍の場
の拡大」，「男女平等意識の醸成」，「男女平等教育の充実」，「男女平等に関する広報・啓発活動」，「性別に起因
する暴力や人権侵害の根絶」に取り組んでいきます。

平和への意識啓発取組方針④

　戦争の惨禍を忘れず平和への意識を持ち続けられるように，国分寺市非核平和都市宣言の精神に基づき，平
和の灯をともし続け，小・中学生や市民団体の協力を得て平和関連行事を行い，平和をつくる市民意識を広く
醸成していきます。また，被爆体験や戦争体験を伝えていくことで，戦争の悲惨さと平和の大切さについての
意識を深めます。

関連する
個別計画

国分寺市男女平等推進行動計画 ［ 期間 ］ 平成29（2017）年度～平成36（2024）年度
計
画
名

ピースメッセンジャー（広島平和都市記念碑）

実
行
計
画
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中心事業① 事業名： 人権のつどい 関連する施策の展開…取組方針①

人権に関する様々な課題からテーマを設
定し，講演会を実施するとともに，中学
生人権作文の市長賞表彰式・受賞者本人

による朗読を行い，人権について考える機会をつ
くります。

事業
内容

事業費
平成29年度 57千円

平成30年度 38千円

平成31年度 51千円

平成32年度 220千円

４年間の総事業費 366千円

事業
目標

人権擁護委員の役割・活動を周知するとともに，人権についての理
解と認識を深めます。

数値
目標

指標名

人権のつどいの内
容に対する満足度

指標の説明

人権のつどい参加者アンケー
トの数値

現状値

90.9％

H28

目標値

95％

H30

100％

H32

中心事業② 事業名： 犯罪被害者等支援講座・講演会 関連する施策の展開…取組方針②

犯罪の被害に遭われた方やその家族が体
験談を伝えたり，犯罪被害者等への支援
を行う関係機関などが支援の実状を伝え

たりする講座・講演会を実施します。

事業
内容

事業費
平成29年度 37千円

平成30年度 2千円

平成31年度 46千円

平成32年度 47千円

４年間の総事業費 132千円

事業
目標

犯罪の被害に遭われた方やその家族への支援の重要性についての理
解を深めます。

数値
目標

指標名

講座・講演会
参加者数

指標の説明

―

現状値

35人

H27

目標値

38人

H30

40人

H32

実
行
計
画
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中心事業③ 事業名： 男女平等推進センター事業 関連する施策の展開…取組方針③

男女平等推進施策の拠点である男女平等
推進センターにおいて，情報の収集・提
供，情報誌の発行・配布，DV・悩み事

相談，男女平等社会実現に向けた活動団体の支援，
学習支援などを実施します。

事業
内容

事業費
平成29年度 1,999千円

平成30年度 1,838千円

平成31年度 2,255千円

平成32年度 2,262千円

４年間の総事業費 8,354千円

事業
目標

男女平等推進施策の拠点である男女平等推進センターの活用を促進
します。

数値
目標

指標名

講座・講演会，協
働事業参加者数

指標の説明

―

現状値

146人

H27

目標値

200人

H30

250人

H32

中心事業④ 事業名： 平和祈念式・平和祈念行事 関連する施策の展開…取組方針④

毎年８月15日の「戦没者を追悼し平和
を祈念する日」に，市役所に設置した「平
和の灯」の前で戦没者の追悼と平和を願

う平和祈念式を実施します。また，毎年８月に，
市民参加によりピース・メッセンジャー報告や合
唱団合唱などを行う平和祈念行事を実施します。

事業
内容

事業費
平成29年度 215千円

平成30年度 215千円

平成31年度 216千円

平成32年度 217千円

４年間の総事業費 863千円

事業
目標

平和祈念事業を通じ，幅広い世代が平和について考えるきっかけを
作ります。

数値
目標

指標名

平和祈念式・平和
祈念行事参加者数

指標の説明

参加者数（協力者含む）

現状値

590人

H28

目標値

620人

H30

640人

H32

実
行
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画
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目指す姿
市民とともに様々な手法を用いて国分寺の魅力を発掘・発信して
います。それにより，国分寺の認知度が向上し，市外から外国人
を含めた多くの人が訪れています。

指標名 指標の説明 現状値 目標値

国分寺の魅力の発信
に対する満足度

市民アンケートの数値

H28

22.3％

H30

30％

H32

35％

来訪者数 武蔵国分寺跡資料館（おたかの道湧水園）
の年間見学者数

H27

13,619人

H30

25,000人

H32

41,000人

ま
ち
づ
く
り
の
指
標

　本市には国分寺駅及び西国分寺駅からの徒歩圏内
に名水百選に選ばれているお鷹の道・真姿の池湧水
群や，全国で最大級の規模を誇った史跡武蔵国分寺
跡，名勝殿ヶ谷戸庭園などの観光資源が点在し，毎
年多くの観光客が訪れています。
　市では，国分寺の認知度を更に高めていくため，
平成27年度より，「日本の宇宙開発発祥の地　国分寺
市」を新たな国分寺の魅力として発掘・発信し，ペン
シルロケット等に関連する各種イベントを開催してい
ます。平成27年度には，ペンシルロケットレプリカを
ふるさと納税の返礼品としたことで，寄附額を大きく
伸ばすとともに，認知度向上につなげました。また，
本市ならではの商品として「国分寺ブランド」の認定
や市内の地場野菜を「国分寺三百年野菜こくベジ（以
下「こくベジ」という）」としてPRするなど，国分寺

の魅力の発信を積極的に行っています。
　一方，市民団体や商店会等の団体が主体となり，
年間を通して様々なイベントが開催されています。
特に，春の万葉花まつりや秋の国分寺まつり，ぶん
ぶんウォーク，ぶんザニアなどは新聞・雑誌等にも
取り上げられ，市内の主要なイベントとして認知度
が上がり，市内外から多くの参加を得てまちのにぎ
わいの創出につながっています。
　平成26（2014）年12月に都が公表した『東京都長期ビ
ジョン』では，東京を訪れる外国人旅行者数の目標が
平成30（2018）年には年間1,500万人，平成32（2020）年
には1,800万人に設定されました。市では平成27年度に

『国分寺市まち・ひと・しごと創生総合戦略』を策定し，
外国人を含めた来訪者を増やすため，様々な地域資源
を活用した観光振興・交流促進の取組を進めています。

施策をとりまく現状

主な課題
国分寺の魅力が市内外で十分に認知されているとは言えないため，様々な手法により認知度の
向上を図る必要があります。

市民・事業者等の興味・関心を引き出しながら，国分寺の新たな魅力の発掘・発信や既存の魅
力のブラッシュアップを進めていく必要があります。

外国人を含めた観光客がニーズに合った市内観光情報を入手できる環境整備が必要です。

11 国分寺の魅力
市政戦略室

文化振興課

主担当課

担 当 課
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施策の展開

・国分寺の魅力を発掘・発信します。
・国分寺の魅力を発信するイベント等に積極的に参加します。

様々な手法による国分寺の認知度向上取組方針①

　現在実施しているPRイベントのほかに，地域資源のPRにつながる取材を積極的に受け入れ，テレビや雑誌・
フリーペーパーなどの多様な媒体で国分寺の魅力を発信する機会を増加させます。また，SNSや観光マップなど，
様々な手法を活用して効果的な情報発信を行い，国分寺の認知度向上を目指します。

 協働による国分寺の魅力の発掘・発信取組方針②

　平成27年度はペンシルロケット発射60周年をきっかけとして「日本の宇宙開発発祥の地　国分寺市」を新た
な国分寺の魅力として発掘・発信し，認知度を高めることができました。今後も新たな国分寺の魅力の発掘・
発信，発掘した魅力のブラッシュアップに積極的に取り組んでいきます。魅力の発掘・発信に当たっては，市民・
事業者等の興味・関心を引き出し，市民協働・公民協働による効果的な推進を目指します。

観光客に優しい環境の整備取組方針③

　国分寺を訪れた観光客が，迷うことなく目的地へ到着できるよう，観光案内拠点や観光案内板，公衆無線
LANの環境整備を行います。整備に当たっては，情報の多言語化を行い，外国人旅行者にも配慮します。また，
国分寺駅又は西国分寺駅から気軽に観光スポットを周遊できる利便性の高さをいかし，散策目的の来訪者だけ
でなく，買い物目的等の来訪者に対しても，駅周辺の商業者等と連携して観光情報の提供を行います。

関連する
個別計画

国分寺市都市計画マスタープラン ［ 期間 ］ 平成27（2015）年度～おおむね20年後

史跡武蔵国分寺跡周辺地区まちづくり計画 ［ 期間 ］ ―

国分寺駅北口再開発ビル公益フロア基本計画 ［ 期間 ］ ―

国分寺市まち・ひと・しごと創生総合戦略 ［ 期間 ］ 平成27（2015）年度～平成31（2019）年度

計
画
名

小惑星Kokubunji誕生２周年記念イベント

実
行
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中心事業① 事業名： 国分寺の魅力発信につながる撮影・取材の誘致推進事業 関連する施策の展開…取組方針①

国分寺の魅力の発信につながる撮影や取
材を増やすため，史跡や自然，散策路な
ど国分寺の魅力が伝わる写真や映像を制

作会社に発信し，ロケの積極的な誘致を図りま
す。また，市内で行われたロケに関する情報は
フェイスブックやツイッターを活用して市内外に
発信します。

事業
内容

事業費
平成29年度 0円

平成30年度 0円

平成31年度 0円

平成32年度 4,483千円

４年間の総事業費 4,483千円

事業
目標

国分寺の魅力がテレビや雑誌等で取り上げられることを通じて，国
分寺の認知度向上を図ります。

数値
目標

指標名

ロケ関係情報の
発信件数

指標の説明

フェイスブック及びツイッ
ターを活用してロケに関する
情報を発信した件数

現状値

13件

H27

目標値

50件

H30

70件

H32

中心事業② 事業名：「国分寺×宇宙」推進事業 関連する施策の展開…取組方針②

次の節目である「ペンシルロケット発射
70周年」に向けて，ペンシルロケット
に関する企画展や星空観望会等の事業を

市民等の参加を得ながら実施します。また，国分
寺駅北口再開発事業の完了により市外からの来訪
者が増える機会を逃さずに，特別展示等を実施し，
一層認知度を高めます。

事業
内容

事業費
平成29年度 0円

平成30年度 1,868千円

平成31年度 2,129千円

平成32年度 2,129千円

４年間の総事業費 6,126千円

事業
目標 「日本の宇宙開発発祥の地　国分寺市」の魅力の定着を図ります。

数値
目標

指標名

国分寺×宇宙ツイッ
ターフォロワー件数

指標の説明

国分寺×宇宙ツイッターフォ
ロワー件数

現状値

290件

H28

目標値

750件

H30

1,200件

H32
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中心事業④ 事業名： 観光案内板設置事業 関連する施策の展開…取組方針③

観光客の利便性を高めるため，観光ス
ポットへの方向や現在地からの距離等を
多言語で表示した観光案内看板をクラウ

ドファンディングにより設置します。平成29年
度中の設置を目指し，設置後は維持管理を行いま
す。

事業
内容

事業費
平成29年度 3,614千円

平成30年度 0円

平成31年度 0円

平成32年度 0円

４年間の総事業費 3,614千円

事業
目標

初めて国分寺を訪れた人でも，史跡武蔵国分寺跡などの観光スポッ
トに迷わず辿り着けるようにします。

数値
目標

指標名

観光案内板の
設置数

指標の説明

クラウドファンディングを活
用した観光案内板の設置数
（延べ数）

現状値

―

目標値

20基

H30

20基

H32

中心事業③ 事業名： 国分寺の魅力情報共有推進事業 関連する施策の展開…取組方針②

民間団体主催の企画を含め，市内で実施さ
れるイベント情報など，国分寺の認知度向
上につながる情報を集約する特設サイトを

開設します。これにより，イベント告知のみならずサ
イトを通じた参加者交流・異業種交流等を進めてい
きます。また，国分寺駅北口再開発ビルに新しく設
けられる公益フロアで情報発信を積極的に行います。

事業
内容

事業費
平成29年度 0円

平成30年度 0円

平成31年度 0円

平成32年度 2,160千円

４年間の総事業費 2,160千円

事業
目標

国分寺の認知度向上につながる情報を市内外の団体等と共有し，と
もに効果的な発信を行います。

数値
目標

指標名

特設サイトの
開設

指標の説明

特設サイトの新規開設（延べ
数）

現状値

―

目標値

1件

H30

1件

H32
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目指す姿
誰もが気軽にあいさつや話合いができ，互いに支え合い，助け合
い，また問題があれば自発的に解決する地域が築かれています。

指標名 指標の説明 現状値 目標値

地域福祉の推進に
対する満足度

市民アンケートの数値

H28

16.4％

H30

17％

H32

18％

過去１年間に地域
活動に参加している
市民の割合

市民アンケートの数値

H28

54.6%

H30

57％

H32

60％

ま
ち
づ
く
り
の
指
標

　少子高齢・人口減少社会の進行，景気動向の不透
明や人間関係の希薄化などを背景として，近年，
様々な社会問題が発生しています。複雑・多様化す
る社会問題に対応するには，行政による福祉サービ
スの充実に加え，行政・市民・事業者等が協働し，
公的なサービスと市民の自発的な福祉活動とを連結
して機能させることが必要です。
　また，市民一人ひとりが，地域生活の中で「人と
人とのつながりを持つ方が幸せに暮らせる」という
価値観を共有し，ふだんから地域でのつながりを持
つことが必要です。
　本市で『国分寺市地域福祉計画』を策定するに当た

り，平成25年度に実施したアンケートでは，53.6％の市
民が，日常生活の問題を市民と行政とが力を出し合っ
て解決したいと回答しており，行政・市民・事業者等
の連携の必要性に対する市民の認識は高まっています。
　そのため，地域の活性化に向け，地域による自発
的な取組の拡大が求められています。自治会・町内
会，民生委員・児童委員協議会，老人クラブ連合会，
社会福祉協議会，市民活動団体など，地域づくりの
核となる団体活動を支援するとともに，各団体間の
連絡調整を通じて，関係団体間や他団体との新たな
連携を生み出すきっかけづくりの場を創出していく
ことが必要です。

施策をとりまく現状

主な課題
市民や地域の市民活動団体などは，独自に多様な活動をしており，これらをつなげるための様々
な仕組み，きっかけづくりが必要です。

市民活動の担い手の高齢化や固定化が進んでいる中で，誰もが気軽に地域活動に参加できる機
会の創出を支援する必要があります。

地域づくりの主体である自治会・町内会や市民活動団体の活動は活性化が求められており，そ
の活動を支援する必要があります。

地域づくりの担い手はまだまだ不足しており，その担い手を地域の中から育成・養成する必要
があります。

地域づくりの一翼を担う社会福祉協議会と連携し，地域のボランティア活動を推進する必要が
あります。

12 地域づくり
協働コミュニティ課

担 当 課 地域共生推進課

主担当課

実
行
計
画
　 

地
域
振
興

III

78

国分寺市総合ビジョン   Kokubunji City



施策の展開

・�あいさつを慣行し，地域の行事に参加するなど，近所の人たちとの顔
の見える人間関係をつくります。
・互いに支え合い，困っている人がいれば手を差しのべます。
・�ボランティア活動に参加するなど，地域にある様々な市民活動団体等
と連携して地域づくりに関わります。

地域の様々な社会資源の連携の促進取組方針①

　自治会・町内会，ボランティア活動を行う団体，ＮＰＯ等の市民活動団体は，コミュニティづくり，福祉，
教育，環境，まちづくりなど，その専門性や柔軟性をいかした活動を行っています。活動の目的や取組は違っ
ても，住みやすい地域づくりや地域での支え合いを担っている点では共通しており，このような地域の様々な
社会資源をつなげ，地域の課題解決に結びつけます。

多様な世代による市民活動の活性化取組方針②

　市民活動の担い手の高齢化や固定化を解消し，市民活動を更に活性化するため，様々な世代が市民活動に関
わる仕組みづくりや，施設・設備面の充実に向けた改善を図っていきます。また，異なる世代間の交流や相互
の連携を進めます。

地域づくりを担う人材の育成・養成取組方針③

　身近な地域の中で誰もが地域の担い手となり得ることを再認識し，自然にボランティア活動へ参加したり，
ちょっとした手助けを日ごろから相互に行ったりできるよう，啓発活動を実施し，新たな市民活動の場の創出
を支援します。

関連する
個別計画

国分寺市地域福祉計画 ［ 期間 ］ 平成27（2015）年度～平成36（2024）年度

国分寺市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画 ［ 期間 ］ 平成30（2018）年度～平成32（2020）年度

国分寺市障害者計画 ［ 期間 ］ 平成27（2015）年度～平成32（2020）年度

国分寺市障害福祉計画・国分寺市障害児福祉計画 ［ 期間 ］ 平成30（2018）年度～平成32（2020）年度

国分寺市子育て・子育ちいきいき計画 ［ 期間 ］ 平成27（2015）年度～平成31（2019）年度

国分寺市健康増進計画 ［ 期間 ］ 平成27（2015）年度～平成36（2024）年度

計
画
名

地域福祉推進協議会
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中心事業① 事業名： 地域福祉推進協議会の開催 関連する施策の展開…取組方針①

地域への関心を深めること，団体間の連
携を強化することなど，『国分寺市地域
福祉計画』に位置付けられている市民，

地域・団体の役割を果たすため，地域福祉推進協
議会を設置します。委員は，自ら，又は所属する
団体等において自らができる地域福祉活動を考
え，活動し，地域福祉の推進に努めます。

事業
内容

事業費
平成29年度 43千円

平成30年度 50千円

平成31年度 145千円

平成32年度 145千円

４年間の総事業費 383千円

事業
目標

地域で活動している市民や団体等が互いに理解し，つながりが持て
る環境を整備します。

数値
目標

指標名

地域福祉推進協議
会への参加者数

指標の説明

委員の委嘱者数

現状値

59人

H28

目標値

70人

H30

80人

H32

中心事業② 事業名： 地域イベント支援事業 関連する施策の展開…取組方針②

地域における市民活動団体，自治会・町
内会や地域センター利用団体等が連携し
て開催するまつり，講演会，講座等の地

域イベントを支援し，市民活動団体相互の信頼関
係の構築や連携強化を図ります。また，活動及び
イベントで市民が集う施設の整備を進めて行きま
す。

事業
内容

事業費
平成29年度 8,958千円

平成30年度 4,596千円

平成31年度 2,804千円

平成32年度 6,384千円

４年間の総事業費 22,742千円

事業
目標

地域で開催される交流イベントを支援し，団体間の連携を図り，地
域の活性化を目指します。

数値
目標

指標名

市民活動団体等交
流イベント支援数

指標の説明

支援したイベントの数

現状値

9件

H27

目標値

12件

H30

14件

H32
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中心事業④ 事業名： ボランティア活動推進事業 関連する施策の展開…取組方針③

地域住民のボランティアによる協力を得
て，ひとり暮らし高齢者等と地域住民と
のふれあいを深めるための茶話会や会食

を開催します。これにより，地域高齢者の孤立防
止と社会参加を促すとともに，ともに支え合う住
民主体のまちづくりを推進します。

事業
内容

事業費
平成29年度 1,000千円

平成30年度 1,000千円

平成31年度 1,000千円

平成32年度 1,000千円

４年間の総事業費 4,000千円

事業
目標

ひとり暮らし高齢者等を地域で支えるとともに，社会福祉協議会と
連携し，ボランティア活動の機会をつくります。

数値
目標

指標名

ひとり暮らし高齢者等
地域交流事業へのボ
ランティア参加者数

指標の説明

地域住民ボラアンティアの参
加者数

現状値

717人

H27

目標値

750人

H30

780人

H32

中心事業③ 事業名： 自治会・町内会支援事業 関連する施策の展開…取組方針②

自治会・町内会等が所有する施設等への
支援を行い，自治会・町内会等の行事等
の把握や周知に努めることや，連絡会や

講演等を通して，多世代の市民が自治会・町内会
等の市民活動に加わるきっかけづくりを行い，活
性化につなげていきます。

事業
内容

事業費
平成29年度 527千円

平成30年度 946千円

平成31年度 1,532千円

平成32年度 1,562千円

４年間の総事業費 4,567千円

事業
目標

多様な世代の市民が自治会・町内会等の市民活動に参加し，市民活
動が活性化することを目指します。

数値
目標

指標名

自治会・町内会
参加数

指標の説明

自治会・町内会加入世帯数

現状値

22,720世帯

H27

目標値

22,760世帯

H30

22,800世帯

H32
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目指す姿
在住外国人の生活に必要な情報が周知され，安心して暮らせる環
境が整っています。また，国際交流や都市間交流が進み，市民の
中に多様な文化を尊重し，「共生」の意識が育まれています。

指標名 指標の説明 現状値 目標値

多文化共生事業への
参加者数

日本語教室や国際交流・国際理解事業へ
の参加者数（延べ）

H27

4,862人

H30

5,000人

H32

5,500人

姉妹都市＊1に関する
認知度・参加度

市民アンケートの数値（姉妹都市を知っ
ており，イベント参加や産品購入等をし
たことがある市民の割合）

H28

20.8％

H30

24％

H32

27％

ま
ち
づ
く
り
の
指
標

［外国人支援・国際交流］
　日本で暮らす外国人の数は，平成28（2016）年６月時点
で230万人を超え，人口の約1.8％を占めています。本市
においても，住民登録のある外国人数は，平成28（2016）
年７月時点で1,880人と，20年前のおおよそ倍の人数に
まで増加し，市人口の約1.6％を占めるに至っています。
　インバウンド＊2の推進や東京2020オリンピック・パ
ラリンピック競技大会の開催により，今後も日本を訪
れる外国人が増加し，在住外国人の数も増加するもの
と考えられます。このため，様々な国籍や民族の方が
それぞれの文化を尊重し合い，地域の一員としてとも
に暮らすことができるよう，取組を進めるとともに，

外国人来訪者の利便性を向上させる必要があります。
［都市間交流］
　災害発生後の被災地と友好関係にある都市からの
献身的な支援は，復旧に向けた活動の大きな支えと
なっています。本市においては，国内，国際姉妹都
市関係を締結している佐渡市，マリオン市（オース
トラリア）との間だけでなく，防災協定締結都市と
の間でも，様々な機会をとらえ，文化交流や教育交
流，物産交流を図っています。今後も多様な主体に
よる交流が行われるよう，姉妹都市や友好都市＊3と
の人と人とのつながりを深めることで都市間の相互
理解と連携強化を進める必要があります。

施策をとりまく現状

主な課題
在住外国人が安心して地域で暮らせるように多言語での情報提供や生活支援，教育支援が必要
です。

外国人来訪者の利便性を高め，国分寺の魅力を知ってもらえるような環境を整えることが必要
です。

市民の豊かな国際感覚を育むため，国際理解・国際交流の促進が求められます。

市民が多様な文化に触れる機会を増やせるよう，姉妹都市，友好都市との交流，連携を深め，災害
時の対応も含め相互に課題を補完し合うパートナーとしての協力関係を構築することが必要です。

13 多文化共生
人権平和課

担 当 課 市政戦略室

主担当課
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用語
解説

＊1	 姉妹都市／ �文化交流や親善等をはじめ多岐にわたって交流を行う都市。国分寺市では新潟県佐渡市と
オーストラリアのマリオン市と盟約書を交換している。

＊2	 インバウンド／ �海外から日本を訪れる外国人観光客，または日本への外国人観光客を誘致すること。

＊3	 友好都市／ �文化やスポーツなど特定の分野での交流を目的とした都市。姉妹都市の前段階として，協
定に基づき相互の連携を進めている。

施策の展開

・�民間団体は，それぞれが持つ専門性をいかして，きめ細かい外国人支援を
行います。
・�文化の違いを尊重し，日本人と外国人がともに支え合う地域社会を築きます。
・姉妹都市等との交流に参加し，多様な文化に触れ，相互理解を深めます。

多言語での情報提供や在住外国人の生活・教育への支援取組方針①

　在住外国人が増加している状況を踏まえ，外国人の方が地域で生活するために必要な情報を容易に得られる
よう，また生涯のどのステージにおいても安心して地域の一員として暮らすことができるよう情報の多言語化
（在住外国人数の多い言語ややさしい日本語によるもの）や，生活や教育などにかかるサポートを行います。

来訪する外国人への対応取組方針②

　外国人来訪者が安心して市内での観光を楽しみ，国分寺の魅力を知ることができるよう，案内表示や観光パ
ンフレットなどの多言語化を進めます。また，外国人に対応できるボランティアの育成を行います。

国際理解・国際交流の推進取組方針③

　より多くの市民が，多様性を尊重する意識・態度や，豊かな国際感覚を身に付け，地域の誰もが国籍等を問
わず安心して暮らせるよう，国際理解・国際交流イベントや講座など，多様な文化に触れる機会を提供します。

姉妹都市等との交流の強化取組方針④

　東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会の開催に向け，国際交流の機運が高まることを契機として，
国際姉妹都市であるマリオン市（オーストラリア）との交流や連携について，市民主体の交流や学校間での交
流を図るなど，これまで以上に多様なものとしていきます。
　佐渡市との交流では，両市の協力や連携を更に進め，相互理解を図ることで継続的に信頼関係を構築します。
また，姉妹都市に限らず，防災協定締結都市など，特定の分野での交流を契機として新たな都市間の関係を構
築します。

関連する
個別計画

国分寺市教育ビジョン ［ 期間 ］ 平成27（2015）年度～平成31（2019）年度
計
画
名 実
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中心事業① 事業名： 外国人相談窓口事業 関連する施策の展開…取組方針①

外国人生活相談窓口の周知を図ります。
必要に応じて，通訳ボランティアや児童
支援サポーター等を派遣するなど，市役

所内の関係部署や市内の団体等と連携し，外国人
が地域で安心して暮らせるよう，生活や教育など
にかかるサポートを行います。

事業
内容

事業費
平成29年度 5,325千円

平成30年度 5,325千円

平成31年度 5,325千円

平成32年度 5,325千円

４年間の総事業費 21,300千円

事業
目標

外国人が地域で生活する上で，わからないことや困ったことがある場合に，
身近に相談できる場を提供し，安心して暮らせる環境づくりを進めます。

数値
目標

指標名

外国人相談窓口
対応件数

指標の説明

―

現状値

119件

H27

目標値

130件

H30

150件

H32

中心事業② 事業名： 外国人来訪者への対応事業 関連する施策の展開…取組方針②

平成32（2020）年の東京2020オリンピッ
ク・パラリンピック競技大会に向けて機
運の醸成に取り組み，市民が外国語やボ

ランティアの心構えを学ぶ機会を提供します。都
との共催による「外国人おもてなし語学ボラン
ティア育成講座」などを活用し，外国人観光客に
も対応できるボランティアを育成します。

事業
内容

事業費
平成29年度 0円

平成30年度 0円

平成31年度 0円

平成32年度 0円

４年間の総事業費 0円

事業
目標

来訪する外国人が市内を安心して観光でき，国分寺の魅力を知るこ
とができる環境を整えます。

数値
目標

指標名

ボランティア
育成

指標の説明

語学ボランティア講座等の受
講者数（延べ）

現状値

24人

H27

目標値

60人

H30

100人

H32

実
行
計
画
　 

地
域
振
興

III

84

国分寺市総合ビジョン   Kokubunji City 13　多文化共生

目指す姿実現のための中心事業



中心事業④ 事業名： 姉妹都市等交流事業 関連する施策の展開…取組方針④

市内で開催するイベントに姉妹都市等関
連の企画を積極的に取り入れ，周知を
図っていきます。また，市民や学校間等

の国際姉妹都市交流に協力し，認知度を高めてい
きます。

事業
内容

事業費
平成29年度 443千円

平成30年度 569千円

平成31年度 654千円

平成32年度 843千円

４年間の総事業費 2,509千円

事業
目標

より多くの市民が姉妹都市等を知り，姉妹都市等との交流に参加で
きるように取り組みます。

数値
目標

指標名

姉妹都市・友好
都市関連の事業

指標の説明

―

現状値

11事業

H28

目標値

13事業

H30

15事業

H32

中心事業③ 事業名： 国際化推進施策事業 関連する施策の展開…取組方針③

市内で行われる国際理解・国際交流に関
わるイベントや講座の開催に協力し，市
内での国際交流において中心的な役割を

担っている国分寺市国際協会への支援を行います。

事業
内容

事業費
平成29年度 230千円

平成30年度 230千円

平成31年度 230千円

平成32年度 230千円

４年間の総事業費 920千円

事業
目標

日本人と外国人が地域での生活をともに楽しみ，お互いを理解する機会を提
供し，市民の多様性を尊重する意識や態度，豊かな国際感覚を醸成します。

数値
目標

指標名

国際理解・国際交流に関わ
るイベントや講座の参加者数

指標の説明

市内で行われる国際交流イベ
ントや国際理解講座等の参加
者数

現状値

1,745人

H27

目標値

2,000人

H30

2,200人

H32
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目指す姿
個性豊かで魅力ある商店・商店街によりにぎわいが創出されると
ともに，創業しやすい環境の整備，雇用情報の拡充が図られるこ
とで商工業が活性化しています。

指標名 指標の説明 現状値 目標値

商工の振興・創業の
支援に対する満足度

市民アンケートの数値

H28

12.1％

H30

14％

H32

16％

商店会の会員数 商店会連合会による情報提供

H28

725店
（事業所）

H30

750店
（事業所）

H32

770店
（事業所）

ま
ち
づ
く
り
の
指
標

　経済再生・デフレ脱却に向けた経済財政政策の推
進により，雇用や所得環境が改善し，経済状況は緩
やかな回復基調が続いているものの，個人消費は力
強さを欠いた状態にあります。
　本市の商業は，経営者の高齢化やそれに伴う後継
者問題，消費者の購買行動の変化などの影響を受け，
商店数や販売額は減少傾向にあり，依然として厳し
い状況にあります。このような状況を解消するため，
商店街のにぎわいの創出や一店逸品事業＊1による商
店街の魅力の向上に取り組んでいます。さらに，今
後は，農業者や商業者などが協働して関わりその取
組が広がりつつある「こくベジ」をはじめ，商工業
と農業・観光などとの連携を一層強化し，相互作用
を進展させる施策を実施することで，産業の活性化

を図っていくことが必要となります。
　また，産業競争力強化法の制定・施行により，
「産業の新陳代謝」を加速するためのベンチャー企業
や創業・起業の促進に向けた措置が講じられています。
　本市においても，平成27（2015）年に産業競争
力強化法に基づき策定した『創業支援事業計画』が
国より認定を受けたことを踏まえ，地域の活性化や
新たな事業の創出に向け，創業塾＊2や個別相談，セ
ミナーなどを実施しています。
　雇用情報の拡充については，『国分寺市就労支援プラ
ン』に基づき，求人情報，セミナー・面接会情報等の就
労支援情報の提供や，様々な関係機関との連携を進め
てきましたが，就労支援機関である東京しごとセンター
多摩の立川市への移転後を見据えた対応が必要です。

施策をとりまく現状

主な課題
地域産業の次世代を担う人材の育成が課題となっており，創業を支援する取組を強化する必要
があります。

広域的なにぎわいを創出するため，商店会同士の連携・体制強化を支援する必要があります。

中小企業の事業育成や振興，事業継承等の問題があり，経営の強化や持続的な安定化につなが
る支援を行う必要があります。

現在，市内にある東京しごとセンター多摩の立川市への移転が予定されているなど，市民の就労支援情報取得等に関し利便性の
低下が懸念されています。各就労支援関係機関の特性に応じた連携を検討しながら，就労支援の取組を強化する必要があります。

14 商工振興・創業
経済課主担当課
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用語
解説

＊1	 一店逸品事業／ �国分寺市商工会と連携して実施する，こだわりの商品や名店のサービスを市内外に
PRし，商店へ足を運ぶきっかけをつくる事業。

＊2	 創業塾／ �創業予定者や創業間もない方を対象とする，経営・財務・人材育成・販路開拓の知識を習得
できる講座。

＊3	 小口事業資金融資あっせん制度／ �中小企業者の事業育成と振興を図るため，事業運営に必要とな
る資金を有利な条件で利用できる融資制度。

施策の展開

・商店街等のイベントに参加・協力します。
・魅力ある商店・商品についての情報を発信します。

創業の支援取組方針①

　平成27（2015）年に産業競争力強化法に基づく『創業支援事業計画』を策定したことを踏まえ，創業支援の
取組を一層推進するとともに，次世代を担う人材の育成や新事業の創出を促進することにより，地域の活性化
を目指します。

 商店街の活性化取組方針②

　商店会などが行うイベント・販売促進事業等の支援や市内のこだわりのある店・商品を広くPRし，来街者の
増加を促すとともに，組織力強化に向けた支援を行うことで，商店街のにぎわいの創出や活性化を図ります。

中小企業の育成・支援の充実取組方針③

　中小企業の経営の安定化や事業の育成・振興を推進するため，小口事業資金融資あっせん制度＊3を充実させる
とともに，関係機関と連携して経営相談や情報提供等を行うことにより，中小企業の経営環境の充実を図ります。

就労の支援取組方針④

　東京しごとセンター多摩やハローワーク立川などの各就労支援機関の特性に応じた連携の在り方を検討し，
駅周辺公共施設に雇用情報提供拠点を設置するなど，より利便性に配慮した雇用情報の提供を進め，市民の就
労を支援する取組を推進します。

関連する
個別計画

国分寺市地域産業活性化プラン ［ 期間 ］ 平成29（2017）年度～平成38（2026）年度

創業支援等事業計画 ［ 期間 ］ 平成27（2015）年度～平成32（2020）年度

国分寺市就労支援プラン ［ 期間 ］ 平成27（2015）年度～平成31（2019）年度

計
画
名

国分寺駅南口商店街
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中心事業① 事業名： 創業セミナー・個別相談等実施事 関連する施策の展開…取組方針①

創業予定者や創業間もない方を対象とし
た創業塾や個別相談，セミナーなどを関
係機関と連携して実施します。また，市

内産業の状況を把握し，市の現状に即した効率的
効果的なメニューの充実を図っていきます。

事業
内容

事業費
平成29年度 1,172千円

平成30年度 1,278千円

平成31年度 1,467千円

平成32年度 1,467千円

４年間の総事業費 5,384千円

事業
目標

市内での創業者数を増加させることにより，まちのにぎわいの創出
や魅力の発信，地域の活性化を促進します。

数値
目標

指標名

創業支援等事業計画
に基づく創業者数

指標の説明

創業支援等事業計画に基づく
支援を受けた創業者の数

現状値

6人

H27

目標値

31人

H30

31人

H32

中心事業② 事業名： 魅力ある個店表彰事業 関連する施策の展開…取組方針②

国分寺らしさや魅力ある商品・サービス
を提供する個店を店舗デザインや商品
力，接客などの視点から審査，表彰し，

リーフレットや市報，ホームページ等により市内
外に積極的にPRします。

事業
内容

事業費
平成29年度 0円

平成30年度 1,200千円

平成31年度 1,200千円

平成32年度 1,200千円

４年間の総事業費 3,600千円

事業
目標

魅力ある個店を表彰し，市内外にPRすることにより，商店街へ足を
運ぶきっかけをつくり，商店街全体のにぎわいを創出します。

数値
目標

指標名

受賞個店数

指標の説明

グランプリを受賞した個店の
数（累計）

現状値

―

目標値

2店

H30

6店

H32
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中心事業④ 事業名： 就労支援情報提供拠点設置事業 関連する施策の展開…取組方針④

就労支援情報の提供拠点として，新たに
駅周辺公共施設に求人情報閲覧端末を設
置します。これにより，雇用情報をより

利便性の高い場所で提供していきます。

事業
内容

事業費
平成29年度 0円

平成30年度 0円

平成31年度 0円

平成32年度 0円

４年間の総事業費 0円

事業
目標

就労や就労の支援に関する情報の提供場所を増やすことで，雇用情
報の拡充を目指します。

数値
目標

指標名

就労支援情報提
供拠点設置数

指標の説明

就労支援情報提供拠点設置数
（累計）

現状値

―

目標値

1か所

H30

1か所

H32

中心事業③ 事業名： 小口事業資金融資あっせん事業 関連する施策の展開…取組方針③

中小企業の事業育成と振興を図るため，
事業運営に必要となる資金の融資あっせ
んを行います。また，利用者の利便性の

向上等につなげるため，制度内容の充実を図って
いきます。

事業
内容

事業費
平成29年度 11,956千円

平成30年度 11,691千円

平成31年度 12,715千円

平成32年度 12,715千円

４年間の総事業費 49,077千円

事業
目標

地域経済を支えている中小企業の経営基盤の強化や安定化を図り，
健全な経営活動を促進します。

数値
目標

指標名

融資件数

指標の説明

融資が行われた件数

現状値

97件

H27

目標値

100件

H30

100件

H32

実
行
計
画
　 

地
域
振
興
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目指す姿
身近に消費者がいる都市農業の強みをいかして，地域に根ざした
農業生産と消費のサイクルを推進することにより，市内農業者の
農業経営を強化・安定化し，国分寺の農業が活性化しています。

指標名 指標の説明 現状値 目標値

農業の振興に対する
満足度

市民アンケートの数値

H28

27.3％

H30

29％

H32

31％

認定農業者数 見込者数を含む（累計）

H28

94人

H30

97人

H32

100人

ま
ち
づ
く
り
の
指
標

　都市農業の安定的な継続等を目的とした都市農業
振興基本法が平成27（2015）年に制定され，同法
に即した国の『都市農業振興基本計画』が平成28
（2016）年に策定されたことから，今後，都市農
業の振興に必要な制度の構築が進む見込みです。
　都市農地は地価の水準が高いため，税の負担が農
業経営の継続の大きな支障となっています。また，
生産環境の悪化，農業者の高齢化，後継者不足など
の問題から，農家戸数や農地面積は減少傾向にあり，
市内農業を取り巻く環境は厳しい状況にあります。
　これまで本市では，市民農業大学＊1で毎年援農ボラ

ンティア＊2を養成し，新たな活動者を市内の受入農家
へ紹介してきました。援農ボランティアは一時減少傾
向にありましたが，近年は新たな取組を行うことでそ
の数を増やしています。また，各農業経営体の経営改
善の支援に取り組み，国分寺の農業をリードする存在
である認定農業者＊3もその数を増やしています。
　このほか，農業振興の一環として，平成28年度
から国分寺ならではの農産物である在来品種の赤
米＊4の生産と活用に向けた取組を始め，市民にも広
まりつつあります。

施策をとりまく現状

主な課題

個々の農業経営の強化・安定化を図る支援を行う必要があります。

JA東京むさしとの連携強化や農業生産団体等の取組を支援する必要があります。

国分寺駅北口の再開発地域等の人通りが多い場所で市内産農畜産物の売り場を確保する必要が
あります。

地場野菜などの流通・販売の展開について研究し，その担い手の取組を支援する必要がありま
す。また，農業と商工業，観光などが連携強化して産業振興に取り組む必要があります。

15 農業振興
経済課

担 当 課 市政戦略室

主担当課

実
行
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画
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用語
解説

＊1	 市民農業大学／ �市が市民を対象に実施している事業。農業者の指導のもと，野菜づくりや植木・鉢
花・果樹の手入れの仕方など幅広く国分寺農業のことを学び，援農ボランティアの
育成を目的としている。

＊2	 援農ボランティア／ �市民農業大学の講座を修了した市民が登録し，市内の農家の畑で農作業などを
手伝う活動。

＊3	 認定農業者／ �効率的で安定した農業経営を目指すために農業者が作成した農業経営改善計画を市長か
ら認定された農業者。

＊4	 赤
アカ

米
マイ

／玄米が赤褐色の古くから日本各地で食べられていた古代米の一種。

＊5	 司
ツカサ

シルエット／ �市内の植木農家が育成したモミジの品種で，細い枝が縦に伸びた美しい立ち姿が特
徴。

施策の展開

・地場産農畜産物を購入します。
・援農ボランティア等の取組に参加します。
・農業関係イベント等へ参加します。
・国分寺の農業を応援するための情報を発信します。

個々の農業経営改善への支援取組方針①

　『国分寺市農業振興計画』に基づき，認定農業者の持続的かつ安定的な農業経営基盤の強化を図ります。その
ために補助金や講習会，個別相談などの各種支援策を拡充し，メリットをアピールすることで新たな認定農業
者を増やして，国分寺の農業を牽引・先導する存在として育成します。また，国分寺の農業の持続と更なる発
展のために女性農業者や次世代の担い手の経営参画を促す取組を推進していきます。

都市農業ならではの農業体験農園や観光農園等の開園への支援取組方針②

　東京うどや赤米，司シルエット＊5などの国分寺ならではの農畜産物の生産と活用を支援します。また，生産
地と消費地が近接する都市農業の強みをいかして農業体験農園や収穫体験ができる観光農園等を増やしていき
ます。

都市農業による地域活性化取組方針④

　国分寺の農業や「こくベジ」の魅力を市内外に積極的に発信することにより，市民と農業者の交流の場を増
やすとともに，市外からの来訪者を呼び込んでいきます。国分寺の農業を市民とともに盛り上げていくことで，
農業振興のみならず交流人口の増加につなげ，地域の活性化を図ります。

人通りが多い駅周辺等や直売所等がない地域での販路拡大取組方針③

　駅周辺のような多くの人が行き交う場所や直売所がない地域等で，市内産農畜産物の販売と国分寺の農業の
PRを行うことで，地産地消の推進や地元の農商工連携によるまちのにぎわいの創出を目指します。また，駅周
辺の飲食店や物販店などで市内産農畜産物を扱う量が増えるように取り組んでいきます。

関連する
個別計画

国分寺市農業振興計画 ［ 期間 ］ 平成28（2016）年度～平成37（2025）年度
計
画
名 実
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画
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中心事業① 事業名： 農業経営改善計画推進事業 関連する施策の展開…取組方針①

市内の認定農業者の農業経営改善計画を
推進するに当たり，必要な施設整備や農
業用機械購入等に対して補助金交付を行

います。農業生産技術の向上や販路拡大等により，
認定農業者の農業経営を改善し，国分寺の農業の
持続と発展を支援します。

事業
内容

事業費
平成29年度 1,969千円

平成30年度 2,000千円

平成31年度 2,000千円

平成32年度 2,000千円

４年間の総事業費 7,969千円

事業
目標

市内の認定農業者の農業経営の改善意欲を高め，改善を行う経営体
を増やし，個々の農業経営の強化・安定化を図ります。

数値
目標

指標名

認定農業者の
支援件数

指標の説明

認定農業者より，補助金申請
等の相談を受けた件数

現状値

５件

H27

目標値

７件

H30

９件

H32

中心事業② 事業名： 農業体験農園や観光農園等の開園支援事業 関連する施策の展開…取組方針②

生産地と消費地が近接する都市農業の強
みをいかし，農業体験や収穫体験ができ
る農園の開園を支援します。また各種

PR活動により，新規開園数を増やしていきます。

事業
内容

事業費
平成29年度 300千円

平成30年度 0円

平成31年度 0円

平成32年度 2,300千円

４年間の総事業費 2,600千円

事業
目標

都市農業の強みをいかせる農業体験農園や観光農園等を増やしていくことで，市民と農
業者の交流の場を増やし，農業振興のみならず，都市住民のニーズに応えていきます。

数値
目標

指標名

市内で農業体験農園や収
穫体験できる観光農園等
を開園する農業者数

指標の説明

開園数の累計

現状値

７農園

H27

目標値

８農園

H30

９農園

H32

実
行
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中心事業③ 事業名： 市内産農畜産物の新たな販売場所の拡大事業 関連する施策の展開…取組方針③

国分寺駅北口などの人通りが多い場所や
直売所がない地域等で市内産農畜産物を
販売するスペースを確保し，行き交う人

に新鮮な地場野菜や農産加工品等の対面販売を行
います。

事業
内容

事業費
平成29年度 0円

平成30年度 0円

平成31年度 0円

平成32年度 0円

４年間の総事業費 0円

事業
目標

市内産農畜産物の販売拡大，国分寺の農業のPR，生産者と消費者の交流の場づくり
により，地産地消の推進や農商工連携によるまちのにぎわいの創出につなげます。

数値
目標

指標名

新たな販売場所
の数

指標の説明

新たな販売場所の数の累計

現状値

―

目標値

１か所

H30

２か所

H32

中心事業④ 事業名： 飲食店等における地産地消の促進支援事業 関連する施策の展開…取組方針④

イベントの開催や「こくベジ取扱店」の
共通ツールの作成，「こくベジ専用ホー
ムページの運営」等を行い，こくベジを

取扱う事業者を市内外にPRします。農業・商工
業・観光が連携する事業推進主体の立ち上げを支
援し，本事業が発展的に自走できる環境を整備し
ます。

事業
内容

事業費
平成29年度 9,828千円

平成30年度 4,828千円

平成31年度 800千円

平成32年度 800千円

４年間の総事業費 16,256千円

事業
目標

農業・商工業・観光連携により，地場野菜等を用いた飲食物を提供する事業者を増やすこ
とを通してまちのにぎわいの創出につなげ，観光客等の滞在時間・周遊拡大を図ります。

数値
目標

指標名

こくベジを使用した飲食
物を提供する事業者数

指標の説明

「こくベジ取扱店」として登
録された事業者の数

現状値

22店舗

H27

目標値

100店舗

H30

120店舗

H32

実
行
計
画
　 

地
域
振
興

III

15 農業振興

国 分 寺 市 総 合 ビ ジ ョ ン   Kokubunji City 93国分寺市総合ビジョン    Kokubunji City



目指す姿
誰もがいつでもどこでもいつまでも気軽に楽しむことのできるス
ポーツ環境が整備され，健康の維持増進から競技能力向上まで，
それぞれのスタイルでスポーツに親しめる環境が整っています。

指標名 指標の説明 現状値 目標値

成人の週１回以上の
スポーツ実施率

「市民の運動・スポーツに関する実態調
査」の数値

H28

49.2％

H30

55％

H32

60％

市内小・中学生の体力
合計点
（都平均との点差）

「東京都児童・生徒体力・運動能力，生
活・運動習慣等調査」の数値（小・中学
校全学年の平均値）

H27

男＋0.7点
女＋0.6点

H30

男＋0.8点
女＋0.7点

H32

男＋0.9点
女＋0.8点

ま
ち
づ
く
り
の
指
標

　本市では，市体育施設の個人開放やスポーツ推進
委員によるスポレク広場＊1の定期的な実施，指定管
理者による健康づくり教室の開催など，スポーツに
親しむ機会の創出に努めています。平成25（2013）
年４月には，地域住民とともに総合型地域スポー
ツクラブ＊2（こくぶんじ地域クラブ）を設立し，ス
ポーツをしやすい環境づくりを進めています。ま
た，市民の施設利用の利便性を高めるため，平成
26（2014）年４月から小平市民総合体育館と国分
寺市民スポーツセンター及び国分寺市民ひかりス
ポーツセンターの相互利用を開始しました。

　さらに，平成29（2017）年３月に，より多くの
市民が身近な場所でスポーツに親しみ，豊かでうる
おいのある生活を送ることを目指して，『国分寺市
スポーツ推進計画』を策定しました。
　平成31（2019）年には第52回東京都市町村総合
体育大会が本市を中心に開催されます。また，今
後ラグビーワールドカップ，東京2020オリンピッ
ク・パラリンピック競技大会が開催されることか
ら，これらの大会を契機として，市民のスポーツへ
の関心や参加の機運が高まることが期待されます。

施策をとりまく現状

主な課題
老若男女を問わず，気軽にスポーツを楽しみ，健康の維持増進を図るため，生涯スポーツの推
進が必要です。

体育施設の老朽化が進んでいることから，施設の保全及び機能向上が必要です。

気軽にスポーツを楽しむことから競技能力向上まで，それぞれの目的に応じたスポーツ活動へ
の支援が必要です。

16 スポーツ振興
スポーツ振興課主担当課
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用語
解説

＊1	 スポレク広場／ �市民の誰もが気軽にスポーツを楽しめる場所。市民スポーツセンターとひかりスポー
ツセンターの体育室を無料開放して実施している。

＊2	 総合型地域スポーツクラブ／ �幅広い世代の人々，各自の興味関心等に合わせて，様々なスポーツに
触れる機会を提供する，地域密着型のスポーツクラブ。

施策の展開

・積極的にスポーツに親しむイベント等に参加し，スポーツに取り組みます。
・スポーツに取り組む人を応援します。

生涯スポーツの推進取組方針①

　東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会を契機として，オリンピアン・パラリンピアンを招聘した
イベント開催や市ゆかりの選手を応援することで，スポーツへの関心を高めます。「する」「観る」「支える」な
どスポーツとの関わり方の多様化を図ることにより，スポーツを通じた「元気な市民」「元気なまち」を実現し
ます。

体育施設の保全・機能向上取組方針②

　体育施設の老朽化を受け，『国分寺市公共施設等総合管理計画』に基づき，施設の複合化や多機能化，長寿命
化など，周辺施設状況等を踏まえた良好な施設の保全・管理を行います。また，誰もがスポーツに親しめる環
境を目指し，バリアフリーなどの機能向上を図っていきます。

スポーツの活動支援の充実取組方針③

　地域特性をいかした史跡駅伝や誰もがいつでも気軽に楽しむことのできるスポーツの紹介など，多様な「す
る」「観る」をテーマとしたスポーツイベントを行います。また，よりハイレベルな目標に挑戦する選手やチー
ムを地域ぐるみで応援するとともに，スポーツ指導者の育成や大会の開催支援など，スポーツを「支える」人
の活動も支援し，スポーツに親しむ人を増やしていきます。

関連する
個別計画

国分寺市スポーツ推進計画 ［ 期間 ］ 平成29（2017）年度～平成36（2024）年度

国分寺市公共施設等総合管理計画 ［ 期間 ］ 平成28（2016）年度～平成37（2025）年度

計
画
名

国分寺史跡駅伝
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中心事業① 事業名： オリンピック・パラリンピック推進事業 関連する施策の展開…取組方針①

オリンピアン・パラリンピアンを招聘
し，スポーツ教室や講話イベントなどの
東京2020オリンピック・パラリンピッ

ク競技大会機運醸成事業を実施します。 

事業
内容

事業費
平成29年度 630千円

平成30年度 5,018千円

平成31年度 8,359千円

平成32年度 12,240千円

４年間の総事業費 26,247千円

事業
目標

東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会の機運を高めるとともに，
「する」「観る」「支える」スポーツ人口と「元気な市民」の増加を図っていきます。

数値
目標

指標名

東京2020大会機運醸
成イベント開催数

指標の説明

オリンピアン・パラリンピア
ンを招聘しスポーツ教室や講
話イベントの開催回数

現状値

―

目標値

２回

H30

２回

H32

中心事業② 事業名： 市民スポーツセンターバリアフリー化事業 関連する施策の展開…取組方針②

市民スポーツセンターのバリアフリー化
や空調設置により，誰もが利用しやすい
施設になるように改修を行います。

事業
内容

事業費
平成29年度 3,775千円

平成30年度 155,246千円

平成31年度 0円

平成32年度 0円

４年間の総事業費 159,021千円

事業
目標

障害のある人もない人も利用しやすい体育施設にするためにバリア
フリー化を進めます。

数値
目標

指標名

市民スポーツセンター
の機能向上とバリアフ
リー化等改修工事状況

指標の説明

市民スポーツセンター体育室
の空調設置と入口等バリアフ
リー化

現状値

―

目標値

市民スポーツセンターの
バリアフリー化等の完了

H30

―

H32
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中心事業③ 事業名： 史跡駅伝事業 関連する施策の展開…取組方針③

歴史や自然など，国分寺の魅力あふれる
史跡武蔵国分寺跡周辺で，市内小・中学
生男女による駅伝を実施します。地域特

性をいかすとともに，子どもの体力・競技力の向
上を目指し，次世代のアスリートの育成に繋がる
好循環を創出します。

事業
内容

事業費
平成29年度 4,203千円

平成30年度 6,197千円

平成31年度 6,566千円

平成32年度 6,566千円

４年間の総事業費 23,532千円

事業
目標

歴史や自然などの地域特性をいかしたスポーツイベントを開催する
とともに，小・中学生の体力・競技能力の向上を図ります。

数値
目標

指標名

史跡駅伝参加申
込チーム数

指標の説明

―

現状値

67チーム

H28

目標値

70チーム

H30

73チーム

H32

中心事業④ 事業名： 秋のスポーツイベント事業 関連する施策の展開…取組方針③

国分寺まつりの開催に合わせ，史跡武蔵
国分寺跡周辺で，気軽に参加できるレク
リエーションスポーツの体験イベント，

「する」「観る」「支える」スポーツ情報の提供，
障害者スポーツの紹介などを行います。

事業
内容

事業費
平成29年度 1,492千円

平成30年度 1,600千円

平成31年度 1,704千円

平成32年度 1,704千円

４年間の総事業費 6,500千円

事業
目標

市民が新たにスポーツを始めるきっかけをつくるとともに，健康の
維持増進，技術力の向上を図ります。

数値
目標

指標名

秋のスポーツイ
ベント種目数

指標の説明

―

現状値

８種目

H27

目標値

９種目

H30

10種目

H32
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目指す姿
医療・介護・予防・住まい・生活支援が一体的に提供される地域
の支援体制が構築されることにより，人生の最後まで住み慣れた
地域で自分らしく生活できる環境が整っています。

指標名 指標の説明 現状値 目標値

在宅で生活する
高齢者の割合

介護保険サービス受給者の中で，在宅
サービスを受給する者の割合

H28

69.9％

H30

70.9％

H32

71.9％

地域活動に積極的に
取り組む人の割合

65歳以上で
①介護認定を受けていない人
②要支援１・２の認定を受けている人
①②を対象とした「介護予防・日常生活圏域ニー
ズ調査」において，「地域での活動について」で，
「月に１～３回」以上参加していると回答した
人の割合

―

H30

20％

H32

22％

ま
ち
づ
く
り
の
指
標

　高齢化の進展に伴い，認知症の高齢者も増加して
います。平成37（2025）年には団塊の世代が75歳
以上となり（2025年問題），認知症の高齢者が更に
増加することが見込まれます。
　今後，本市でも，生産人口の減少と高齢者人口の
増加が見込まれ，独居高齢者，高齢者のみ世帯が増
加し，見守りや在宅支援の必要性が増加すると考え
られます。介護を必要とする高齢者ができる限り住
み慣れた地域で生活を継続するために，地域密着型
サービスなど地域のニーズに合ったサービス提供が
できる体制の充実が求められます。また，地域包括
支援センター＊1をはじめとする各種機関の一層の周
知を図ることが必要です。
　これまで本市では，地域ケア会議＊2を開催し，地

域で切れ目のない適切な支援が受けられるよう，医
療と介護の連携について検討を進めてきました。ま
た，地域づくりによる介護予防の推進に向けた「集
いの場＊3」作りの支援，介護予防推進員＊4や介護支
援ボランティア＊5等，人材の育成を進めています。
　平成28年度には，地域包括支援センター内に１
か所「見守り相談窓口＊6」を設置して，見守りのあ
り方を検討するとともに，民間事業者との連携によ
り地域で高齢者を見守る活動を推進しています。ま
た，認知症の高齢者やその家族等の集いの場として
「認知症カフェ」をオープンするとともに，国の『認
知症施策推進５か年計画』の内容に沿い認知症地域
支援推進員を配置するなど，認知症の高齢者や介護
者を支援する施策を進めています。

施策をとりまく現状

主な課題

在宅医療と介護の連携が現状では十分と言えないため，連携体制の構築が必要です。

独居高齢者，高齢者のみ世帯が在宅で生活するため，また認知症の高齢者や介護者への支援の
ために「見守り相談窓口」の充実とネットワークの構築が必要です。

元気な高齢者の地域での活躍と，地域における介護人材の育成が必要です。

高齢者が地域で最期まで生活ができるように，地域密着型サービスなどの充実が必要です。

17 高齢者福祉
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担 当 課 地域共生推進課
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用語
解説

＊1	 地域包括支援センター／ �地域の高齢者やその家族の方が介護の悩みや疑問，生活上の心配事などを
相談できる相談・支援の窓口。

＊2	 地域ケア会議／ �高齢になっても，住み慣れた地域で尊厳のあるその人らしい生活が継続できる地域
包括ケアシステムの実現に向けた手法として，高齢者個人に対する支援の充実と，
それを支える社会基盤の整備とを同時に図っていくことを目的に開催する会議。

＊3	 集いの場／ �ご近所さんと一緒に取り組む元気で暮らすための活動。「暮らしを拡げる10の筋力トレー
ニング」を週１回，住民主体で実施している。

＊4	 介護予防推進員／ �介護予防を普及啓発し地域活動を推進するリーダー的な役割がとれる担い手とし
て，市が養成講座を開催し，受講した40歳以上の市民。

＊5	 介護支援ボランティア／ �登録した65歳以上の方に，介護保険施設等で有償ボランティアとして活動
してもらう制度。

＊6	 見守り相談窓口／ �一人暮らし高齢者など孤立しがちな高齢者の生活実態 を把握 し，関係機関と連携した
専門的な見守りを行い，必要な支援につなげる地域における高齢者の身近な相談窓口。

施策の展開

・�認知症に関する知識を持って，認知症の高齢者を地域で見守っていき
ます。

在宅医療と介護の連携体制の整備取組方針①

　切れ目のない在宅医療と介護の提供体制を構築するため，医療と介護に関する情報の収集，市民への普及啓
発，在宅医療・介護連携の支援を行う窓口等の設置など，医療受診や医療に関する専門の相談ができる体制を
整えます。

認知症の高齢者を含む高齢者の見守り体制の整備取組方針②

　認知症を早期発見できる体制を整え介護者への支援を充実するため，認知症初期支援集中チームを作ります。
また，地域での認知症の高齢者を含む高齢者を見守る体制を構築するため，地域包括支援センターを中心に，
市民，社会福祉協議会や民間事業者等と連携します。

地域における元気な高齢者の発掘・育成取組方針③

　介護予防に取り組む人材を確保するため，市民に対して介護予防に関する普及啓発を進めます。また，社会
福祉協議会や，ボランティアの受入先である介護保険事業者，地域における活動団体等と連携し，地域で活躍
する元気高齢者を発掘・育成する体制を構築します。

市内における地域密着型サービスの充実取組方針④

　介護を必要とする高齢者ができる限り住み慣れた地域で生活を継続できるように，地域密着型サービスなど
の介護サービスの充実を図り，事業所の適正な整備誘導を実施します。

関連する
個別計画

国分寺市高齢者保険福祉計画 ［ 期間 ］ 平成30（2018）年度～平成32（2020）年度

国分寺市介護保険事業計画 ［ 期間 ］ 平成30（2018）年度～平成32（2020）年度

国分寺市地域福祉計画 ［ 期間 ］ 平成27（2015）年度～平成36（2024）年度

国分寺市健康増進計画 ［ 期間 ］ 平成27（2015）年度～平成36（2024）年度

計
画
名
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中心事業② 事業名： 高齢者の見守り体制整備事業 関連する施策の展開…取組方針②

地域包括支援センター・見守り相談窓口
と，地域住民や医療・介護の関係機関，
民間事業者等が連携する見守りネット

ワークの構築を行い，地域で見守る体制を整えま
す。

事業
内容

事業費
平成29年度 18,000千円

平成30年度 36,000千円

平成31年度 36,000千円

平成32年度 36,000千円

４年間の総事業費 126,000千円

事業
目標

地域全体で見守りの目が増え，認知症の高齢者や独居高齢者・高齢
者のみの世帯が安全・安心に暮らせることを目指します。

数値
目標

指標名

地域での見守り
件数

指標の説明

地域包括支援センター・見守
り相談窓口から，地域の見守
りにつながった件数

現状値

―

目標値

450件

H30

480件

H32

中心事業① 事業名： 在宅医療と介護の連携事業 関連する施策の展開…取組方針①

在宅医療と介護の連携を支援する相談窓
口の運営を委託し，医療・介護関係者か
らの在宅医療・介護連携に関する相談へ

の対応や，地域包括支援センターとの連携を図る
窓口を設置します。

事業
内容

事業費
平成29年度 3,000千円

平成30年度 6,000千円

平成31年度 0円

平成32年度 0円

４年間の総事業費 9,000千円

事業
目標

高齢者がいつまでも地域で安心して在宅生活を続けられることを目
指します。

数値
目標

指標名

窓口での相談
件数

指標の説明

在宅医療・介護連携の支援窓
口に持ち込まれた相談件数

現状値

―

　　目標値（※）

1,400件

H30

2,010件

H32

※�平成29年度の『国分寺市高齢者保健福祉計画・第７期国分寺市介護保険事業計画』の策定時に，市民アンケートによるニーズの把握，窓口での
相談内容・実績，直近の人口推計及び社会・経済情勢等を踏まえ，相談件数の将来予測を行うため，平成30年度以降の目標値は改めて設定します。

実
行
計
画
　 

保
健
・
福
祉

III

102

国分寺市総合ビジョン   Kokubunji City 17　高齢者福祉

目指す姿実現のための中心事業



中心事業③ 事業名： 担い手の発掘・育成・支援事 関連する施策の展開…取組方針③

社会福祉協議会や，ボランティアの受入
先である介護保険事業者，地域における
活動団体等と連携し，地域で活躍する元

気な高齢者を発掘・育成するため，介護支援ボラ
ンティアを実施します。

事業
内容

　　事業費（※）
平成29年度 4,454千円

平成30年度 4,229千円

平成31年度 2,723千円

平成32年度 2,571千円

４年間の総事業費 13,977千円

事業
目標

元気な高齢者の地域での活躍と，地域での介護を支える人材の確保
を目指します。

数値
目標

指標名

介護支援ボラン
ティア登録人数

指標の説明

介護支援ボランティアに登録
している人数

現状値

―

目標値

140人

H30

180人

H32

中心事業④ 事業名： 介護保険事業計画に基づく地域密着
型サービス事業所の整備事業 関連する施策の展開…取組方針④

認知症の高齢者が，家庭的な環境で共同
生活を送ることのできるグループホーム
や，介護を必要とする高齢者が，身近な

事業所で通所・宿泊・訪問介護等のサービスを受
けられる小規模多機能型居宅介護の事業所を整備
します。

事業
内容

　　事業費（※）
平成29年度 51,004千円

平成30年度 100千円

平成31年度 185,787千円

平成32年度 15,970千円

４年間の総事業費 252,861千円

事業
目標

高齢者が要介護状態になっても，できる限り住み慣れた地域で生活
を継続することを目指します。

数値
目標

指標名

介護保険事業計画の地域
密着型サービス事業所数

指標の説明

介護保険事業計画におけるグ
ループホームと小規模多機能
型居宅介護の事業所数

現状値

８事業所

H27

　　目標値（※）

10事業所

H30

12事業所

H32

※�平成29年度の『国分寺市高齢者保健福祉計画・第７期国分寺市介護保険事業計画』の策定時に，給付サービスの実績，直近の人口
推計及び社会・経済情勢等を踏まえ，適切な施設整備を検討するため，平成30年度以降の目標値は改めて設定します。

※��平成29年度の『国分寺市高齢者保健福祉計画・第７期国分寺市介護保険事業計画』の策定時に，市民アンケートによるニーズの把握，窓口での相談内容・
実績，直近の人口推計及び社会・経済情勢等を踏まえ，介護予防に関する事業を決定する必要があるため，平成30年度以降の事業費は改めて設定します。

※��平成29年度の『国分寺市高齢者保健福祉計画・第７期国分寺市介護保険事業計画』の策定時に，給付サービスの実績，直近の人口推計及び社会・経済
情勢等を踏まえ，適切な施設整備を検討するため，平成30年度以降の事業費は改めて設定します。
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目指す姿
障害のある人もない人も，社会の一員として，互いを尊重し，支
え合いながら，ともに生きがいを持っていきいきと暮らせる環境
が整っています。

指標名 指標の説明 現状値 目標値

障害のある人のうち，在宅
又はグループホームで生活
している人の割合（※）

障害支援区分４以上で障害福祉サービス
等を利用している障害のある人のうち，
入所施設等ではなく，在宅又はグループ
ホームで生活している人の割合

H27

71.7％

H30

73％

H32

74％

障害のある人の
一般就労＊1者数（※）

障害福祉サービス（就労移行支援，就労
継続支援等）又は市障害者就労支援セン
ターの利用による一般就労者数

H27

32人

H30

40人

H32

43人

ま
ち
づ
く
り
の
指
標

　障害の内容にかかわらず，障害のある人が必要と
するサービスを利用しながら，地域で安心して暮ら
すことができ，また，能力や適性に応じて仕事に就
き，働き続けることができる「共生社会」の実現が
求められています。
　本市では，平成24（2012）年４月に地域における
相談支援の中核的な役割を担う基幹相談支援セン
ターを設置し，人材の育成，相談支援事業所等から
の困難事例に対する相談・助言及び地域の相談支援
機関との連携強化などを実施し，相談支援体制の整
備を進めてきました。また，市内において，地域居
住の場であるグループホームや日中活動の場である
通所施設等，障害のある人の暮らしを地域で支える

ためのサービスの提供体制の整備が進んでいます。
　就労支援については，就労支援センターの機能を
強化し，障害のある人の就労面と生活面を一体的に
支援する体制を整えるとともに，関係機関との就労
ネットワークの構築を進めたことにより，障害福祉
における就労支援事業の利用による一般就労者数
は，15人（平成18年度実績）から32人（平成27年
度実績）に増加しました。
　さらに，障害に関するシンボルマークの紹介，
「ヘルプマーク＊2」・「ヘルプカード＊3」の普及促進
その他の障害福祉に関する啓発活動を通じて，障害
及び障害のある人について，広く市民への理解促進
を図っています。

施策をとりまく現状

主な課題
障害のある人が一生涯を通じて，地域で安心して自立した生活を営むための取組を進める必要
があります。 

障害のある人が地域で自立して生活し，その生活の質の向上を図ることができるよう，能力や
適性に応じて，仕事に就き，働き続けられるようにする必要があります。

差別解消のため，障害に対する理解促進・普及啓発を進める必要があります。

18 障害者福祉
障害福祉課

担 当 課 地域共生推進課
健康推進課

主担当課

※�平成29年度の『国分寺市障害福祉計画』等の策定時に，市民アンケート調査等を踏まえサービス等利用状況の予測を行うため，
平成30年度及び平成32年度の目標値は改めて設定します。

実
行
計
画
　 

保
健
・
福
祉
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用語
解説

＊1	 一般就労／ �障害者の就労形態の一つ。一般の企業や官公庁などで雇用契約に基づいて就業したり，在
宅就労すること。

＊2	 ヘルプマーク／ �外見から分からなくても援助や配慮を必要としている人々が，周囲の人に配慮を必要
としていることを知らせることで援助を得やすくなるよう東京都が作成したマーク。

＊3	 ヘルプカード／ �障害のある人が，災害時や日常生活のなかで困ったときに，周囲に自己の障害への
理解や手助けを求めるためのもの。東京都がカードの標準デザイン（ヘルプマーク
が使用されている。）を定め，都内の各区市町村が作成している。

＊4	 福祉的就労／ �障害者の就労形態の一つ。就労継続支援などの障害福祉サービスを利用して，障害者就
労支援施設などで就労すること。

施策の展開

・地域で困っている人を見かけたら，ちょっとした手助けを心がけます。
・�イベントへの参加を通じて障害への理解を深め，ボランティア活動に
積極的に参加します。
・�障害の有無にかかわらず参加しやすい場づくりを進め，地域での交流
を深めます。

生活の場を拠点とする利用者本位の支援取組方針①

　障害のある人が，一生涯を通じて本人の意向が尊重され，地域において自立した生活を営めるよう，相談支
援体制の整備，障害児支援や障害福祉サービスなどの充実，地域生活支援拠点等の整備，地域生活への移行支
援，福祉に携わる人材の育成などを行います。また，障害者地域自立支援協議会において，障害福祉にかかわ
る地域の関係者のネットワークを強化し，地域の課題を共有し，関係機関と連携を図りながら解決に向けて取
り組みます。

働くことへの支援取組方針②

　障害のある人の就労機会の拡大と職場環境の整備のため，中小企業を中心に企業での雇用促進に向けた取組
を支援します。障害者就労支援センターにおける情報発信や相談機能の向上を図り，関係機関が連携して，障
害のある人の一般就労への移行と定着を支援します。また，サービス事業者との連携のもと，一般就労が困難
な人のための福祉的就労＊4の充実を図ります。

障害のある人への理解促進（心のバリアフリー）と地域との交流取組方針③

　障害のある人の社会参加を妨げる偏見や差別をなくし，すべての市民が互いに尊重し合い，ともに生活する
「共生社会」の実現を目指して，障害や障害のある人についての正しい知識と理解の普及・啓発を推進します。
また，障害のある人が周囲に支援を求める手段として活用する「ヘルプマーク」・「ヘルプカード」の普及を促
進します。

関連する
個別計画

国分寺市障害者計画 ［ 期間 ］ 平成27（2015）年度～平成32（2020）年度

国分寺市障害福祉計画･国分寺市障害児福祉計画 ［ 期間 ］ 平成30（2018）年度～平成32（2020）年度

国分寺市地域福祉計画 ［ 期間 ］ 平成27（2015）年度～平成36（2024）年度

国分寺市健康増進計画 ［ 期間 ］ 平成27（2015）年度～平成36（2024）年度

計
画
名

実
行
計
画
　 

保
健
・
福
祉
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中心事業① 事業名： 地域生活支援拠点整備事業 関連する施策の展開…取組方針①

障害のある人の高齢化，重度化や「親亡
き後」を見据え，障害のある人が住み慣
れた地域で安心して暮らしていけるよう，

様々な支援を切れ目なく提供できる仕組みを構築
する必要があります。このため，相談，体験の機
会・場，緊急時の受入れ，専門的人材の育成，地
域の体制づくり等の機能を持った拠点を整備します。

事業
内容

事業費
平成29年度 0円

平成30年度 5,931千円

平成31年度 6,705千円

平成32年度 6,705千円

４年間の総事業費 19,341千円

事業
目標 地域生活支援拠点を整備します。

数値
目標

指標名

地域生活支援拠
点整備数

指標の説明

相談機能，緊急時の受入機能，グループ
ホームによる居住機能など，地域に必要
な各支援機能をもった拠点の整備数（累計）

現状値

―

目標値

１か所

H30

１か所

H32

中心事業② 事業名： 障害者地域自立支援協議会運営事業 関連する施策の展開…取組方針①

当事者，家族，相談支援機関，民間事業
者，教育機関，医療・保健機関，雇用機
関，行政等が参加して，障害者地域自立

支援協議会を開催します。地域全体で障害福祉に
かかわる課題を共有し，関係機関と連携を図りな
がら，課題の解決に向けて取り組みます。

事業
内容

事業費
平成29年度 759千円

平成30年度 937千円

平成31年度 936千円

平成32年度 942千円

４年間の総事業費 3,574千円

事業
目標

障害福祉に関わる地域の関係者のネットワークを強化し，障害のあ
る人が安心して暮らせる地域づくりを進めます。

数値
目標

指標名

協議会開催回数

指標の説明

専門部会等を含む協議会の開
催回数

現状値

―

目標値

15回

H30

20回

H32

実
行
計
画
　 

保
健
・
福
祉
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中心事業③ 事業名： 一般就労への移行・定着支援事 関連する施策の展開…取組方針②

一般企業等への就労を希望する障害のあ
る人に，障害者就労支援センターや就労
移行支援事業所等がハローワーク等の関

係機関と連携し，就労・生活支援を一体的に行い
ます。また，就職後は，安定して働き続けられる
よう職場定着の支援を行います。

事業
内容

事業費（※）
平成29年度 356,829千円

平成30年度 373,154千円

平成31年度 420,294千円

平成32年度 462,346千円

４年間の総事業費 1,612,623千円

事業
目標

障害のある人の一般企業等への就労者数を増やし，就労した方が継
続して働き続けられるよう支援します。

数値
目標

指標名

市障害者就労支援セン
ター利用登録者数

指標の説明

市障害者就労支援センター利
用登録者数（実数）

現状値

226人

H27

目標値

245人

H30

250人

H32

中心事業④ 事業名： 障害への理解促進啓発事業 関連する施策の展開…取組方針③

障害への理解促進，差別解消に関する講
演会等の開催や，「ヘルプマーク」・「ヘ
ルプカード」の普及啓発活動などを通じ

て，障害や障害のある人への理解を深め，互いを
思いやる心を育む「心のバリアフリー」の推進に
取り組んでいきます。

事業
内容

事業費
平成29年度 561千円

平成30年度 593千円

平成31年度 1,297千円

平成32年度 1,297千円

４年間の総事業費 3,748千円

事業
目標

障害のある人に対する差別を解消し，共生社会を実現するため，障害や障害のあ
る人への理解を進め，互いを思いやる心を育む「心のバリアフリー」を進めます。

数値
目標

指標名

障害への理解促進に関す
る啓発活動の実施回数

指標の説明

市主催の障害への理解促進に
関する啓発活動の実施回数

現状値

10回

H27

目標値

11回

H30

12回

H32

※��平成29年度の『国分寺市障害福祉計画』等の策定時に，市民アンケート調査等を踏まえサービス等利用状況の予測を行うため，平成30年度以降の事業
費は改めて設定します。

実
行
計
画
　 

保
健
・
福
祉
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目指す姿
生活に困窮した市民が，それぞれに必要な支援を受けています。
その支援によって，安定した生活を送り，着実に自立に向かって
います。

指標名 指標の説明 現状値 目標値

生活に困窮している
人のうち，相談する
環境がない人の割合

市民アンケートの数値（「生活に困窮し
ている」と答えた人のうち，「相談でき
る相手がいない」と答えた人の割合）

H28

13.6％

H30

13％

H32

12.4％

生活保護世帯のうち，
就労により生活保護が
廃止となった世帯の数

就労開始や増収による保護廃止世帯数

H27

13世帯

H30

20世帯

H32

22世帯

ま
ち
づ
く
り
の
指
標

　全国的に，低所得高齢者の増加や稼働年齢層の失
業等によって，生活保護世帯数は増加傾向が続いて
います。また，生活保護に至る前の段階の生活困窮
者も増加を続けており，これらの人々に対するセー
フティネットとして，平成27年度に生活困窮者自
立支援法が施行されました。
　本市における生活保護世帯数は964世帯（平成27
年度末現在）で，増加傾向が続き，生活保護費も増
加しています。保護世帯の類型としては，「高齢者
世帯」が386世帯と最も多いですが，高齢者，母子，
障害者，傷病者のいずれにも当たらない，「その他
世帯」が206世帯でとりわけ増加しています。また，

生活に困窮しているもののどこにも相談できていな
い潜在的な生活困窮者も増えていると考えられます。
　そこで，本市でも，生活困窮者を広く対象とした
相談窓口を設置し，問題解決に取り組んでいます。
また，経済的理由で塾等に通えない子どもへの学習
支援事業として，無料学習塾を開設しました。生活
保護被保護者に対しては，経済的自立，社会生活自
立，日常生活自立を図るため，支援対象者の状況に
応じた自立支援プログラムを策定しています。支援
が必要なひとり親家庭に対しては，能力開発等のた
めの給付金の支給や修学資金等の貸付け，専門性を
いかした相談支援を行っています。

施策をとりまく現状

主な課題
生活に困窮しているもののどこにも相談できていない方がいるので，対象者を確実に把握し，
支援していく必要があります。

生活保護被保護者は様々な問題を抱えている方が多く，経済的自立，社会生活自立，日常生活
自立を図るため，それぞれの状況に応じた支援メニューを整備する必要があります。

就労可能な生活保護被保護者が生活保護を受けずに生活できるようにするため，早期の就労支
援・指導をしていく必要があります。

支援が必要なひとり親がそれぞれの状況に応じて自立していくために，支援メニューを整備す
る必要があります。

19 生活福祉
生活福祉課

担 当 課 地域共生推進課

主担当課

実
行
計
画
　 

保
健
・
福
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施策の展開

・生活に困窮した市民が自立するための様々な制度を理解します。
・�地域の住民同士があいさつや声掛けを行い，周囲に相談しやすい雰囲
気づくりに努めます。

生活困窮者への支援取組方針①

　生活保護に至る前の段階の方など，広く生活困窮者に対して，個別の状況に応じた包括的かつ継続的な支援
を実施します。また，地域や関係機関との連携により，対象者の早期発見に努めます。

生活保護被保護者への自立支援取組方針②

　生活保護被保護者に対して，それぞれの状況に応じた自立支援プログラムへの参加を促し，経済的自立，社
会生活自立，日常生活自立につなげます。

生活保護被保護者への就労支援取組方針③

　就労可能な生活保護被保護者に対して，就労指導やハローワークへの同行等の支援を行い，就労につなげる
ことで，生活保護を受けずに生活できるようにします。

ひとり親家庭への自立支援取組方針④

　支援が必要なひとり親家庭に対して，能力開発等のための給付金を支給するなど，就業による自立に向けた
支援を行うことや，修学資金等の貸付けを行うことで，親子の自立や生活の安定につなげます。

関連する
個別計画

国分寺市地域福祉計画 ［ 期間 ］ 平成27（2015）年度～平成36（2024）年度

国分寺市男女平等推進行動計画 ［ 期間 ］ 平成29（2017）年度～平成36（2024）年度

国分寺市子育て・子育ちいきいき計画 ［ 期間 ］ 平成27（2015）年度～平成31（2019）年度

国分寺市就労支援プラン ［ 期間 ］ 平成27（2015）年度～平成31（2019）年度

計
画
名

生活福祉関連事業パンフレット

実
行
計
画
　 

保
健
・
福
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中心事業① 事業名： 生活困窮者自立相談支援事業 関連する施策の展開…取組方針①

生活困窮者の相談を受け，その状況に応
じた個別支援計画を策定し，これに基づ
き各種窓口への同行等の支援を行うこと

で問題の解決につなげます。また，地域や関係機
関との連携により，対象者を早期発見していきま
す。

事業
内容

事業費
平成29年度 27,916千円

平成30年度 31,930千円

平成31年度 40,293千円

平成32年度 40,293千円

４年間の総事業費 140,432千円

事業
目標

生活に困窮している方を早期に発見し，その状態から脱却できるよ
うにします。

数値
目標

指標名

新規相談件数

指標の説明

自立相談支援機関における新
規相談件数

現状値

188件

H27

目標値

240件

H30

240件

H32

中心事業② 事業名： 生活保護被保護者自立支援プログラム策定事業 関連する施策の展開…取組方針②

様々な問題を抱える生活保護被保護者に
対し，健康管理支援，就労支援，学習支
援等のプログラムを策定し，それぞれの

状況に応じた支援を行うことで，経済的自立，社
会生活自立，日常生活自立につなげます。

事業
内容

事業費
平成29年度 0円

平成30年度 0円

平成31年度 0円

平成32年度 0円

４年間の総事業費 0円

事業
目標

生活保護被保護者が，それぞれの自立を目指して自分らしい生活が
送れるようにします。

数値
目標

指標名

プログラム件数

指標の説明

生活保護被保護者の自立支援
プログラム策定件数

現状値

267件

H27

目標値

340件

H30

360件

H32

実
行
計
画
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中心事業③ 事業名： 生活保護被保護者就労促進事業 関連する施策の展開…取組方針③

就労可能な生活保護被保護者に対し，就
労に関する面接や指導を行います。また，
就労意欲の喚起を行うとともに，求職情

報の提供，ハローワークへの同行，履歴書の添削
や採用面接指導等を行い，就労につなげていきま
す。さらに，就職後のアフターフォローを行い，
就労の定着を図っていきます。

事業
内容

事業費
平成29年度 337千円

平成30年度 525千円

平成31年度 700千円

平成32年度 700千円

４年間の総事業費 2,262千円

事業
目標

生活保護被保護者の就労を支援することで，生活保護を受けずに生
活できるようにします。

数値
目標

指標名

就職件数

指標の説明

就労を支援した生活保護被保
護者の就職件数

現状値

61件

H27

目標値

95件

H30

100件

H32

中心事業④ 事業名： ひとり親家庭自立支援事業 関連する施策の展開…取組方針④

ひとり親家庭の経済的自立を支援するた
め，就職に有利な資格を取得するための
高等職業訓練促進給付金事業や，学び直

しを支援する高等学校卒業程度認定試験合格支援
事業等を実施します。また，世帯の生活を安定さ
せるため，母子父子及び女性福祉資金貸付事業を
実施します。

事業
内容

事業費
平成29年度 4,335千円

平成30年度 4,522千円

平成31年度 10,365千円

平成32年度 10,365千円

４年間の総事業費 29,587千円

事業
目標

ひとり親家庭が経済的に自立し，次の世代への貧困の連鎖が起こら
ないようにします。

数値
目標

指標名

ひとり親家庭自立支援
関連事業利用者総数

指標の説明

ひとり親家庭を対象とした自
立支援給付金事業等の利用者
数

現状値

２人

H27

目標値

12人

H30

14人

H32

実
行
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画
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目指す姿
子どもから高齢者まで，すべての人が地域で支え合いながらライ
フステージに応じた健康づくりに取り組み，心身ともに健康的な
生活を送ることができています。

指標名 指標の説明 現状値 目標値

かかりつけ医がいる
市民の割合

市民アンケートの数値

H28

医科：73.2％
歯科：66.6％

H30

医科：75％
歯科：69％

H32

医科：77％
歯科：71％

日常生活で歩く時間
が，1日30分以上の
市民の割合（※）

市民アンケートの数値

H28

77.3％

H30

79％

H32

81％

ま
ち
づ
く
り
の
指
標

　本市では，生活習慣病関連疾病が死因の約６割を
占め，特に60歳代以降では年代が上がるほど関連
疾病にかかる人が多くなっています。また，「国分
寺市健康増進計画市民アンケート結果」等によれば，
特に壮年期を中心とする働き盛り世代等は健康への
意識が低く，健診の受診や規則正しい生活習慣を実
践していない傾向にあることが分かっています。こ

のため，働き盛り世代等への正しい情報の周知と
個々の意識改革が求められます。今後，若い頃から
健康づくりの動機づけ・習慣化や健康意識の向上を
促していくとともに，市民が気軽に参加することが
できる健康づくりの場を提供し，一人ひとりの健康
を地域で支え合っていく視点から，健康づくりを推
進していく必要があります。

施策をとりまく現状

20 健康づくり
健康推進課

担 当 課 地域共生推進課
保険年金課

主担当課

主な課題
30歳代までは他世代に比べて健康情報を得ていない人が多い傾向にあり，世代間情報格差を是
正していく必要があります。

働き盛り世代等は，忙しく健診を受ける時間を持てない傾向にあります。より受診しやすい環
境を整え，生活習慣病関連疾病等のり患者数を減らしていく必要があります。

働き盛り世代等は，身体を動かさない，朝食をとらないといった傾向にあります。時間が無い
中でも実践できる運動・生活習慣を定着させる必要があります。

若い世代や女性においてストレスや心理的苦痛を感じる人の割合が高くなっています。心の健
康の重要性，メンタルヘルスに関する知識の普及・啓発を推進する必要があります。

地域のつながりの必要性は感じていても，実際は希薄になっている現状があるため，地域との
つながりを強めながら，「ともに支える地域づくり」を推進する必要があります。

※�厚生労働省が作成した「健康づくりのための身体活動基準2013」の中で将来生活習慣病等を発症するリスクを低減させるため
に「歩く」ことの有用性が記述されています。

実
行
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用語
解説

＊1	 健康寿命／ �健康上の問題で日常生活が制限されることなく生活できる期間。

施策の展開

・健康情報の入手に努め，家族や地域で共有します。
・本人だけではなく，家族や地域の人の健康にも気を配ります。

必要な情報が得られる環境づくり取組方針①

　子どもから高齢者まで，市民一人ひとりがライフステージに応じて，より良い生活習慣や心やからだの健康
に関する正しい知識を身につけられるよう，日常生活の中で健康に関する情報に触れる機会の拡充を目指しま
す。より多くの市民が年代に応じて，適時，情報を得ることのできる環境を整えていきます。

正確に健康状態を把握するための支援取組方針②

　市民一人ひとりが定期的な健康診査，がん検診等を受診し，生活習慣病（がん，循環器疾患，糖尿病，骨粗しょ
う症等）などの早期発見による重症化を予防すること，また，全身の健康保持につながる歯と口の健康を維持
していくことは，健康寿命＊1延伸に不可欠となります。このことを踏まえ，より多くの市民が受診しやすい環
境の構築及びフォローアップを実施していきます。

市民自らが主体的に行う健康づくりの支援取組方針③

　市民一人ひとりが自らの健康に向き合い，主体的かつ積極的に健康づくりに関わっていくことは，健康寿命
延伸に必要な要素です。働き盛り世代等，時間がない人でもより良い運動習慣・食習慣を身につけられるよう，
隙間時間を活用した運動・調理方法等の普及を行っていきます。併せて，歯と口の健康習慣の重要性や，メン
タルヘルスを維持するために必要な睡眠・余暇の重要性等について，広く普及・啓発していきます。

地域の団体等による健康づくり活動の支援取組方針④

　地域のつながりや豊かさは，健康によい影響を与えると言われており，地域での助け合い状況を「よい」と
思う人は，健康状態が良い傾向が見受けられます。このため，地域で活動する団体同士の交流機会の提供や団
体の活動情報の発信など，地域における健康づくりを行う団体等の活動を市と関係機関とが連携しながら支援
していきます。

関連する
個別計画

国分寺市健康増進計画 ［ 期間 ］ 平成27（2015）年度～平成36（2024）年度　

国分寺市地域福祉計画 ［ 期間 ］ 平成27（2015）年度～平成36（2024）年度

計
画
名

国分寺市いきいきセンター自主事業（ノルディックウォーキング健康講座）

実
行
計
画
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用語
解説

＊1	 特定健康診査／ �医療保険者が40～74歳の加入者を対象に実施する，内臓脂肪型肥満に着目した検査項目での健康診査。

＊2	 特定保健指導／ �医療保険者が特定健康診査の結果により，健康の保持に努める必要があるものに対し，毎年度計画的
に実施する保健指導。

中心事業① 事業名： 健康増進情報発信事業 関連する施策の展開…取組方針①

30歳代等の働き盛り世代は健康に関す
る情報を得ていない人が他世代に比べて
多くなっています。健康情報アプリの導

入等により，年代による隔たりを解消し，市民が
必要とする情報を，適時受け取ることのできる情
報環境を構築し，健康意識の向上を目指します。

事業
内容

事業費
平成29年度 1,229千円

平成30年度 1,076千円

平成31年度 1,086千円

平成32年度 1,096千円

４年間の総事業費 4,487千円

事業
目標

他世代に比べ健康に関する情報を得ていない傾向のある30歳代等働き盛り
世代をターゲットとした情報発信を行い，健康意識の向上を目指します。

数値
目標

指標名

健康情報アプリ
の登録者数

指標の説明

―

現状値

―

目標値

2,000人

H30

3,000人

H32

中心事業② 事業名： 特定健康診査＊1・特定保健指導＊2事業 関連する施策の展開…取組方針②

40歳以上74歳までの国民健康保険に加
入している市民を対象に，健康管理及び
メタボリックシンドローム（内臓脂肪症

候群）の発見と予防を目的とした特定健康診査を
実施します。また，特定健康診査受診者のうち該
当者には特定保健指導を行います。

事業
内容

事業費
平成29年度 88,414千円

平成30年度 87,481千円

平成31年度 110,072千円

平成32年度 110,994千円

４年間の総事業費 396,961千円

事業
目標 メタボリックシンドローム該当者及び予備群の減少を目指します。

数値
目標

指標名

特定健康診査
受診率

指標の説明

―

現状値

41.3％

H27

目標値

45％

H30

48％

H32

実
行
計
画
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＊3	 ロコモティブシンドローム（運動器症候群）／ �運動器の障害のために自立度が低下し，介護が必要となる危険性が高い状態。

中心事業③ 事業名： 成人健康教育事業 関連する施策の展開…取組方針③

市で実施する健康・栄養・食育・歯科・
メンタルヘルス講座等を通じて，市民が
より良い運動習慣・食習慣・生活習慣を

身に付けられるよう支援します。高齢者について
は，介護予防〔主にロコモティブシンドローム（運
動器症候群）＊3等〕の取組，高齢期に望ましい栄
養摂取についての知識を普及していきます。

事業
内容

事業費
平成29年度 1,653千円

平成30年度 1,497千円

平成31年度 3,734千円

平成32年度 2,329千円

４年間の総事業費 9,213千円

事業
目標

市民自らが健康を維持するための適切な生活習慣を身につけ，健康
寿命を延ばすことを目指します。

数値
目標

指標名

各種講座開催数

指標の説明

市が実施する各種講座開催数

現状値

12回

H27

目標値

13回

H30

14回

H32

中心事業④ 事業名： いきいきセンター運営事業 関連する施策の展開…取組方針④

高齢者等の健康保持増進を図る場として，平
成18年度より指定管理者制度を導入し，いきい
きセンターの運営を行っています。市民参加型

の健康教室を充実させるとともに，自主グループとその
つながり強化の支援を行います。また，ロコモティブシン
ドローム（運動器症候群）の予防のための情報提供や講
演会を行うなど，早期予防に向けた拠点施設化を進めます。

事業
内容

事業費
平成29年度 4,918千円

平成30年度 7,211千円

平成31年度 7,328千円

平成32年度 7,423千円

４年間の総事業費 26,880千円

事業
目標

健康維持のための運動習慣は早期から身に付ける必要があるため，
40歳～64歳の利用率向上を目指します。

数値
目標

指標名

いきいきセンター
利用率

指標の説明

実際の施設利用コマ数／施設
利用可能コマ数

現状値

86.8％

H27

目標値

90％

H30

92％

H32

実
行
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目指す姿
地球にやさしく，緑と水が調和した潤いのあるまち，環境に配慮
した良好なまちづくりが行われ，国分寺の身近で豊かな自然環境，
安全・安心な生活環境が子どもたちに引き継がれています。

指標名 指標の説明 現状値 目標値

自然環境の保護・
保全に対する満足度

市民アンケートの数値

H28

34.5％

H30

35％

H32

37％

生活環境の保全に
対する満足度

市民アンケートの数値

H28

22.2％

H30

23％

H32

25％

ま
ち
づ
く
り
の
指
標

［自然環境］
　国分寺の自然環境は，ベッドタウンとしての開発
進展に伴い緑の減少傾向が見られます。しかし，依
然として市内には国分寺崖線をはじめとした比較的
豊かな自然が残されており，市民団体等の協力に
よって緑地の適切な管理が進められている地域もあ
ります。平成27年度には，市内の動植物の生息状
況を把握するための調査を実施しました。今後，調
査結果を活用し，市内の自然環境を管理・保全して
いく方法について検討していきます。
　また，地球温暖化対策として温室効果ガスの削減
が求められる中，本市においては，太陽光発電機器

設置に対する助成を行うなどの取組を進めています。
［生活環境］
　生活環境の維持・向上については，大気，水質，
騒音・振動，ダイオキシン類（大気・土壌）の定期
的な測定を行い，環境変化の推移を監視すること
で，環境の保全と市民の安全・安心な暮らしの確保
を図っています。
　また，近年全国的に注目されている生活環境の課
題として，空き家・空き地の適正維持・管理があり
ます。空き家・空き地については，近隣の住民から
改善の要望も挙げられていることから，対策を進め
ていきます。

施策をとりまく現状

21 自然環境・生活環境
まちづくり計画課

担 当 課 まちづくり推進課
緑と建築課
環境対策課

主担当課

主な課題
市内にある貴重な緑，水（湧水・地下水），生きもの等，豊かな自然環境を残すため，市民・事
業者等と市が一体となって自然環境を管理・保全する方針・仕組みづくりが求められています。

地球温暖化対策として温室効果ガスの削減等，地球環境の改善を推進する必要があります。

大気・水質・騒音・振動など典型７公害については，安全・安心な生活環境の確保に支障をき
たすため，国や都などと連携して対策に当たっていく必要があります。

空き家・空き地については近隣の生活環境の悪化を招く可能性があることから，適正管理，利
活用の促進を図る必要があります。

実
行
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施策の展開

・身の回りの緑や生きものを大切にします。
・エネルギーの節約（省エネ）を意識して生活をします。

自然環境の管理・保全の仕組みづくりと運用取組方針①

　『国分寺市環境基本計画』，『国分寺市緑の基本計画2011』等の運用，国分寺市湧水及び地下水の保全に関する
条例に基づく指導等により，緑や水の自然環境の管理・保全の仕組みづくりを行い，市民・事業者等と市が協
力して自然環境を管理・保全します。また，市内に残る自然環境を保全するため，現状把握に必要な調査や，
保全に関する協議などを市民・事業者等とともに進めます。

地球環境への配慮取組方針②

　地球温暖化対策のための温室効果ガス削減に向け，市が率先して環境配慮行動に取り組み，エネルギーの有
効利用，公共施設の省エネルギー化を図ります。また，太陽光発電などの再生可能エネルギーの導入促進に取
り組みます。加えて，環境教育・環境学習を充実し，環境保全に取り組む市民・事業者等を増やすことで，地
球温暖化対策を進めます。

公害防止による生活環境の保全取組方針③

　大気，水質，騒音・振動・臭気，ダイオキシン類（大気・土壌）の定期測定を実施し，基準を超過した場合は，
原因を調査し，管理者等に改善を促します。また，大気環境，騒音及び振動などが市民生活に与える影響を監
視するとともに，環境問題の解消に向けて，国や都と連携して取り組みます。

空き家・空き地対策取組方針④

　管理不全な空き家・空き地を減らすために，所有者等に対し適正管理を促します。また，空き家バンクの設
置等により，空き家・空き地の有効利用を促していきます。

関連する
個別計画

国分寺市環境基本計画 ［ 期間 ］ 平成26（2014）年度～平成35（2023）年度

国分寺市地球温暖化防止行動計画（市役所版） ［ 期間 ］ 平成31（2019）年度～2023年度

国分寺市緑の基本計画2011 ［ 期間 ］ 平成23（2011）年度～平成42（2030）年度

国分寺市住宅マスタープラン ［ 期間 ］ 平成29（2017）年度～平成38（2026）年度

計
画
名

国分寺環境まつり

実
行
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画
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中心事業① 事業名： 環境基本計画等事務事業（動植物調査） 関連する施策の展開…取組方針①

市内の動植物の生息・生育状況を調査し
ます。調査結果をもとに希少種の保護・
外来種への対策方針を定め，市民・事業

者・市が協力して生物多様性の保全のための活動
を行います。また，調査結果を公表し，環境学習
等に利用することで，市民が市内の自然環境に親
しみや関心が持てるようにします。

事業
内容

事業費
平成29年度 0円

平成30年度 0円

平成31年度 0円

平成32年度 6,837千円

４年間の総事業費 6,837千円

事業
目標

市内の動植物の生息・生育状況を調査し，生物多様性の保全を目指
します。

数値
目標

指標名

調査回数

指標の説明

動植物調査の回数（累計）

現状値

１回

H27

目標値

１回

H30

２回

H32

中心事業② 事業名： 環境基本計画等事務事業
（環境ひろば・環境シンポジウム） 関連する施策の展開…取組方針②

環境ひろばを開催し，環境に関する意見
の交換を行います。また，環境ひろばに
参加する市民・事業者等と協働で国分寺

まつりや環境シンポジウム等のイベントの参加・
開催を行い，環境保全に関するテーマで講演や情
報提供を行うことで，市民の環境に対する関心を
高め，自発的な環境保全の取組を広めます。

事業
内容

事業費
平成29年度 212千円

平成30年度 150千円

平成31年度 182千円

平成32年度 182千円

４年間の総事業費 726千円

事業
目標

市民・事業者等との協働により環境に関する啓発・情報発信を行う
ことで，自発的な環境保全の取組を行う市民を増やします。

数値
目標

指標名

環境シンポジウムの
内容に対する満足度

指標の説明

環境シンポジウム参加者アン
ケートの数値

現状値

82.8％

H27

目標値

86％

H30

88％

H32

実
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画
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中心事業③ 事業名： 公害調査・測定事業 関連する施策の展開…取組方針③

大気，水質，騒音・振動・臭気，ダイオ
キシン類（大気・土壌）の定期測定，環
境調査を実施します。環境変化の推移の

監視・適切な指導を行うことにより，公害を未然
に防止することで，環境の保全を図り，市民の安
全・安心な暮らしを確保します。

事業
内容

事業費
平成29年度 7,645千円

平成30年度 8,067千円

平成31年度 9,585千円

平成32年度 9,538千円

４年間の総事業費 34,835千円

事業
目標

大気や水質などの定期測定を実施し，環境変化の推移を監視すること
により，環境の保全を図り，市民の安全・安心な暮らしを確保します。

数値
目標

指標名

大気の環境基準
の達成状況

指標の説明

定期測定地点のうち，環境基
準値を達成している地点の割
合

現状値

100％

H27

目標値

100％

H30

100％

H32

中心事業④ 事業名： 空き家・空き地の利活用事業 関連する施策の展開…取組方針④

空き家バンクを設置し，所有者等から登
録の意向があった空き家を登録すること
により，自治会，市民団体，市民等から

の利用希望とのマッチングを行い，有効活用を促
します。

事業
内容

事業費
平成29年度 66千円

平成30年度 66千円

平成31年度 90千円

平成32年度 90千円

４年間の総事業費 312千円

事業
目標

空き家バンク＊1を設置し，空き家の所有者等と利用希望者の橋渡し
を行うことにより，空き家・空き地の有効活用を進めます。

数値
目標

指標名

空き家の利活用
件数

指標の説明

空き家バンクに登録している
物件のうち，実際に利活用さ
れている件数

現状値

―

目標値

１件

H30

２件

H32

用語
解説

＊1	 空き家バンク／ �空き家の賃貸，売買を希望する所有者が登録した情報を，空き家の利活用を希望する方に提供するシ
ステム。
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目指す姿
市民・事業者等と市がそれぞれの役割で協力し合いながら，ごみ
の排出抑制や分別処理を続けることにより，ごみの減量・資源化
が促進され，清潔で住みやすいまちとなっています。

指標名 指標の説明 現状値 目標値

１人１日当たり
ごみ排出量（※）

年間ごみ量÷人口÷年間日数

H27

428.1ｇ

H30

400.3ｇ

H32

削減

１人１日当たり
資源物収集量（※）

年間資源物量÷人口÷年間日数

H27

205.6ｇ

H30

217.8ｇ

H32

増加

ま
ち
づ
く
り
の
指
標

※�平成31年度の『国分寺市一般廃棄物処理基本計画』の策定時に，ごみの排出実績，直近の人口推計及び社会・経済情勢等を
踏まえ，排出量の将来予測を行うため，平成32年度の目標値は改めて設定します。

　国では循環型社会の形成と推進に向けて法制度の
整備・計画の策定を進めています。本市ではこれま
で，ごみの収集から処理までの過程で排出される温
室効果ガス（二酸化炭素等）を削減するため，また，
市の焼却施設や日の出町にある最終処分場等の稼働
の負担を軽減し，延命化を図るため，ごみの減量に
継続して取り組んできました。平成25（2013）年
４月からはごみの収集頻度を見直し，平成25（2013）
年６月からは家庭ごみの有料化を実施するなど，市
民・事業者等の協力を得て，着実にごみの減量・資

源化が進んでいる状況です。
　しかし，国分寺駅北口の再開発や大規模な共同住
宅の建設等に伴い，人口や事業者の増加が見込まれ，
ごみ量の増加も予想されます。このような状況下で，
今後も安定的なごみ処理を継続するためには，更な
るごみの減量・資源化に向けた取組が必要です。
　なお，平成32年度より，もやせるごみは，日野
市に建設する新可燃ごみ処理施設で，日野市・国分
寺市・小金井市の３市で共同処理を行う予定となっ
ています。

施策をとりまく現状

22 ごみ・リサイクル
環境対策課

担 当 課 ごみ減量推進課

主担当課

主な課題
現清掃センターの焼却・破砕処理施設の老朽化に伴い，安定稼働のための計画的な整備・補修
が必要です。

既存焼却炉への負担軽減，最終処分場の延命，日野市へのもやせるごみの搬入量の削減を図る
ため，更なるごみの減量が必要です。

ごみ量の増加を抑制し，環境と調和した循環型社会の形成を図るため，ごみの資源化の推進が
必要です。

事業系ごみの適正処理を図るため，処理にかかる手数料の見直しが必要です。

実
行
計
画
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施策の展開

・ごみの分別や減量に努めます。
・まちの美化に協力します。

ごみ・資源物の安定的かつ効率的な処理取組方針①

　平成32年度より，もやせるごみは，３市共同の可燃ごみ処理施設で処理を行う予定となっていますが，もや
せないごみ，粗大ごみ，有害ごみ及び資源物については，市で処理を継続する必要があります。このため，３
市共同処理実現後に現清掃センターの焼却･破砕処理施設を適切に解体し，跡地に（仮称）リサイクルセンター
の整備を進め，安定的かつ効率的なごみの処理及び資源化率の向上を図ります。

ごみの減量化の推進取組方針②

　『ごみ減量化・資源化行動実施計画』に定めている，「生ごみ水きり（ひとしぼり），プラス天日干し」，「家庭
用生ごみ処理機の購入促進」，「生ごみ・せん定枝の有効活用」，「紙類・衣類・資源プラスチックの分別の周知」，
「陶磁器・金物類・小型家電の拠点収集事業の周知」，「食品ごみ（フードロス）の発生抑制の啓発」，「ごみの
減量についての啓発」等の取組を推進し，ごみの減量を図ります。

ごみの資源化の推進取組方針③

　『ごみ減量化・資源化行動実施計画』に定めている，「生ごみ・せん定枝たい肥化事業の充実」，「紙類・衣類・
資源プラスチックの分別の周知」，「陶磁器・金物類・小型家電の拠点収集事業の周知」，「靴・かばん・ベルト・
ぬいぐるみ・食用油の拠点収集の拡充」，「分別による資源化についての啓発」等の取組を推進し，ごみの資源
化を図ります。

事業系廃棄物の適正処理取組方針④

　廃棄物処理法では，事業者は事業系ごみを自らの責任で適正に処理しなければならないと定められています。
そのため，清掃センターに持ち込まれる事業系ごみについては，搬入検査を強化し，分別を徹底させ，ごみの
更なる減量・資源化を求めていきます。また，事業系ごみの処理手数料については，もやせるごみの共同処理
を行う日野市，小金井市とも協議の上，手数料の見直しを図っていきます。

関連する
個別計画

国分寺市一般廃棄物処理基本計画 ［ 期間 ］ 平成31（2019）年度～平成40（2028）年度計
画
名

国分寺市廃棄物減量等推進委員会の活動（国分寺まつり）

実
行
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画
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中心事業① 事業名： （仮称）リサイクルセンター建設事業 関連する施策の展開…取組方針①

現清掃センターの跡地に破砕処理機能や
資源物の保管機能を備えた（仮称）リサ
イクルセンターを整備します。（仮称）

リサイクルセンターでは，施設の見学を通して，
市民に環境問題やごみ減量等に関する体験型の啓
発を行うなど，情報発信も行っていきます。

事業
内容

事業費
平成29年度 9,558千円

平成30年度 4,104千円

平成31年度 19,151千円

平成32年度 4,708千円

４年間の総事業費 37,521千円

事業
目標

循環型社会を形成するため，最新の技術動向を考慮し，資源化率の
向上につながる（仮称）リサイクルセンターを整備します。

数値
目標

指標名

（仮称）リサイクル
センター整備状況

指標の説明

整備着工までの準備

現状値

清掃センター跡
地に建設を決定

H27

目標値

生活環境影響
調査の完了

H30

ダイオキシン類・
土壌汚染調査の 

完了

H32

中心事業② 事業名： ごみ減量推進事業 関連する施策の展開…取組方針②

生ごみの水きりや，ごみと資源物（紙
類・衣類・プラスチック等）との分別の
徹底など，ごみの減量につながる取組を

推進するため，市報・ホームページ・イベントな
どで市民への啓発を行います。

事業
内容

事業費
平成29年度 18,272千円

平成30年度 11,929千円

平成31年度 20,612千円

平成32年度 16,235千円

４年間の総事業費 67,048千円

事業
目標

家庭ごみの分別を徹底し，もやせるごみ・もやせないごみの減量を
図ります。

数値
目標

指標名

年間排出量（ｔ）

指標の説明

ごみ＋資源物総量（年間）

現状値

27,910 t

H27

　　目標値（※）

26,922 t

H30

削減

H32

※�平成31年度の『国分寺市一般廃棄物処理基本計画』の策定時に，ごみの排出実績，直近の人口推計及び社会・経済情勢等を踏まえ，
排出量の将来予測を行うため，平成32年度の目標値は改めて設定します。
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中心事業④ 事業名： 事業系ごみ収集事業 関連する施策の展開…取組方針④

事業系一般廃棄物収集運搬許可業者に対
し，搬入検査を実施し，第三者機関で組
成分析をすることで，事業者による分

別・資源化の徹底を図ります。また，事業系ごみ
の処理手数料の見直しを行い，ごみ排出量の削減
を促します。

事業
内容

事業費
平成29年度 1,259千円

平成30年度 1,253千円

平成31年度 1,399千円

平成32年度 1,399千円

４年間の総事業費 5,310千円

事業
目標

事業系ごみの排出抑制・資源化・再利用を促進するとともに，排出
事業者負担の公平性を確保します。

数値
目標

指標名

搬入検査

指標の説明

検査回数

現状値

23回

H27

目標値

36回

H30

36回

H32

中心事業③ 事業名： ごみの資源化及び再利用推進事業 関連する施策の展開…取組方針③

生ごみ・せん定枝のたい肥化や，陶磁
器・金物類・小型家電等の拠点収集な
ど，ごみの資源化につながる取組を推進

するため，市報・ホームページ・イベントなどで
市民への啓発を行います。

事業
内容

事業費
平成29年度 78,671千円

平成30年度 71,392千円

平成31年度 84,543千円

平成32年度 61,607千円

４年間の総事業費 296,213千円

事業
目標

環境と調和した循環型社会の形成を目指し，ごみの資源化の拡充と
資源の有効活用・再利用を推進します。

数値
目標

指標名

資源化率（％）

指標の説明

（資源物量+集団回収量）÷
（ごみ・資源物量+集団回収
量）

現状値

38.1 %

H27

　　目標値（※）

41.1％

H30

増加

H32

※�平成31年度の『国分寺市一般廃棄物処理基本計画』の策定時に，ごみの排出実績，直近の人口推計及び社会・経済情勢等を踏まえ，
排出量の将来予測を行うため，平成32年度の目標値は改めて設定します。
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行
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目指す姿
鉄道駅周辺や史跡周辺，大規模公園等を中心とした一帯における拠点の
整備が進み，まちに活気があります。また，快適で利便性の高い都市生
活を営むことができ，誰もが安全・快適に暮らすことができています。

指標名 指標の説明 現状値 目標値

市内の駅の１日平均
の乗車人員・乗降
客数

１日平均の乗車人員＊1（JR国分寺駅＋JR
西国分寺駅）＋１日平均の乗降人員＊2（西
武国分寺駅＋西武恋ヶ窪駅）

H27

271,083人

H29

275,365人

H31

279,647人

市街地整備の推進に
対する満足度

市民アンケートの数値

H28

14.0％

H30

19.5％

H32

25％

ま
ち
づ
く
り
の
指
標

　人口減少が今後加速度的に進むことにより，消
費・経済力の低下が招かれ，日本の経済社会に対し
て大きな負荷となることが予想されています。本市
においても，将来的には人口減少に転じると推計し
ています。これらの状況を踏まえて，『国分寺市ま
ち・ひと・しごと創生総合戦略』や『国分寺市都市
計画マスタープラン』を策定し，地域の実情に応じ
た目標や基本的方向，取組をまとめ，国分寺のまち

づくりを進めています。
　鉄道駅周辺については，国分寺駅北口において，
再開発事業と都市計画道路の整備等の市街地整備を
進めています。また，史跡周辺では，史跡保存整備
事業を進めています。今後，人口減少時代，超高齢
化社会を迎えるに当たり，国分寺のまちづくりにつ
いても，成熟した社会における都市基盤のあり方を
検討し，実現していくことが求められます。

施策をとりまく現状

23 市街地整備
まちづくり計画課

担 当 課 まちづくり推進課
駅周辺整備課
道路管理課

主担当課

主な課題

鉄道駅周辺等の拠点の整備やバリアフリー化の推進が必要です。

自然環境と住環境の調和と地域の利便性向上のため，都市計画道路整備に合わせた沿道まちづ
くりの検討が必要です。

安全，快適に暮らしやすいまちを形成するため，良好な住環境の形成が必要です。

活気ある暮らしやすいまちを形成するため，まちづくりに関する計画等に基づく事業の推進が
必要です。

実
行
計
画
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用語
解説

＊1	 乗車人員／各駅で販売された乗車券の枚数を基に集計した人員。１日平均で表している。

＊2	 乗降人員／ �駅において改札を通過した人員，あるいは異なる鉄道事業者の路線へ乗り通した人員。１
日平均で表している。

施策の展開

・地域情報の提供に努めます。
・まちづくりに関する懇談会等の参加に努めます。
・各種事業等の情報把握に努めます。

拠点整備の推進取組方針①

　駅，史跡，大規模公園等を中心とした一帯において，まちの資源や立地条件をいかしながら，国分寺の魅力を育
み，まちづくり，地域活動等の中心となるゾーンの整備を進めます。このうち，鉄道駅（国分寺駅，西国分寺駅，国
立駅，恋ヶ窪駅）周辺や史跡周辺等においては，拠点の整備を推進し，まちの魅力の発掘・発信により，交流人口の
獲得を目指すとともに定住化を促進します。また，誰もが利用しやすいまちなみの形成につなげるため，鉄道駅周辺
等のバリアフリー化を推進し，西国分寺駅東口の開設についても，駅の乗降客数の増加など今後の周辺の状況変化
を踏まえて，安全で快適な駅利用の研究を進めていきます。

都市計画道路沿道のまちづくりの推進取組方針②

　『東京における都市計画道路の整備方針（第四次事業化計画）』に位置付けた優先的に整備すべき都市計画道
路の整備を推進するとともに，都市計画道路沿道のまちづくりを進めます。

暮らしやすいまちの形成に向けたまちづくりの推進取組方針③

　良好な住環境の形成に資するよう，都市計画法や国分寺市まちづくり条例に基づき，市民と行政の協働で，
地域特性に応じた地域のルールづくりを進めます。また，『国分寺市都市計画マスタープラン』等のまちづくり
に関する計画等に位置づけられた各施策を進めるため，各種計画の適切な管理と見直しを行います。
　また，土地の最も基礎的な情報である地籍を明らかにすることが，土地取引の円滑化，まちづくり等に係る
行政手続の効率化等につながることから，地籍調査事業を推進します。

関連する
個別計画

東京における都市計画道路の整備方針（第四次事業化計画） ［ 期間 ］ 平成28（2016）年度～平成37（2025）年度

国分寺市都市計画マスタープラン ［ 期間 ］ 平成27（2015）年度～おおむね20年後

国分寺市住宅マスタープラン ［ 期間 ］ 平成29（2017）年度～平成38（2026）年度

国分寺市まち・ひと・しごと創生総合戦略 ［ 期間 ］ 平成27（2015）年度～平成31（2019）年度

国分寺駅周辺地区まちづくり構想 ［ 期間 ］ ―

計
画
名

実
行
計
画
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中心事業① 事業名： 国分寺駅北口再開発事業 関連する施策の展開…取組方針①

都市交通の改善と快適な公共空間を確保するた
め，交通広場等の整備を行うとともに，国分寺駅
に直結する東西２棟の再開発ビルを建設します。

この再開発ビルは，住宅，商業施設及び公益施設といった
都市機能を複合的に集積したビルです。再開発事業の完了
により，交通の結節点の機能の充実と商業振興，定住と交流
の促進に寄与する快適な都市空間とにぎわいを創出します。

事業
内容

事業費
平成29年度 856,145千円

平成30年度 499,757千円

平成31年度 193,764千円

平成32年度 0円

４年間の総事業費 1,549,666千円

事業
目標

国分寺のランドマークとしてふさわしい都市景観と都市機能の創出を図
ります。

数値
目標

指標名

国分寺駅北口再開
発事業費執行率

指標の説明

全体事業費のうち，執行済事
業費の割合

現状値

約72％

H27

目標値

約98％

H30

100％

H32

中心事業② 事業名： 西国分寺駅北口地区周辺まちづくり推進事業 関連する施策の展開…取組方針①

西国分寺駅北口駅前の広場・道路等の整
備や，駅に近い便利な立地をいかした土
地の有効利用の実現と，その周辺の住宅

地における良好な住環境の維持に向けたまちづく
り計画を策定します。これにより，都市生活・文
化交流の拠点の形成に資するまちづくりを推進し
ます。

事業
内容

事業費
平成29年度 4,018千円

平成30年度 4,418千円

平成31年度 1,136千円

平成32年度 0円

４年間の総事業費 9,572千円

事業
目標

西国分寺駅北口駅前やその周辺における立地特性をいかしたまちな
みの形成を図り，魅力ある都市生活をもたらす拠点を目指します。

数値
目標

指標名

まちづくり計画
策定件数

指標の説明

―

現状値

―

目標値

０件
（計画検討）

H30

１件
（計画策定）

H32

実
行
計
画
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中心事業③ 事業名： 国３・４・11号線周辺まちづくり推進事業 関連する施策の展開…取組方針②

国分寺街道及び国３・４・11号線周辺
地区における地域の特性をいかした，ま
ちづくり計画を策定します。これにより，

良好な沿道環境の形成をはじめ，災害に強いまち
なみや沿道のにぎわい，安心して歩ける歩行空間
の創出などに寄与するまちづくりを推進します。

事業
内容

事業費
平成29年度 4,537千円

平成30年度 5,003千円

平成31年度 1,159千円

平成32年度 0円

４年間の総事業費 10,699千円

事業
目標

「国３・４・11号線周辺まちづくりの方向性＊1」に示すまちの将来像の実現に向け，安全・
安心で住みやすい住宅環境の形成や，安心して買い物が楽しめる空間の創出を図ります。

数値
目標

指標名

まちづくり計画
策定件数

指標の説明

―

現状値

―

目標値

０件
（計画検討）

H30

１件
（計画策定）

H32

中心事業④ 事業名： 都市計画法及びまちづくり条例の運用事業 関連する施策の展開…取組方針③

『国分寺市都市計画マスタープラン』等のまちづくり
に関する計画の各施策について，都市計画制度を活
用した地域のルールづくりを検討します。また，国分

寺市まちづくり条例に基づき，まちづくりに取り組む市民等の活
動に対しては，コンサルタントの派遣や活動費の助成等の支援を
行い，地域のまちづくりのルールの策定等，協働のまちづくりを
促進するとともに，地域と共生する開発事業の誘導を図ります。

事業
内容

事業費
平成29年度 37,789千円

平成30年度 21,924千円

平成31年度 21,978千円

平成32年度 0円

４年間の総事業費 81,691千円

事業
目標

地域の特性をいかした市民主体のまちづくりとして，計画的な土地
利用や良好な居住環境の創出を推進します。

数値
目標

指標名

都市計画制度の
活用件数

指標の説明

土地利用計画の見直し件数

現状値

―

目標値

５件

H30

７件

H32

用語
解説

＊1	 国３・４・11号線周辺まちづくりの方向性／ �国３・４・11号線の沿道や周辺地域の目指すべきまちの将来像をエ
リアごとに定めた方針。

実
行
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画
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目指す姿
交通ルールやマナーを遵守するための啓発活動や施設等整備を行
うことにより，誰もが安全で安心な交通環境が整っています。

指標名 指標の説明 現状値 目標値

交通事故発生件数 市内の1月～12月の交通事故の発生件数

H28

206件/年

H30

180件/年

H32

150件/年

市内の自転車利用者の運
転・駐車マナーが守られて
いると感じる市民の割合

市民アンケートの数値

H28

20％

H30

35％

H32

50％

ま
ち
づ
く
り
の
指
標

　都内における交通事故発生件数は，平成25（2013）
年の42,041件から平成28（2016）年には32,412件
と減少しているものの，32,412件のうち，自転車が
関与している事故は10,417件（約32％）を占めて
います。
　一方で，市内における交通事故発生件数は，平成
25（2013）年の306件から平成28（2016）年の206
件と，都内同様に減少していますが，206件のうち，
自転車が関与している事故は88件（約43％）を占め，
これは都内で６番目に高い比率となっています。
　したがって，自転車運転マナーの啓発や，事故に
遭いやすい高齢者に対する交通安全情報の周知等，

今後更なる啓発活動が求められます。
　さらに，放置自転車対策としては，自転車利用者
へのマナー啓発を行うとともに，放置自転車への警
告票の貼付及び撤去を行っています。また，放置自
転車対策の一つとして，自転車駐車場の収容台数も
課題となっています。国分寺駅北口周辺の自転車駐
車場の収容台数は再開発事業開始前に比べ約500台
減少している状況です。そのため，国分寺駅北口地
下自転車駐車場整備事業を進めています。
　交通安全施設については，交差点等の危険箇所
を知らせる注意喚起の表示や街灯のLED灯への交換
等，ハード面での対策が不十分な状態です。

施策をとりまく現状

24 交通安全
交通対策課

担 当 課 駅周辺整備課
道路管理課

主担当課

主な課題

市民が交通事故に遭わないように，交通安全に関する意識を向上する必要があります。

駅周辺の安全な交通環境を整備するために，必要な自転車等駐車場の収容台数を確保する必要
があります。

放置自転車をなくすために，自転車利用者への駐車マナーの啓発が必要です。

安全な交通環境を維持するために，交通安全施設を適切に管理することが必要です。 

実
行
計
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施策の展開

・交通ルールやマナーを遵守します。
・通学路の見守り等の交通ボランティアに参加します。

交通安全意識の向上取組方針①

　市民が交通事故に遭わないように，市民に対し交通安全に関する情報を発信します。また，市民の交通安全
意識を高めるため，啓発活動や，警察署等の関係機関との連携を進めます。
　さらに，交通安全対策に関し，総合的かつ重点的な推進を図るため，平成29年度には，交通安全計画を策定し，
策定後はこれに基づく取組を計画的に推進します。

駅周辺の安全な自転車利用環境の整備取組方針②

　国分寺駅北口周辺の自転車駐車場の収容台数について，『国分寺駅周辺地区まちづくり構想』に示されている
約6,000台の収容台数を確保し，再開発事業の進捗にあわせ，関係機関との綿密な連携を図り，約3,000台の収
容能力を持つ自転車駐車場を整備します。
　また，自転車利用者のマナーの向上を図り，放置自転車をなくすため，放置防止指導や放置自転車への警告
票の貼付及び撤去を実施します。さらに，常習的に自転車が放置される道路には，バリケードの設置や指導員
の配置等を行い，自転車を放置させないための対策を強化します。

交通安全施設の整備及び維持管理取組方針③

　安全で安心な交通環境を確保し，交通事故を防止するために，交通安全施設（照明灯・街灯・道路反射鏡・
道路区画線等）を適切に設置し，維持管理を行います。
　具体的には，照明灯・街灯を維持管理がしやすいLED灯へ継続的に切り替えていきます。また，交通事故防止
のための道路反射鏡を設置し，併せて，交通危険箇所やスクールゾーン入口に注意喚起のためのカラー舗装を
行います。

関連する
個別計画

国分寺市都市計画マスタープラン ［ 期間 ］ 平成27（2015）年度～おおむね20年後

国分寺駅周辺地区まちづくり構想 ［ 期間 ］ ―

計
画
名

自転車交通安全教室

実
行
計
画
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中心事業① 事業名： 交通安全啓発推進事業 関連する施策の展開…取組方針①

警察署等の関係機関と連携し，交通安全
運動市民のつどいや，自転車の乗り方等
を学べる交通安全教室等を実施します。

また，平成29年度には，交通安全計画を策定し，
策定後は，これに基づく取組を計画的に推進しま
す。

事業
内容

事業費
平成29年度 10,860千円

平成30年度 4,353千円

平成31年度 3,682千円

平成32年度 13,757千円

４年間の総事業費 32,652千円

事業
目標 市内での交通事故を削減するため，市民の交通安全意識を高めます。

数値
目標

指標名

交通安全教室及び
交通安全啓発イベ
ントの実施回数

指標の説明

交通安全教室・交通安全市民
のつどい等のイベントの実施
回数

現状値

４回

H28

目標値

６回

H30

８回

H32

中心事業② 事業名： 国分寺駅北口周辺自転車駐車場整備事業 関連する施策の展開…取組方針②

国分寺駅北口周辺地区に分散設置されて
いる各自転車駐車場を駅北口の交通広場
地下に集約整備することにより，自転車

利用者の利便性の向上を図るとともに，放置自転
車対策として歩行者の安全性の確保を図ります。

事業
内容

事業費
平成29年度 227,840千円

平成30年度 0円

平成31年度 1,500,431千円

平成32年度 0円

４年間の総事業費 1,728,271千円

事業
目標

国分寺駅北口周辺地区の自転車駐車場を集約して整備し，歩行者の
安全確保を図ります。

数値
目標

指標名

国分寺駅北口周
辺の自転車駐車
場の収容台数

指標の説明

―

現状値

5,500台

H28

目標値

5,500台

H30

6,000台

H32

実
行
計
画
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中心事業③ 事業名： 放置自転車防止指導・撤去事業 関連する施策の展開…取組方針②

自転車利用者への駐車マナーの啓発や駅
周辺の放置自転車への警告票の貼付及び
撤去を行います。また，常習的に自転車

が放置される道路には，バリケードの設置や指導
員の配置等を実施します。

事業
内容

事業費
平成29年度 25,873千円

平成30年度 94,920千円

平成31年度 29,003千円

平成32年度 29,262千円

４年間の総事業費 179,058千円

事業
目標

駅周辺の自転車利用者の駐車マナーが守られ，放置自転車のない状
態を目指します。

数値
目標

指標名

1日当たりの市内放置
自転車平均警告件数

指標の説明

―

現状値

261件

H27

目標値

210件

H30

170件

H32

中心事業④ 事業名： 交通安全施設整備事業 関連する施策の展開…取組方針③

街灯・照明灯のLED化や，スクールゾー
ン入口，交差点などの交通危険箇所のカ
ラー舗装化など，交通安全施設の整備を

継続的に行います。

事業
内容

事業費
平成29年度 84,556千円

平成30年度 65,899千円

平成31年度 103,012千円

平成32年度 106,661千円

４年間の総事業費 360,128千円

事業
目標 交通危険箇所の解消を目指します。

数値
目標

指標名

市所有水銀灯・街灯
のLED灯への切替割合

指標の説明

水銀灯1,736基・蛍光灯1,828
基（平成28年度現在）のうち，
LED灯へ切り替えた割合

現状値

水銀灯16％
蛍光灯30％

H27

目標値

水銀灯60％
蛍光灯80％

H30

水銀灯100％
蛍光灯100％

H32

実
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目指す姿
都市計画道路をはじめとした幹線道路等の整備や適切な道路改修
により，市民が利用しやすい，安全で快適な道路の整備が進んで
います。

指標名 指標の説明 現状値 目標値

市の道路が市内外や
拠点へアクセスしやす
いと感じる市民の割合

市民アンケートの数値

H28

31％

H30

32.8％

H32

42％

安全で快適な道路環
境が確保されている
と感じる市民の割合

市民アンケートの数値

H28

15.9％

H30

19.8％

H32

23.7％

ま
ち
づ
く
り
の
指
標

　国では，道路・港湾等の個別分野ごとに交付して
いた従前の補助金制度を変更し，原則一括して交付
する「社会資本整備総合交付金」や，老朽化対策，
生活空間の安全確保等を支援する「防災・安全交付
金」を創設しました。これらにより，地方自治体の
道路整備等に関して，地域の課題に応じた柔軟な対
応や，老朽化・防災対策等を計画的に行える環境が
整いつつあります。一方，本市においては，都市計
画道路の整備率が約22％（平成25年度末時点）と
都内市区町村で２番目に低い状況です。そのため，
通過交通が生活道路に流入し，歩行者や自転車，自

動車等が安全で快適に利用できる道路環境が十分に
確保されているとは言えず，災害時における緊急車
両の通行確保等を含め，課題があります。
　本市はこれまでに，日吉町交差点をはじめとする
交差点改良や，国分寺駅北口と国分寺街道を結ぶ市
道幹４号線において歩道設置や無電柱化を行うな
ど，安全で快適な道路環境の整備に取り組んできま
した。今後も都市計画道路の整備を中心に，各計画
等に基づき，より一層道路整備の取組を加速させて
いくことが必要です。

施策をとりまく現状

主な課題
広域的な交通や拠点間の交通を適切に処理するため，市内の道路ネットワークを形成する都市
計画道路の整備が求められるとともに，防災機能を強化すること等も求められます。

身近な道路は幅員が狭く，行き止まり道路や車両のすれ違いができない区間等が多く存在します。そ
のため，幹線道路で囲まれた生活圏では，通過交通を抑制し，歩行者中心の道路整備が求められます。

市民が快適な日常を過ごし，また，まちの安全性や快適性を維持していくためにも，道路，橋りょ
う等の既存ストックについて定期的な点検を行い，適切に維持管理することが求められます。

25 道路
建設事業課

担 当 課 まちづくり計画課
道路管理課

主担当課
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用語
解説

＊1	 道路ストック総点検／ �道路ストックとは，橋りょう，トンネル，舗装，照明灯，歩道橋等の道路構
造物をいい，それらに対する点検。

施策の展開

・事業説明会等への参加に努め，理解を深めていきます。
・各種工事への協力に努めます。

自動車交通を円滑に処理することのできる道路ネットワークの確立取組方針①

　都市計画道路は，多様な機能を有する都市を形成する最も基本的な基盤施設です。また，避難・救援路とし
て，防災性の観点からも極めて重要な施設と言えます。都市計画道路の整備を着実に進め，計画的かつ効率的
に道路ネットワークを形成することで，自動車交通の円滑化を図るとともに，快適な都市空間の創出及び防災
性の向上を図ります。

安全・快適に歩くことのできる道路ネットワークの確立取組方針②

　都市計画道路の整備と併せ，幹線道路，生活道路等を含めた市内全域の道路に関し，自動車交通の円滑な処
理や歩行者や自転車，自動車等がともに安全で快適に通行できるよう，各道路の役割や交通状況等に応じた計
画的かつ段階的な整備を推進します。

道路ストック及び橋りょうの適切な維持管理取組方針③

　国分寺市道路ストック総点検＊1事業により，市内の緊急輸送道路，主な橋りょう等について，点検，診断を
５年ごとに行います。併せて，『国分寺市橋りょう長寿命化修繕計画』により，市内すべての橋りょうの点検，
診断を５年ごとに行います。それらの結果を受けて，道路施設の崩落，倒壊，落下による道路利用者等への被
害を未然に防止するため，道路の改修及び橋りょうの修繕を計画的に行います。

関連する
個別計画

東京における都市計画道路の整備方針（第四次事業化計画）［ 期間 ］ 平成28（2016）年度～平成37（2025）年度

国分寺市都市計画マスタープラン ［ 期間 ］ 平成27（2015）年度〜おおむね20年後

国分寺駅周辺地区まちづくり構想 ［ 期間 ］ ―

国分寺市橋りょう長寿命化修繕計画 ［ 期間 ］ 平成21（2009）年度～平成30（2018）年度

計
画
名

国３・４・５号線

実
行
計
画
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中心事業① 事業名： 国３・４・12号線整備事業 関連する施策の展開…取組方針①

高度な防災都市の実現及び地域のまちづく
りへの貢献の視点から，『東京における都
市計画道路の整備方針（第四次事業化計

画）』に基づき，国３・４・12号線（延長約335m）
の整備を推進します。また，本都市計画道路の整備
に当たっては，無電柱化，道路のバリアフリー化及
び自転車通行空間の確保を同時に推進していきます。

事業
内容

事業費
平成29年度 92,785千円

平成30年度 67,107千円

平成31年度 194,647千円

平成32年度 3,357,645千円

４年間の総事業費 3,712,184千円

事業
目標

国３・４・12号線（国分寺駅北口再開発事業区域境～熊野神社通り）を整備することで，国分寺駅北口へのアクセス
性の向上を図るとともに，周辺地域の安全性の向上，快適な都市空間の創出及び周辺地域の防災性の向上を図ります。

数値
目標

指標名

国 ３・ ４・12
号線の整備

指標の説明

国３・４・12号線の整備状況

現状値

測量

H27

目標値

用地取得

H30

用地取得
道路工事

H32

中心事業② 事業名： 国３・４・１号線整備事業 関連する施策の展開…取組方針①

高度な防災都市の実現及び地域のまちづく
りへの貢献の視点から，『東京における都市
計画道路の整備方針（第四次事業化計画）』

に基づき，国分寺街道と国３・４・11号線をつなぐ
役割として，国３・４・１号線（延長約80m）を事
業化し，整備を推進します。また，本都市計画道路
の整備に当たっては，都と連携して進めていきます。

事業
内容

事業費
平成29年度 6,480千円

平成30年度 11,877千円

平成31年度 15,940千円

平成32年度 71,665千円

４年間の総事業費 105,962千円

事業
目標

国３・４・11号線（都施行）と並行する国分寺街道をつなぐ役割を担う国
３・４・１号線を整備することで，周辺地域の交通の円滑化を図ります。

数値
目標

指標名

国３・４・１号
線の整備

指標の説明

国３・４・１号線の整備状況

現状値

―

目標値

設計・測量

H30

用地取得

H32

実
行
計
画
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中心事業③ 事業名： 道路・交通網計画策定事業 関連する施策の展開…取組方針②

市内全域における道路の現状と課題を把
握し，都市計画道路の事業化を含め，主
要幹線道路や生活道路等の改修，交差点

改良，バリアフリーへの対応等，道路・交通網に
関する総合的な計画を策定します。これにより，
計画的かつ段階的な道路整備を推進します。

事業
内容

事業費
平成29年度 0円

平成30年度 0円

平成31年度 14,696千円

平成32年度 9,944千円

４年間の総事業費 24,640千円

事業
目標

道路・交通網に関する総合的な計画を策定することで，計画的かつ
効率的に道路整備を進めます。

数値
目標

指標名

（仮称）道路・交
通網計画の策定

指標の説明

計画策定の有無

現状値

―

目標値

検討

H30

策定

H32

中心事業④ 事業名： 道路・橋りょうの維持管理事業 関連する施策の展開…取組方針③

市内の道路・橋りょうは老朽化が進み，安全性の低下
が懸念されています。そのため，「国分寺市道路ストッ
ク総点検事業」及び『国分寺市橋りょう長寿命化修繕

計画』に基づき，適切に点検，診断を実施します。また，道路施
設の崩落，倒壊，落下による道路利用者等への被害を未然に防止
するため，計画的に道路・橋りょうの修繕を進めます。併せて道
路の役割や交通状況，老朽化等に応じ，計画的に改修を行います。

事業
内容

　　事業費（※2）
平成29年度 319,458千円

平成30年度 283,383千円

平成31年度 1,036,555千円

平成32年度 527,302千円

４年間の総事業費 2,166,698千円

事業
目標 老朽化等が進む道路や橋りょうの安全性の確保を目指します。

数値
目標

指標名

全19橋のうち，老朽化と
診断された橋りょう（判定
区分Ⅲ・Ⅳ）の対応残数

指標の説明

判定区分Ⅲ・Ⅳと診断された
橋りょうのうち，未対応と
なっている橋りょうの残数

現状値

４橋

H27

　　目標値（※1）

０橋

H30

点検，診断
結果による

H32

※1�平成31年度に国分寺市道路ストック総点検事業及び『国分寺市橋りょう長寿命化修繕計画』に基づく橋りょうの点検，診断を実施
し，その判定結果を踏まえ，平成32年度の目標値は改めて設定します。

※2��平成31年度に国分寺市道路ストック総点検事業及び『国分寺市橋りょう長寿命化修繕計画』に基づく橋りょうの点検，診断を実施し，その判定結果を
踏まえ，平成32年度の事業費は改めて設定します。
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目指す姿
下水道施設の整備と適切な維持管理が行われ，安全・安心で衛生
的な環境が保たれています。

指標名 指標の説明 現状値 目標値

下水道施設耐震化率 耐震化延長／全管路延長

H27

94.1％

H30

98.4％

H32

98.7％

ま
ち
づ
く
り
の
指
標

　平成23（2011）年に発生した東日本大震災時，被
災地では液状化によりマンホールが浮上し，下水の
流下や道路交通を妨げる問題が発生しました。今後，
発生が予想される首都直下地震を想定した対策を立
てる必要があります。
　本市では，平成25年度まで『国分寺市下水道緊
急地震対策計画』に基づく取組を実施し，平成26
年度からはそれを引き継ぐかたちで，『国分寺市公
共下水道総合地震対策計画』のもと，下水道施設の
耐震化を図ってきました。平成30年度には，本計

画に位置付けられた緊急輸送路下の管路＊1及び避難
施設までの管路の地震対策が完了する予定です。
　また，下水道管路施設の老朽化等に起因した日常
生活に重大な影響を及ぼす事故発生等を未然に防止
するため，予防保全型管理＊2を行うとともに，長寿
命化対策を含めた計画的な改築を推進する必要があ
ります。そのほか市では，河川への未処理下水の放
流量を削減し，水質を改善するため，浸透施設＊3（ま
す・トレンチ等）の設置を行っています。

施策をとりまく現状

主な課題
下水道施設の老朽化が進んでいるため，耐震化や予防保全型管理を含めた計画的な改築を行い，
施設の長寿命化を図る必要があります。

雨天時の未処理下水の河川放流を防ぐため，雨水浸透施設の設置を継続し，放流先である河川
の水質を更に改善していく必要があります。

26 下水道
下水道課主担当課

実
行
計
画
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用語
解説

＊1	 緊急輸送路下の管路／ �災害時に緊急輸送を行う道路に埋設されている下水道管。

＊2	 予防保全型管理／ �老朽化具合を把握し，効率的な補修を行うことで破損を未然防止する管理方法。

＊3	 浸透施設／ �雨水を下水道に流入させずに地中に浸み込ませる施設。

施策の展開

・下水道に関する広報イベント等へ参加します。
・下水道事業への理解を深めます。

下水道施設の計画的な維持管理取組方針①

　下水道施設耐震化のため，平成26年度に策定した『国分寺市公共下水道総合地震対策計画』に基づき，平成
30年度まで緊急輸送路下のマンホールの浮上抑制工事を行うことで，緊急時の交通を確保します。平成31年度
以降は，施設の長寿命化計画に組み込む形で耐震化を行っていきます。
　また，より効率的で経済的な予防保全型管理を行うために，新たな計画を策定し，それに基づいて維持管理
を行っていきます。

雨水への対策取組方針②

　下水道には，雨水を街から排除する役割もあります。しかし，処理場の処理能力を超える雨が流れ込んだ場
合，処理しきれない汚水が河川に放流され，河川の水質悪化につながります。そこで雨水浸透施設を設置し，
雨水の下水道への流入を抑制し，河川の水質改善を図っていきます。具体的には，宅地への雨水浸透ますの公
費設置及び開発事業等での浸透施設設置を指導し，雨水への対策を進めていきます。

関連する
個別計画

国分寺市公共下水道ストックマネジメント実施方針 ［ 期間 ］ 平成31（2019）年度～平成59（2047）年度
計
画
名

国分寺市制施行50周年記念マンホール（市の鳥カワセミ）
（姿見の池緑地内及び市役所付近）

実
行
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中心事業① 事業名： 予防保全型管理・長寿命化対策事業 関連する施策の展開…取組方針①

下水道の管路は，布設後30年を経過す
る頃から破損の可能性が増すと言われて
います。その対策として，平成30年度

を目途に『公共下水道施設予防保全及び長寿命化
改修計画』を策定し，計画に基づき市内の管路を
調査した上で，工事を行っていきます。

事業
内容

　　事業費（※2）
平成29年度 0円

平成30年度 23,894千円

平成31年度 29,154千円

平成32年度 51,302千円

４年間の総事業費 104,350千円

事業
目標

管理施設の老朽化等に起因した事故発生等を未然に防止するため，
下水道施設の予防保全と長寿命化を行います。

数値
目標

指標名

予防保全型管理・長
寿命化のための施設
状況調査完了割合

指標の説明

30年経過管のうち，調査を
完了した割合

現状値

―

目標値（※1）

０％

H30

40％

H32

中心事業② 事業名： 下水道施設耐震化事業 関連する施策の展開…取組方針①

震災時に道路交通や下水の流下を阻害す
る原因となるマンホールの浮上を防ぐた
め，災害時緊急輸送路下と避難施設下流

域のマンホールの浮上対策を行います。

事業
内容

事業費
平成29年度 40,857千円

平成30年度 11,459千円

平成31年度 0円

平成32年度 0円

４年間の総事業費 52,316千円

事業
目標

下水道施設の耐震化を図り，災害時に道路交通や下水の流下を確保
します。

数値
目標

指標名

耐震化完了割合

指標の説明

耐震化対象の管路のうち，耐
震化を完了した割合

現状値

12.6％

H27

目標値

76％

H30

80％

H32

※1�平成30年度に予定する『（仮称）国分寺市公共下水道施設予防保全及び長寿命化改修計画』の策定時に，下水道施設の調査を実施し，
その調査結果を踏まえ対象延長及び予定延長の整理を行うため，平成32年度の目標値は改めて設定します。 

※2�平成30年度に予定する『（仮称）国分寺市公共下水道施設予防保全及び長寿命化改修計画』の策定時に，下水道施設の調査を実施し，その調査結果を
踏まえ対象延長及び予定延長の整理を行うため，平成31年度以降の事業費は改めて設定します。
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中心事業③ 事業名： 　雨水浸透施設設置事業 関連する施策の展開…取組方針②

既存住宅を対象とした雨水浸透ますの公
費による設置について，対象範囲の拡大
を検討しながら，引き続き実施していき

ます。また，開発事業者へ浸透施設の適切な設置
を指導していきます。公費設置及び開発事業者等
設置を含め，年間2,000基の設置を目標とします。

事業
内容

事業費
平成29年度 3,912千円

平成30年度 4,623千円

平成31年度 5,000千円

平成32年度 5,000千円

４年間の総事業費 18,535千円

事業
目標

雨水浸透施設の設置等により，下水道に流入する雨水を減らし，河
川の水質改善に寄与していきます。

数値
目標

指標名

雨水浸透ます
設置基数

指標の説明

設置基数

現状値

39,282基

H27

目標値

45,282基

H30

49,282基

H32

ロケットマンホール（早稲田実業学校付近）
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目指す姿
市民が日々の生活にうるおいと安らぎを感じることができるように，様々なニーズや
地域特性を踏まえた，市民に親しまれる公園・緑地が整備されています。また，市
民や事業者等と市が役割分担のもと，協働で緑と水を守り，つくり，育てています。

指標名 指標の説明 現状値 目標値

憩いの場としての市
内の公園や緑地に対
する満足度

市民アンケートの数値

H28

28.2％

H30

30％

H32

32％

市内の公園・緑地の
総面積

市立公園条例に基づく公園・緑地の総面
積（累計）

H27

135,486ｍ2
H30

139,686ｍ2
H32

140,686ｍ2

ま
ち
づ
く
り
の
指
標

　子どもの遊び場としての公園だけでなく，高齢者
の憩いの場，防災拠点としての機能など，公園に対
する市民の要望が多様化しつつあります。また，各
公共施設の老朽化が進む中，他の市区町村では公園
等の長寿命化計画を策定して，維持管理を進めてい
るところです。近年の大型台風の上陸や異常気象に
伴う突発的な強風によって，倒木，幹折れ等の被害
も発生しているため，適切な維持管理を行い，被害
が発生しないように防止策を講じる必要があります。
　本市における緑地確保の観点からは，現在，姿見

の池緑地の一部，（仮称）恋ヶ窪用水路周辺緑地及
び恋ヶ窪樹林地の一部を公有化し，整備に向けた取
組を進めています。また，公園・緑地の維持管理を
日常的に行っていますが，老朽化した施設や高木化
した樹木の維持管理については，更なる効率化が求
められています。
　そのほか，公園の美化や地域の交流の場づくりを
目的に実施している「公園サポート事業」では，登
録されている公園数が増え，サポート団体による公
園を活用した地域との交流が図られています。

施策をとりまく現状

27  公園

主な課題

都市公園などが配置されていない公園空白地域が一部あります。

国分寺市立公園条例に定められている都市公園の住民一人当たりの標準面積が確保されていま
せん。

公園・緑地について，施設の老朽化及び樹木の高木化が進んでおり，将来，施設の更新，延命
措置などの時期が重なる恐れがあります。

公園・緑地等の維持管理については，市民や事業者等と市が協働して進めていますが，継承者
が不足しています。

緑と建築課主担当課
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施策の展開

・公園・緑地の整備検討へ参画します。
・公園・緑地の清掃等の維持管理に協力します。

公園・緑地の計画的な整備取組方針①

　公園・緑地等の整備については，不足している地域を中心に新たな配置を検討するとともに，地域の意向を
取り入れながら，機能拡充や利便性の向上などを市民とともに検討し，「公園・緑地の整備計画」を策定した上
で整備を進めていきます。

公園・緑地の総合的な維持管理取組方針②

　公園・緑地については，日常的な施設の点検や樹木の管理等を行い，適正な維持管理を進めていきます。今
後は，公園施設の長寿命化と計画的な樹木せん定や施設修繕等について定めた「公園・緑地の総合的な維持管
理計画」の策定を進め，計画的に維持管理を行っていきます。

市民や事業者等との協働による維持管理や情報発信の推進取組方針③

　緑と水を守り，つくり，育てていくためには，市民や事業者等と市のそれぞれが緑と水の重要性を認識し，
協働して公園・緑地等を維持管理していくことが重要になります。このため，市は公園の清掃や花を植えるな
どの美化活動を主体的に行う団体や，緑地等の保全管理を行う団体等への支援を進めます。また，緑の情報発
信について，方策を検討して充実を図ります。

関連する
個別計画

国分寺市緑の基本計画2011 ［ 期間 ］ 平成23（2011）年度～平成42（2030）年度

国分寺市公共施設等総合管理計画 ［ 期間 ］ 平成28（2016）年度～平成37（2025）年度

計
画
名

黒鐘公園

実
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画
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中心事業② 事業名： 公園・緑地の計画的整備 関連する施策の展開…取組方針①

公園・緑地の整備については，平成31
年度に策定予定の『公園・緑地の整備計
画』に基づき，都市計画決定を行い，国

や都の交付金を活用して整備していきます。

事業
内容

事業費
平成29年度 22,032千円

平成30年度 718,415千円

平成31年度 101,714千円

平成32年度 0円

４年間の総事業費 842,161千円

事業
目標 公園・緑地を計画的に整備していきます。

数値
目標

指標名

都市公園として整備し
た公園・緑地数（累計）

指標の説明

―

現状値

13か所

H27

目標値

14か所

H30

14か所

H32

中心事業① 事業名： 公園・緑地の整備計画策定事 関連する施策の展開…取組方針①

公園空白地域の解消を含めた公園・緑地
等の整備や保全に向けた方針を検討し，
今後の市内における配置・機能拡充や利

便性の向上などを計画として定めていきます。

事業
内容

事業費
平成29年度 0円

平成30年度 0円

平成31年度 0円

平成32年度 9,064千円

４年間の総事業費 9,064千円

事業
目標 市内の公園・緑地等について，将来の整備計画を策定します。

数値
目標

指標名

都市計画決定してい
る公園・緑地数（累計）

指標の説明

―

現状値

25か所

H27

目標値（※）

25か所
（面積増１か所）

H30

26か所

H32

※�平成31年度の『（仮称）国分寺市公園・緑地の整備計画』の策定時に，市民アンケートによるニーズの把握，公園・緑地の整備状況
を踏まえ，将来，都市計画決定する公園・緑地を定めるため，平成32年度の目標値は改めて設定します。
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中心事業④ 事業名： 公園サポート等市民協働事業 関連する施策の展開…取組方針③

市立の公園・緑地等について，公園の清
掃や花を植えるなどの美化活動を主体的
に行う団体や，緑地等の保全管理を行う

団体等へ，必要な道具類の貸出し等を行います。
また，協働の仕組みの検討を行い，団体の活動を
支援していきます

事業
内容

事業費
平成29年度 137千円

平成30年度 496千円

平成31年度 226千円

平成32年度 227千円

４年間の総事業費 1,086千円

事業
目標 市民等との協働による公園・緑地等の維持管理を推進します。

数値
目標

指標名

協働による維持管理
事業の登録団体数

指標の説明

公園サポート事業等の登録団
体数及び緑地等を協働で維持
管理する団体数の合計（累計）

現状値

27団体

H27

目標値

36団体

H30

42団体

H32

中心事業③ 事業名： 公園・緑地の総合的な維持管理計画策定事業 関連する施策の展開…取組方針②

公園施設の配置状況や点検・修繕履歴な
どを管理する台帳を作成します。また，
日常的な施設の点検や修繕，長寿命化を

含む長期的な施設の更新及び樹木の維持管理につ
いて，計画を策定し維持管理を行います。

事業
内容

事業費（※2）
平成29年度 5,919千円

平成30年度 0円

平成31年度 27,979千円

平成32年度 47,700千円

４年間の総事業費 81,598千円

事業
目標

市が管理している公園・緑地の計画的な維持管理を行い，市民が快
適に利用できるようにします。

数値
目標

指標名

「公園・緑地の総合的な
維持管理計画」に基づ
く予防保全型管理数

指標の説明

「公園・緑地の総合的な維持管理
計画」の策定及びそれに基づく
予防保全型管理実施数（累計）

現状値

―

目標値（※1）

計画策定済み（平
成31年度より予防
保全型管理に着手）

H30

計画に基づく
予防保全型
管理100施設

H32

※1�平成29年度の『（仮称）国分寺市公園・緑地の総合的な維持管理計画』の策定時に，公園・緑地の施設の現況分析を行い，施設の
長寿命化に向けた将来の修繕計画を作成するため，平成32年度の目標値は改めて設定します。

※2�平成29年度の『（仮称）国分寺市公園・緑地の総合的な維持管理計画』の策定時に，公園・緑地の施設の現況分析を行い，施設の長寿命化に向けた将
来の修繕計画を作成するため，平成31年度以降の事業費は改めて設定します。
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目指す姿
市民一人ひとりの防災意識が向上し，自らが取り組む「自助」に
加え，地域住民同士が助け合う「共助」と，行政が行う防災対策
等の「公助」により，災害に強いまちとなっています。

指標名 指標の説明 現状値 目標値

市の防災対策の充実
に対する満足度

市民アンケートの数値

H28

16％

H30

20％

H32

30％

災害に備えて防災対
策をしている市民の
割合

市民アンケートの数値

H28

80.8％

H30

82.7％

H32

84.6％

ま
ち
づ
く
り
の
指
標

　内閣府中央防災会議では，今後30年の間に70％
の確率で首都直下地震の発生を予想しています。ま
た，近年増加傾向にある局地的な集中豪雨や台風に
よる被害の発生もあり，防災に関する意識が高まっ
ています。
　そうした中，平成23（2011）年に発生した東日本大
震災や平成28（2016）年に発生した熊本地震等による
教訓から，災害発生時には，公助に加え，自助，共
助が互いに連携することの重要性が明らかとなりま
した。自助・共助・公助が一体となることで，被害
の軽減が図られ，早期の復旧・復興が可能となりま

す。
　本市では，災害発生に備え，災害時の活動拠点と
なる施設の耐震化を既に完了しており，現在は，災
害発生時の医療等の広域的な体制の構築と，避難所
対策・帰宅困難者対策としての公衆無線LANの活用
を検討しています。また，「国分寺市防災まちづく
り推進地区」の指定や各地域に即した地区防災計画
の策定・見直しを進めています。一方で，自治会や
町内会への加入率が40％を割り込むなど，地域コ
ミュニティの形成が希薄になってきており，市民一
人ひとりの防災意識の啓発を図ることで，自助力と

施策をとりまく現状

28  防災
防災安全課

担 当 課 建築指導課
まちづくり推進課

主担当課

主な課題
大規模災害に備え，市民一人ひとりの防災意識の向上を図り，「自助力」を強化することで発災
直後の被害を減少させ，共助へとつなげていく必要があります。

発災時には「自助力」に加え，地域住民同士の助け合いが，二次被害の減少にもつながること
から，「共助力」を高め，地域の防災力を向上する必要があります。

発災時に，迅速に対応できる体制構築のため，避難所開設・救援物資の支給などの防災体制や，
消防力などの「公助力」を強化し，減災に取り組む必要があります。

自然災害やその他の市民に大きな影響を及ぼす危機事象に対し，危機管理体制を向上させる必
要があります。 
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用語
解説

＊1	 地区防災センター／ �災害時に地域の防災拠点となる，学校等の避難施設。

施策の展開

・家庭内において，避難経路の確認や非常食・防災用品の備えを進めます。
・住宅の耐震化を進めます。

自助力強化のための啓発及び支援取組方針①

　東日本大震災や熊本地震等を教訓として，「自分の生命は自らが守る」という観点に立ち，防災用品や備蓄食
料の準備など，市民一人ひとりが家庭でできる日頃からの備えについて，防災講座等による啓発を行っていき
ます。また，その備えに必要な情報を提供するとともに，防災用品の購入及び木造住宅の耐震化を支援します。

共助力強化による地域防災力の向上取組方針②

　地域で自主的に防災活動に取り組む人材の育成を推進するため，市民防災まちづくり学校の開講や，市民防
災推進委員の認定を継続して行っていきます。また，地区単位で活動する自主防災組織を「国分寺市防災まち
づくり推進地区」として協定締結し，『地区防災計画』を策定するための支援を行うことなどにより，永続的な
地域の共助力強化を目指します。

危機管理体制の向上取組方針④

　自然災害に限らず，市民の身体・生命及び財産に重大な被害が生じ，又は生じる恐れがある危機課題に対応
します。東日本大震災を契機に策定された『国分寺市危機管理基本方針』に基づく危機管理マニュアルの整備
を進め，初動期から迅速に対応する体制を向上させていきます。

防災体制・消防力の強化取組方針③

　防災体制の更なる強化に向け，『国分寺市地域防災計画』，『国分寺市震災時の職員行動マニュアル』，『国分寺市震
災時における事業継続計画（BCP）』の修正・見直しを適宜行います。また，災害対策拠点となる地区防災センター＊1

の運営マニュアルについても，各施設の特性に合わせた再整備を行います。さらに，防災資機材及び防災備蓄食料
の充実を図るとともに，震災被害の早期復旧を目的として，特定緊急輸送道路沿道建築物の耐震化を推進します。
　消防力の強化に向けては，一定年数経過した消防団ポンプ車及び指揮車の更新を順次行うとともに，消防水
利の整備を進めます。

関連する
個別計画

国分寺市地域防災計画 ［ 期間 ］ ―

国分寺市耐震改修促進計画 ［ 期間 ］ 平成28（2016）年度～平成37（2025）年度

計
画
名

実
行
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中心事業① 事業名： 耐震診断・耐震改修等補助事業 関連する施策の展開…取組方針①

昭和56（1981）年５月以前に建築された
木造住宅を対象に，国分寺市木造住宅耐
震診断士を派遣し，耐震診断を行いま

す。また，診断で基準未満と判定された住宅の耐
震改修工事又は除却を行う場合，その費用の一部
を助成します。

事業
内容

事業費
平成29年度 28,444千円

平成30年度 34,665千円

平成31年度 47,026千円

平成32年度 47,151千円

４年間の総事業費 157,286千円

事業
目標 木造住宅の耐震診断・耐震改修を進めます。

数値
目標

指標名

耐震診断件数

指標の説明

木造住宅耐震診断士派遣の件
数（累計）

現状値

581件

H27

目標値

1,001件

H30

1,301件

H32

中心事業② 事業名： 市民防災推進委員育成事業 関連する施策の展開…取組方針②

地域防災力の向上を目的として，市民が
自助・共助・公助の防災について学ぶ 
「市民防災まちづくり学校」の課程修了

者の中から，本人の申出により，地域の主体的な
防災リーダーである「市民防災推進委員」を認定
します。

事業
内容

事業費
平成29年度 345千円

平成30年度 219千円

平成31年度 317千円

平成32年度 330千円

４年間の総事業費 1,211千円

事業
目標

地域の防災リーダーとして活動できる人材を育成し，地域防災力の
向上を目指します。

数値
目標

指標名

市民防災推進委
員認定者数（累計）

指標の説明

―

現状値

1,157人

H27

目標値

1,262人

H30

1,332人

H32

実
行
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画
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中心事業④ 事業名： 特定沿道建築物＊1の耐震化 関連する施策の展開…取組方針③

特定緊急輸送道路に指定された市内３路
線（五日市街道，府中街道，市役所通り
の一部）に面する特定沿道建築物の所有

者に対し，補強設計・耐震改修等の費用の一部を
助成することにより，沿道建築物の耐震化を推進
します。

事業
内容

事業費
平成29年度 106,511千円

平成30年度 42,695千円

平成31年度 9,066千円

平成32年度 65,102千円

４年間の総事業費 223,374千円

事業
目標 特定沿道建築物の耐震化を推進します。

数値
目標

指標名

特定沿道建築物
の耐震化

指標の説明

特定沿道建築物の耐震改修等
件数（累計）

現状値

８件

H27

目標値

11件

H30

13件

H32

中心事業③ 事業名： 消防団車両の更新事業 関連する施策の展開…取組方針③

消防力を強化するためには，消防署の充
実・強化や消防水利の確保とともに，消
防団の活動体制の強化が必要です。消防

団に配備している消防ポンプ車・指揮車のうち，
一定の年数（消防ポンプ車はおおむね15年）が
経過した車両を順次更新していきます。

事業
内容

事業費
平成29年度 0円

平成30年度 6,340千円

平成31年度 0円

平成32年度 54,020千円

４年間の総事業費 60,360千円

事業
目標 消防力の強化のため，消防団の活動体制を整備します。

数値
目標

指標名

消防団車両の
更新台数

指標の説明

一定の年数が経過した車両の
更新台数（累計）

現状値

―

目標値

１台

H30

３台

H32

用語
解説

＊1	 特定沿道建築物／ �特定緊急輸送道路に接する建築物のうち昭和56年５月以前に建築された建物で条例で定められた
高さ以上のもの。
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目指す姿
市・市民・警察及び関係機関が連携を深め，地域の防犯意識の啓
発と防犯活動の充実により，犯罪が未然に防止され，市民が安
全・安心に暮らしています。

指標名 指標の説明 現状値 目標値

国分寺市が治安のよ
いまちだと感じる
市民の割合

市民アンケートの数値

H28

73.1％

H30

74.7％

H32

76.3％

刑法犯発生件数 警察が刑法犯について，被害届等により
その発生を確認した件数

H28

1,102件

H30

865件

H32

734件

ま
ち
づ
く
り
の
指
標

　市内における刑法犯の発生件数は，平成15（2003）年
は2,418件でしたが，平成28（2016）年には1,102件とな
り，減少傾向にあります。また，振り込め詐欺などの
特殊詐欺による被害については，市民に自動通話録音
機を無償で貸し出すなどの対策を行った結果，被害件
数は減少傾向にありましたが，平成28（2016）年には再
び増加に転じ，被害総額も高い水準で推移しています。
　本市では，第一次及び第二次『国分寺市防犯まち
づくり実施計画』に基づき，安全に関する意識を高
めるための啓発活動の充実を図るとともに，自主的
な防犯活動を支援する目的で，自主防犯活動団体に

対して防犯資機材を支給しています。また，防犯ま
ちづくり委員の認定や市内事業者との防犯協定の締
結により，地域のネットワーク化を進め，警察など
関係機関との連携を深めることで，地域ぐるみの防
犯活動による犯罪抑止力の向上に努めています。
　さらに，犯罪の対象となりやすい子どもを守るた
め，通学路への防犯カメラの設置や，見守り活動の
推進など，子どもを取り巻く環境の安全性を高めて
います。また，生活安全・安心メールで犯罪・事件
情報や不審者情報，高齢行方不明者情報等を配信し，
市民へ生活の安全に関する情報を提供しています。

施策をとりまく現状

29  防犯
防災安全課主担当課

主な課題
特殊詐欺被害防止のため，警察，関係機関等と連携し，手口等について情報提供する必要があ
ります。

犯罪を未然に防ぐため，防犯に関する有効で広範な知識を持った市民を増やす必要があります。

市内で発生した犯罪や事件，不審者，高齢行方不明者等の情報を市民に迅速に提供する必要が
あります。

犯罪が起こりにくい環境整備を進め，犯罪を抑止する必要があります。

実
行
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施策の展開

・地域の自主防犯活動の中心を担う人材の発掘・育成に協力します。
・一人ひとりが防犯に対する意識の向上に努めます。
・地域における見守り活動に積極的に参加します。

特殊詐欺被害防止のための取組取組方針①

　依然として発生している特殊詐欺に関して，警察や関係機関等との連携を深めるとともに，チラシの配布等
の啓発活動など，広く注意喚起を図ることで，被害防止に努めます。

まちづくりにおける安全・安心の環境整備取組方針④

　安全・安心で犯罪の起こりにくいまちづくりのため，地域においては，犯罪の抑止効果を持つ街頭防犯カメ
ラの設置を推進していきます。また，公共施設等においても，犯罪防止の観点から，建物の内外にある死角部
分をなくすための整備や施設内の巡回等を行い，市民が安心して利用できる環境を整えます。

市・市民・警察・関係機関のネットワークづくり取組方針②

　市・市民・警察及び関係機関との連携を深め，地域ぐるみの防犯活動を行うことで犯罪の抑止力を高めてい
きます。また，防犯リーダーの育成を進め，地域の防犯活動の中心として活動してもらうことで，まちの安全・
安心を確保します。

地域の防犯意識の向上と防犯活動の支援取組方針③

　防犯意識の向上を図るため，犯罪・事件情報や不審者情報，災害情報，高齢行方不明者情報等を市民に迅速
に提供します。また，個人ができる防犯対策として，侵入盗対策などの啓発に努めるとともに，地域で自主防
犯活動を行う団体に対しては，パトロール用ベストなどの防犯資機材を支給し，活動を支援します。さらに，
犯罪の対象となりやすい子どもを取り巻く環境の安全確保のために，学校を中心として地域との連携を深め，
子どもの見守り活動の充実に努めます。

関連する
個別計画

国分寺市防犯まちづくり実施計画 ［ 期間 ］ 平成31（2019）年度～平成36（2024）年度
計
画
名

地域の子どもの見守り活動

実
行
計
画
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中心事業① 事業名： 特殊詐欺被害対策事業 関連する施策の展開…取組方針①

警察や関係機関等と連携して，特殊詐欺
被害撲滅の街頭PR等の啓発活動を行い，
広く注意喚起を促し，被害件数を減らし

ます。

事業
内容

事業費
平成29年度 38千円

平成30年度 38千円

平成31年度 555千円

平成32年度 556千円

４年間の総事業費 1,187千円

事業
目標 高齢者を狙った特殊詐欺被害を減らします。

数値
目標

指標名

特殊詐欺被害
件数

指標の説明

市内で発生した特殊詐欺被害
件数

現状値

15件

H28

目標値

13件

H30

11件

H32

中心事業② 事業名： 防犯リーダー養成講習会事業 関連する施策の展開…取組方針②

市民から参加者を募集し，集中的に防犯
に関する知識を習得することのできる防
犯リーダー養成講習会を実施します。

事業
内容

事業費
平成29年度 455千円

平成30年度 441千円

平成31年度 439千円

平成32年度 439千円

４年間の総事業費 1,774千円

事業
目標

各地域で活動する自主防犯活動団体のリーダーを育成し，防犯パトロールや
子どもの見守りなど，市民主体の自主的な防犯活動を総合的に推進します。

数値
目標

指標名

防犯まちづくり
委員認定者数

指標の説明

防犯リーダー養成講習会修了者
で申出があり，防犯まちづくり
委員として認定した人数（累計）

現状値

161人

H28

目標値

203人

H30

245人

H32

実
行
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画
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中心事業③ 事業名： 生活安全・安心メール配信事業 関連する施策の展開…取組方針③

登録者に対し，市内で発生した犯罪・事
件情報や不審者情報，災害情報，高齢行
方不明者情報等をメールで配信します。

注意喚起を図ることで犯罪や二次被害を未然に防
止するとともに，防犯啓発を行います。

事業
内容

事業費
平成29年度 273千円

平成30年度 273千円

平成31年度 288千円

平成32年度 291千円

４年間の総事業費 1,125千円

事業
目標

より多くの市民に市内で発生している犯罪等に関する情報を提供
し，被害を未然に防ぎます。

数値
目標

指標名

メール配信
登録数

指標の説明

生活安全・安心メールに登録
されている件数

現状値

16,308件

H27

目標値

18,000件

H30

19,000件

H32

中心事業④ 事業名： 地域における見守り活動支援事業 関連する施策の展開…取組方針④

地域団体が街頭防犯カメラを設置するに
当たり，都等の補助制度を活用し，その
費用の一部を助成します。カメラの設置

箇所は，プライバシーに配慮しつつ，地域団体の
要望や警察の助言をもとに決定していきます。

事業
内容

事業費
平成29年度 1,950千円

平成30年度 0円

平成31年度 0円

平成32年度 1,950千円

４年間の総事業費 3,900千円

事業
目標

街頭防犯カメラの設置により，犯罪の抑止力を高めるとともに，犯
罪や事故が発生した場合の早期解決につなげます。

数値
目標

指標名

街頭防犯カメラ
設置台数

指標の説明

街頭防犯カメラ累計設置台数

現状値

23台

H27

目標値

30台

H30

40台

H32

実
行
計
画
　 

く
ら
し
・
環
境

III

29 防犯

国 分 寺 市 総 合 ビ ジ ョ ン   Kokubunji City 153国 分 寺 市 総 合 ビ ジ ョ ン   Kokubunji City



目指す姿
消費者が必要な情報を得られるとともに，消費者トラブルなどの
際に相談できる場等が確保され，安心して消費生活を送ることが
できています。

指標名 指標の説明 現状値 目標値

消費者トラブルに関す
る対応方法等がわから
なかった市民の割合

市民アンケートの数値（過去１年間に消
費者トラブルにあったことがある人の回
答）

H28

7.7％

H30

７％

H32

６％

消費生活相談の
解決率

相談により解決（「他機関紹介」「助言」
「その他情報提供」「あっせん解決」）し
た事案の割合

H27

93.8％

H30

94％

H32

95％

ま
ち
づ
く
り
の
指
標

　少子高齢化や核家族化，情報化社会の進展によ
り，消費者を取り巻く環境はより複雑化・多様化し
ています。高齢消費者のトラブルも増えています
が，これらの人々は自分自身で被害にあっているこ
とに気が付かなかったり，自ら相談することが少な
いため，発見が遅れ，被害が拡大する傾向にあると
言われています。このため，国は，消費者安全法を
改正し，消費生活相談体制や高齢消費者の見守り体
制の強化を基礎自治体に求めております。
　本市においても，高齢消費者が被害を受ける事例
が増加しており，消費生活相談体制を拡充し，高齢

消費者トラブルの連絡体制に関して福祉部門と連携
を深めています。また，国分寺市消費生活条例を制
定し，消費生活審議会や被害救済委員会＊1の立ち上
げをはじめとした消費者被害救済の仕組みづくりを
行うなど，消費者を取り巻く状況の変化に対応して
います。
　さらに，自立した消費者の育成に向け，「市民の
ための契約法講座＊2」を東京経済大学と共催するな
ど，様々な機関・団体と連携し，多様な年代を対象
とした消費者教育を実施しています。

施策をとりまく現状

主な課題
発生件数が増加し，複雑化・多様化する消費者トラブルの円滑な解決に向け，消費生活相談体
制を拡充する必要があります。

複雑化・多様化する消費者トラブルを未然に防ぐことができる，自立した消費者育成のため，
消費者教育を様々な年代に対し実施する必要があります。

増加する高齢消費者トラブルの未然防止，早期発見のため，高齢消費者の見守り体制の構築を
進めていく必要があります。

30  消費生活
経済課主担当課
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用語
解説

＊1	 被害救済委員会／ �消費生活上の被害などの公正かつ速やかな解決を図るため，あっせんや調停を行
う市長の附属機関。

＊2	 市民のための契約法講座／ �消費者被害を未然に防止し，消費者の自立を支援することを目的に，東
京経済大学と連携し実施する，契約に関する市民講座。

施策の展開

・自立した消費者としての必要な情報収集等をします。
・自治会などの地域のコミュニティで，被害情報を共有します。

消費生活相談体制の拡充取組方針①

　件数が増加し，複雑化・多様化する消費者トラブルに対応するため，引き続き，相談窓口である消費生活相
談室の運営を行っていくとともに，更なる消費生活相談体制の拡充を進めていきます。

消費者教育の推進取組方針②

　複雑化・多様化する消費者トラブルの解決及び未然防止ため，消費生活相談室の周知や，消費者関連の情報
の提供，啓発活動を行うとともに，子どもから高齢者まで，様々な世代に向けた消費者教育を実施し，自立し
た消費者の育成を推進します。

消費者見守り体制の構築取組方針③

　年々増加を続けるとともに，潜在化しやすい高齢消費者トラブルに対し，未然防止，早期発見のため，地域
での見守り体制の構築を進めていきます。 

学齢期消費者教育実施事業
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中心事業① 事業名： 消費生活相談室機能拡充事業 関連する施策の展開…取組方針①

消費生活相談員には，増加する相談への
対応に加え，高度化する手法の把握や対
応方法等の習得，啓発講座の講師役な

ど，より多くの役割を担うことが求められていま
す。こうした事態に対応するため，消費生活相談
員を増員するなど，消費生活相談室機能を拡充
し，消費生活相談体制を強化します。

事業
内容

事業費
平成29年度 26千円

平成30年度 40千円

平成31年度 120千円

平成32年度 120千円

４年間の総事業費 306千円

事業
目標

消費者トラブルの発生数の増加，トラブルの複雑化・多様化に的確
に対応します。

数値
目標

指標名

消費生活相談員
週配置人員数

指標の説明

１週当たりの消費生活相談員
配置人員数（延べ）

現状値

６人

H28

目標値

10人

H30

10人

H32

中心事業② 事業名： 消費者教育講座実施事業 関連する施策の展開…取組方針②

消費者トラブルの未然防止のため，消費
者関連情報の提供を充実させるととも
に，社会情勢の変化に応じた消費者教育

講座を実施します。また，様々な団体が実施する
講座に対し消費生活相談員を講師として派遣し，
消費者教育を推進します。

事業
内容

事業費
平成29年度 200千円

平成30年度 180千円

平成31年度 163千円

平成32年度 163千円

４年間の総事業費 706千円

事業
目標 自ら考え行動する自立した消費者の育成を進めます。

数値
目標

指標名

消費者教育講座
等啓発活動回数

指標の説明

消費者教育講座開催及び他機
関実施講座への消費生活相談
員講師派遣回数（実数）

現状値

９回

H27

目標値

10回

H30

12回

H32
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中心事業③ 事業名： 学齢期消費者教育実施事業 関連する施策の展開…取組方針②

教育委員会と連携し，学齢期の児童に対
する都消費者啓発員（コンシューマー・
エイド）や市消費生活相談員による消費

者教育を実施します。また，学校における消費者
教育実施に対する支援を行います。

事業
内容

事業費
平成29年度 38千円

平成30年度 36千円

平成31年度 43千円

平成32年度 50千円

４年間の総事業費 167千円

事業
目標

学校教育との連携により，学齢期の児童に対する消費者教育を推進
し，自ら考え行動する自立した消費者の育成を進めます。

数値
目標

指標名

学齢期の児童に
対する消費者教
育講座開催回数

指標の説明

―

現状値

10回

H27

目標値

12回

H30

15回

H32

中心事業④ 事業名： 高齢消費者の見守り体制整備事業 関連する施策の展開…取組方針③

消費者安全法に基づく消費者安全確保地
域協議会＊1設置の検討など，高齢消費者
を見守る体制を整備します。これにより，

潜在化しがちな高齢消費者のトラブルを早期発見
し，被害の未然防止や拡大防止を進めます。

事業
内容

事業費
平成29年度 0円

平成30年度 0円

平成31年度 113千円

平成32年度 50千円

４年間の総事業費 163千円

事業
目標

高齢消費者の消費生活を見守り，サポートできるしくみを構築しま
す。

数値
目標

指標名

高齢者の見守り関
係者との連携による
消費生活相談件数

指標の説明

―

現状値

14件

H27

目標値

18件

H30

24件

H32

用語
解説

＊1	 消費者安全確保地域協議会／ �消費者安全の確保のための取組に関する協議を行う会議体。
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目指す姿
様々な情報発信ツールの活用により，市の施策・イベント等に関
する情報を市民と共有することができています。また，市民の意
見が，情報発信内容の改善にいかされています。

指標名 指標の説明 現状値 目標値

必要とする情報が得
られていると感じて
いる市民の割合

市民アンケートの数値

H28

56.4％

H30

63％

H32

70％

イベントを市の広報
で知った人の平均割
合

国分寺の魅力発信イベント参加者アン
ケートの数値

―

H30

60％

H32

70％

ま
ち
づ
く
り
の
指
標

　ICT＊1の急速な進展により，ホームページやSNS
（ツイッター，フェイスブックなど）の電子媒体が
普及し，近年，自治体の情報発信ツールとしても積
極的な活用がされています。将来的には，市民が市
政情報を入手する主要な媒体が，紙媒体から電子媒
体に変化することが見込まれます。
　本市では，紙媒体である市報等を月２回，年間
24回発行（全戸配布・市内各駅周辺での配布）す
ることに加え，電子媒体であるホームページやSNS
などを活用して情報を発信し，より多くの市民のも

とに市政情報が届くよう努めています。また，情報
公開についても，窓口での対応に加え，ホームペー
ジ上での情報公開サイトの開設等を通じて，市民に
とって利便性の高いものとなるよう努めています。
　さらに，市から一方的に市民に情報を提供するだ
けでなく，市に寄せられる市民の疑問や意見などを
もとに，提供した情報の内容・わかりやすさなどに
ついて，適宜見直すことで，情報の発信内容の改善
を図っています。

施策をとりまく現状

31 市政情報・情報共有
市政戦略室

担 当 課 政策法務課
情報管理課

主担当課

主な課題
ICTの更なる進展により，新たな電子媒体が生まれることが想定されるため，様々な電子媒体を
活用し，市政情報の発信力を強化する必要があります。

若い世代の市報の閲読率が低い現状があるため，若い世代を含めたあらゆる世代に活用される
市報としていく必要があります。

より積極的に行政資料を公表し，市民と市の情報共有を図っていく必要があります。

市からの情報提供が一方的なものとならないように，市民の声を広報等にいかしていく必要が
あります。
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用語
解説

＊1	 ICT ／ �Information and Communication Technologyの略で，情報処理及び情報通信などのコンピュー
タやネットワークに関連する諸分野における技術・産業・設備・サービスなどの総称。

＊2	 デジタルサイネージ／ �屋外・店頭・公共空間・交通機関など様々な場所で，電子表示機器（ディス
プレイなど）を使用して，情報を発信するシステムの総称。

＊3	 アクセシビリティ／ �年齢や身体障害の有無に関係なく，誰でも必要とする情報に簡単にたどり着け
利用できること。

施策の展開

・市からのお知らせの確認に努めます。
・市が実施するイベント等に参加します。

電子媒体を活用した市政情報の発信力強化取組方針①

　市政情報の発信については，全戸配布の市報を中心に，ホームページやSNS等を活用して実施しています。近
年のICTの進展やインターネットの普及を踏まえ，より多くの市民に市政情報が届くよう，ホームページのほか
SNSやデジタルサイネージ＊2など，あらゆる電子媒体を情報発信ツールとして積極的に活用していきます。また，
活用に当たっては，すべての利用者にとってわかりやすく使いやすいよう，アクセシビリティ＊3に配慮します。

あらゆる世代に活用される市報づくり取組方針②

　市報は市政情報の入手手段の中心となっているものの，若い世代の閲読率は低く，若い世代に十分に活用さ
れているとは言えない状況です。このため，若い世代を含め，市民が必要としている情報の把握に努め，市報
の構成内容の刷新を図ることで，あらゆる世代に活用される市報としていきます。

情報公開の推進取組方針③

　市民の知る権利を保障し，公正で透明な市政の実現を図るため，情報公開を総合的に推進していきます。そ
こで情報公開コーナー（オープナー）等を活用して，行政資料をより積極的に公表し，市民と市の情報共有を
図っていきます。また，公文書公開請求についても，情報公開制度に基づき，個人情報等に最大限配慮しつつ，
引き続き迅速な公開を進めていきます。

市民の声の広報活動への活用取組方針④

　市民から寄せられた問合せに応じて市のホームページの「よくある質問」を更新するなど，広範な市民から
の問合せ内容等を分析し，広報活動等に反映することで，よりわかりやすく情報を発信していきます。

市報国分寺
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中心事業① 事業名： ホームページ改善事業 関連する施策の展開…取組方針①

写真の多用などにより，市民が必要とす
る情報を即座に探し出すことができるよ
う，ホームページの改善を図ります。併

せて，観光名所や文化イベント，国分寺ブランド
認定商品などを分かりやすく掲載し，国分寺の魅
力も伝わるホームページとします。

事業
内容

事業費
平成29年度 0円

平成30年度 0円

平成31年度 0円

平成32年度 0円

４年間の総事業費 0円

事業
目標 市民にとって見やすく，使いやすいホームページを作成します。

数値
目標

指標名

市ホームページの
「参考になった」件数

指標の説明

ホームページ閲覧者が「参考
になった」と回答した件数

現状値

2,024件

H27

目標値

2,150件

H30

2,300件

H32

中心事業② 事業名： 市報リニューアル事業 関連する施策の展開…取組方針②

市報は年代が低いほど閲読率が低い傾向
にあります。このため，10・20歳代か
らも親しみや関心を引き出せるよう，若

者向けアンケートによるニーズ把握を行い，企画
記事の掲載，写真・イラストの多用，カラー化等
により紙面の刷新を図ります。

事業
内容

事業費
平成29年度 17,727千円

平成30年度 19,606千円

平成31年度 18,797千円

平成32年度 18,988千円

４年間の総事業費 75,118千円

事業
目標

市報「国分寺」をより多くの市民に手に取ってもらい，活用される
ものとします。

数値
目標

指標名

10・20歳代の
市報閲読率

指標の説明

市民意向調査の数値

現状値

41.1％

H27

目標値

43％

H30

45％

H32
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中心事業③ 事業名： 情報公開推進事業 関連する施策の展開…取組方針③

市民が知りたい市政情報を容易に検索で
きるツールとして，情報公開サイト（公文
書目録等）が有効活用されるよう，積極

的な周知を図っていきます。また，公文書公開請求
があった際には，迅速に対応できるよう，引き続き
適切な制度運営を図っていきます。

事業
内容

事業費
平成29年度 0円

平成30年度 0円

平成31年度 0円

平成32年度 0円

４年間の総事業費 0円

事業
目標

市政情報が市民にとってより身近なものになるよう，情報公開制度
の利便性向上を図り，情報公開サイトの利用を促進していきます。

数値
目標

指標名

情報公開サイト
（公文書目録等）
アクセス件数

指標の説明

―

現状値

994件

H27

目標値

1,392件

H30

1,948件

H32

中心事業④ 事業名：「よくある質問」改善事業 関連する施策の展開…取組方針④

ホームページ上の「よくある質問」のペー
ジについて，市民からの「参考になった」
「参考にならなかった」の評価・意見を

分析し，反映することで，より多くの市民にとっ
て活用しやすい内容に改善していきます。

事業
内容

事業費
平成29年度 0円

平成30年度 0円

平成31年度 0円

平成32年度 0円

４年間の総事業費 0円

事業
目標

ホームページ上の「よくある質問」について，市民が知りたいことを
わかりやすく示したページに改善し，情報発信力を高めていきます。

数値
目標

指標名

「よくある質問」
の評価の割合

指標の説明

「よくある質問」に寄せられ
る評価のうち「参考になった」
の割合

現状値

73％

H27

目標値

78％

H30

83％

H32
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目指す姿
年齢・性別等の枠を超えた幅広い市民が市政に参加するととも
に，市民・事業者等と市が協働して地域課題の発見・解決に取り
組み，市民自治の推進・拡大が図られています。

指標名 指標の説明 現状値 目標値

市民ワークショッ
プ・市民説明会等の
平均参加者数

計画策定に関する市民ワークショップ・
市民説明会等１回当たりの平均参加者数

H28

11人

H30

20人

H32

25人

協働によるまちづく
りが進んでいると
感じる市民の割合

市民アンケートの数値

H28

29.2％

H30

34％

H32

40％

ま
ち
づ
く
り
の
指
標

　本市では，平成21（2009）年４月に国分寺市自治
基本条例を施行し，政策の立案，実施及び評価のそ
れぞれの過程に市民が主体的にかかわる「市民参加」
と，市民・事業者等と市が対等の立場で能力を分か
ち合い，共通の目的の実現に協力して取り組む「協
働」が市政運営の基本となっています。
　市民参加については，市民公募委員，市民ワーク
ショップ，アンケート調査などの手法が取られていま
すが，いずれも10～30歳代の参加率が低い傾向にあ
ります。市民意向調査（平成27（2015）年８月）の結
果では，10～50歳代の幅広い年代で，インターネッ
トを利用した市民参加の場をつくることが期待され

ており，インターネットの長所・短所を踏まえ，実
現に向け取り組んでいくことが必要となっています。
　一方，市民・事業者等との協働については，名義
後援や意見交換のレベルから，実行委員会形式によ
るまつり・イベントの開催，委託型協働事業＊1に至
るまで，多様な形態で継続的に行われています。市
民活動に対する市民の関心にも高まりが見られ，こ
くぶんじ市民活動センターの利用団体数は増加を続
けています。こうした機運の高まりを市との協働事
業につなげ，地域が抱える課題の共有・解決を図る
ため，市民・事業者等の活動を支援し，連携を一層
強化していくことが必要となっています。

施策をとりまく現状

32  市民参加・協働
政策経営課

担 当 課 協働コミュニティ課
職員課

主担当課

主な課題
参加者数の伸び悩みや活動の担い手不足の課題があるため，市民全体の参加と協働に対する認
知度・関心を高めていくことが必要です。

10～30歳代の参加率が低く，若者や子育て世代の意見を十分に引き出せていない状況にあるた
め，これらの世代が市政に参加しやすい仕組みをつくる必要があります。

協働を一層推進するため，市民側，市側の双方に協働推進の核となる人材を育成する必要があ
ります。

市民活動に関する専門的な相談等にも対応できるよう，こくぶんじ市民活動センターの機能を
強化し，市民・事業者等の活動を一層支援していく必要があります。
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用語
解説

＊1	 委託型協働事業／ �市と事業者等が役割分担・責任分担等を定めたうえで実施する事業のことで，市
が事業目的・内容等を定めてパートナーとなる事業者等を募集する「公募型協働
事業」と，事業者等が自由な発想で市に提案して実施する「提案型協働事業」が
ある。

施策の展開

・�市民ワークショップ，市民説明会，協働に関する研修・講習会などに
参加します。
・地域で人材研修の受け入れに協力します。

市民参加と協働の裾野の拡大取組方針①

　市民の意思がいかされ，市民の意思に基づいて運営される市政を基本として，引き続き市民参加と協働を積
極的に推進していきます。今後は市民参加と協働の裾野を更に広げていくため，子どもから高齢者まで，障害
のある人にもない人にも市民参加の機会や協働の取組に関する情報を分かりやすく届け，参加と協働のきっか
けづくりを充実させていきます。

若者や子育て世代も市政に参加しやすい仕組みの構築取組方針②

　これまで参加率の低かった若者や子育て世代の参加促進を図るため，公衆無線LANの環境整備やSNS等の活用
による情報共有，身近な場所での託児つきワークショップの開催など，時間や場所に捉われず市政に参加でき
る仕組みの構築を進めます。これにより，次世代を担う若者や，育児等で参加が難しい子育て世代の意見を引
き出すことに努めていきます。

協働推進の核となる人材の育成取組方針③

　より効果的な協働の推進を図るためには，市民・事業者等と市が互いの長所・短所を理解し合い，それぞれ
の長所を最大限にいかして協力していくことが重要です。また，市民側，市側の双方に，協働を推進し，活発
化させるための核となる人材が求められています。このため，講座・研修などを通じ，相互理解を深めるとと
もに，協働推進の核となる市民・市職員の育成を行います。

こくぶんじ市民活動センターの機能強化取組方針④

　市民・事業者等が，市民活動をより活発に行えるよう，また，団体の組織強化を図れるようにするため，こ
くぶんじ市民活動センターの機能のうち，特に，ソフト面を強化していきます。具体的には，専門スタッフに
よる相談支援や，講座等を充実させ，市民・事業者等の活動をサポートします。これにより，市民活動センター
を拠点として，多様な分野での協働の推進を目指します。
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用語
解説

＊1	 ICT ／ �Information and Communication Technologyの略で，情報処理及び情報通信などのコンピュータやネットワーク
に関連する諸分野における技術・産業・設備・サービスなどの総称。

中心事業① 事業名： 無作為抽出による「参加と協働」促進事業 関連する施策の展開…取組方針①

日ごろ市報や市のホームページを見る習慣
がなく，市政への関心が低い方へも情報を
届け，参加と協働のきっかけをつくる手法と

して，近年，無作為抽出による対象者への個別勧奨が
効果を発揮しています。この手法を市民公募委員の募
集や，ワークショップ参加者・協働事業参加者の募集
などに幅広く活用し，参加者の拡大を図っていきます。

事業
内容

事業費
平成29年度 0円

平成30年度 99千円

平成31年度 0円

平成32年度 109千円

４年間の総事業費 208千円

事業
目標

これまで市政や協働事業に参加経験のない市民の参加促進を図り，
「参加と協働」の裾野を広げます。

数値
目標

指標名

市民ワークショッ
プ等に初めて参
加した人の割合

指標の説明

市民ワークショップ等の参加
者アンケートの数値

現状値

―

目標値

30％

H30

50％

H32

中心事業② 事業名： 市民アンケート等実施事業 関連する施策の展開…取組方針②

市民参加の一手段として，市民の意見を
市政に取り入れるためのアンケート調査
を定期的に実施します。また，ICT＊1を

活用したアンケートなど，新たな調査の仕組みを
構築し，時間や場所を選ばず気軽に回答できる環
境を整えます。

事業
内容

事業費
平成29年度 0円

平成30年度 1,804千円

平成31年度 1,905千円

平成32年度 1,940千円

４年間の総事業費 5,649千円

事業
目標

誰もが市政に参加しやすい環境を整え，幅広い世代の声を市政に取り入れていきます。
特に，これまで参加率が低かった10～30歳代のアンケート回答率の向上を目指します。

数値
目標

指標名

10～30歳代のア
ンケート回答割合

指標の説明

市民アンケートの数値

現状値

22％

H28

目標値

25％

H30

30％

H32
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中心事業③ 事業名： 協働を進めるための市職員・NPO
スタッフの講座・研修事業 関連する施策の展開…取組方針③

協働の意義や効果などを解説し，協働に
関する理解を深める講座・研修を，相互
理解・意識共有を図る視点から市民等と

市職員との合同開催で実施します。具体的には，
講座内容を平成30年度から１年ごとに，基礎・
応用・発展と段階的に高度なものへと変えてい
き，協働推進の核となる人材の育成を進めます。

事業
内容

事業費
平成29年度 23千円

平成30年度 39千円

平成31年度 255千円

平成32年度 257千円

４年間の総事業費 574千円

事業
目標 市民側，市側の双方に協働推進の核となる人材を育成します。

数値
目標

指標名

委託型協働事業
の提案数

指標の説明

委託型協働事業（提案型・公
募型）提案数

現状値

５件

H28

目標値

８件

H30

10件

H32

中心事業④ 事業名： こくぶんじ市民活動センター運営委託事業 関連する施策の展開…取組方針④

こくぶんじ市民活動センターにNPO法人等に
関する専門的知識を有し，かつ，行政運営に
も精通した人材を配置し，更には，段階的に

専門事業者（NPO法人等）によるセンター運営へと移行
していきます。これにより，市民等がいつでも相談でき，
情報提供を受けられる体制を整えるとともに，委託事業
者の持つノウハウをいかした講座を定期的に開催します。

事業
内容

事業費
平成29年度 0円

平成30年度 91千円

平成31年度 396千円

平成32年度 396千円

４年間の総事業費 883千円

事業
目標

市民活動の振興や団体の組織強化を支援し，多様な分野での協働を
推進できるよう，こくぶんじ市民活動センターの機能を強化します。

数値
目標

指標名

講座数

指標の説明

市民・事業者等に向けた講座数

現状値

―

目標値

２回

H30

６回

H32
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目指す姿
行政改革が着実に進められ，市民満足度の高い行政サービスが提
供されているとともに，持続可能な市政運営が行われています。

指標名 指標の説明 現状値 目標値

行財政改革の推進に
対する市民満足度

市民アンケートの数値

H28

6.7％

H30

８％

H32

10％

　国の経済情勢をみると，経済再生・デフレ脱却に
向けた進捗がみられ，有効求人倍率は初めて全都道
府県で１倍を超えるなど，緩やかな回復基調が続い
ている一方で，世界経済の先行き不透明感や，国内
需要に力強さが欠けていること等を背景に，一部に
弱さもみられ，経済再生・デフレ脱却を実現するた
めには，様々な課題に取り組む必要があるとされて
います。
　本市では，これまで第一次から第四次まで行政改
革推進の基本的な考え方を定めた「行政改革大綱」
を策定し，行政サービスの向上，職員数の適正化や
アウトソーシングの推進など様々な取組により，一

定の成果を挙げてきました。
　しかし，今後は，生産年齢人口が減少し大幅な税
収増が見込めない一方で，一層の高齢化や子育て支
援等による扶助費の増加が予想され，限られた資源
で複雑・多様化するニーズに適切に対応していくこ
とがこれまで以上に求められています。
　また，市が保有する建物，インフラ施設の多くは
老朽化が進んでおり，大規模改修や修繕・更新な
ど，適切な維持管理を継続させるための取組が急務
となっており，市を取り巻く環境は一層厳しいもの
になると想定されます。

施策をとりまく現状

33  行政改革
政策経営課

担 当 課 情報管理課
契約管財課

主担当課

ま
ち
づ
く
り
の
指
標

主な課題

人口減少，少子高齢化等の厳しい社会情勢でも，持続可能な市政運営が求められます。

複雑・多様化する市民ニーズに対応するために，効率的効果的に行政サービスを提供する必要
があります。

限りある行政資源を有効に活用していくため，事務事業を見直し，選択と重点化により，真に
必要な事業を展開する必要があります。

公共施設等の老朽化に伴う修繕・更新に対し，計画的に対応する必要があります。 
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用語
解説

＊1	 ICT ／ �Information and Communication Technologyの略で，情報処理及び情報通信などのコンピュー
タやネットワークに関連する諸分野における技術・産業・設備・サービスなどの総称。

施策の展開

　・市政に関心を持つよう努めます。

持続可能な市政運営取組方針①

　市は，厳しい社会情勢にあっても，将来に負担を残すことなく，効率的で安定した市政運営を行う責務があ
ります。今後の市政運営については，経営的な視点による更なる行政改革の推進が求められます。近隣市との
広域連携やPPP（協働，民間委託，指定管理者など）の導入，職員数の適正化などについて，積極的に検討を進め，
業務改善等を一層推進させ，持続可能な市政運営を図ります。

効率的効果的な行政サービスの提供取組方針②

　急速な社会環境の変化や増大する行政需要に対応するために，これまでの既成概念に捉われない柔軟な発想
等により，良質な行政サービスを維持する必要があります。これに対応するため，ICT＊1等の新たなツールを活
用し，効率的効果的に行政サービスを提供していきます。

事業の選択と重点化取組方針③

　限りある行政資源を有効に活用するためには，今まで実施した事業が本当に必要な事業なのか，他の事業と
統合することはできないかなど，行政評価制度等を通じて検証し，事業の選択と重点化によりメリハリのある
事業展開を進めていきます。

公共施設等マネジメントの更なる推進取組方針④

　平成27年度に策定した『国分寺市公共施設等総合管理計画』を踏まえた『（仮称）国分寺市公共施設適正再配
置計画』や『（仮称）国分寺市公共施設個別施設計画』に基づき，公共施設等の老朽化に伴う修繕・更新の早期
具現化を図り，公共施設等マネジメントの推進体制を確立します。

関連する
個別計画

国分寺市公共施設等総合管理計画 ［ 期間 ］ 平成28（2016）年度～平成37（2025）年度
計
画
名

証明書コンビニ交付事業セレモニー
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中心事業① 事業名： 業務改善提案事業 関連する施策の展開…取組方針①

業務改善提案を庁内から募り，提案審査
委員会で採択された効果的な提案につい
て，提案を受けた所管課が実効性につい

て検証し，実現に繋げます。

事業
内容

事業費
平成29年度 0円

平成30年度 0円

平成31年度 0円

平成32年度 0円

４年間の総事業費 0円

事業
目標

業務改善に繋がる提案を実現することにより，事務の効率化を図り
ます。

数値
目標

指標名

業務改善提案により
実現に至った提案数

指標の説明

業務改善提案が実現された提
案数（累計）

現状値

―

目標値

４提案

H30

８提案

H32

中心事業② 事業名： マイナンバーカード利活用推進事業 関連する施策の展開…取組方針②

マイナンバーカードを活用した行政サー
ビスの向上について，国の動向や市民
ニーズを踏まえ，全庁的な検討を進め一

層の利便性向上を図ります。ICTを有効に活用す
ることにより，内部事務を効率化し，事務負担の
軽減や簡素化を図ります。

事業
内容

事業費
平成29年度 0円

平成30年度 0円

平成31年度 20,000千円

平成32年度 0円

４年間の総事業費 20,000千円

事業
目標

マイナンバーカードの利活用による，行政サービスの向上と内部事
務の効率化を図ります。

数値
目標

指標名

マイナンバーカー
ドを活用した新た
なサービスの提供

指標の説明

―

現状値

―

目標値

検討

H30

実施

H32
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中心事業③ 事業名： 行政評価システム構築事業 関連する施策の展開…取組方針③

『総合ビジョン』の策定を踏まえ，内部
評価に加えて市民アンケート結果を評価
結果に反映させるように，新たな行政評

価の仕組みを構築します。これにより，事業の選
択と重点化を図り，限りある行政資源を有効に活
用します。

事業
内容

事業費
平成29年度 0円

平成30年度 0円

平成31年度 0円

平成32年度 0円

４年間の総事業費 0円

事業
目標

従来の内部評価に加え，市民アンケートの結果を行政評価に反映さ
せることにより，より精度の高い行政評価システムを構築します。

数値
目標

指標名

新たな行政評価
システムの構築

指標の説明

―

現状値

―

目標値

実施

H30

実施

H32

中心事業④ 事業名： 公共施設等総合管理計画推進事業 関連する施策の展開…取組方針④

平成27年度に策定した『国分寺市公共施設等総合
管理計画』に基づき，公共施設の再配置の考え方や
実施計画を内容とした『（仮称）国分寺市公共施設

適正再配置計画』を策定するとともに，長寿命化等の実施計画
となる『（仮称）国分寺市公共施設個別施設計画』を策定します。
また，計画の策定過程において，説明会等を実施し，公共施設
等マネジメントの必要性に対する市民理解の促進を図ります。

事業
内容

事業費
平成29年度 9,461千円

平成30年度 0円

平成31年度 0円

平成32年度 0円

４年間の総事業費 9,461千円

事業
目標

公共施設等を計画的かつ効率的効果的に維持・更新していくための計画を策定する
とともに，公共施設等マネジメントの必要性に対する市民理解の促進を図ります。

数値
目標

指標名

公共施設等マネジメ
ントの必要性を理解
している市民の割合

指標の説明

公共施設に関する市民アン
ケート結果

現状値

68.5％

H28

目標値

71.5％

H30

74.5％

H32
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目指す姿
社会の変化や市民ニーズにもしっかりと対応できる強固で弾力的
な財政基盤が確立されています。また，将来に負担を先送りしな
い中長期的視点に立った持続可能な財政運営が行われています。

指標名 指標の説明 現状値 目標値

基金残高 年度末の基金残高

H27
財政調整基金＊1
27.2億円
公共施設整備基金＊2
5.3億円

H30
財政調整基金
58億円

公共施設整備基金
10億円

H32
財政調整基金
60億円

公共施設整備基金
10億円

経常収支比率 経常経費充当一般財源／経常一般財源

H27

90.9％

H30

90％
未満

H32

90％
未満

ま
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の
指
標

　リーマンショック以降低迷していた景気はゆるや
かな回復基調にあり，地方自治体の税収も増加傾向
にあります。しかし，不安定な世界情勢や為替相場
の変動による企業業績の悪化懸念等により，今後の
財政見通しは予断を許さない状況です。本市におい
ても，歳入の増加や公債費の減少など，財政環境が
改善しつつある一方，子育て支援や高齢者福祉のた
めの更なる扶助費の増加や，公共施設の修繕・更新
等に伴う歳出増が引き続き見込まれるため，将来を
見据えた計画的な財政運営が求められます。

　本市はこれまでも効率的な財政運営を進めてき
ました。平成27年度の経常収支比率は90.9％とな
り，『国分寺市の財政計画後期計画』において90％
台前半と設定した数値目標を達成しています。ま
た，市税等の収納対策・滞納整理対策の強化に取り
組んだ結果，平成27年度の徴収率は，現年課税分
99.3％，滞納繰越分36.1％，合計97.7％となり，徴
収率の向上を実現しています。将来にわたり健全な
財政運営を継続するため，これらの取組を一層推し
進めていくことが求められています。

施策をとりまく現状

34  財政運営
財政課

担 当 課 市政戦略室
納税課
道路管理課
契約管財課

主担当課

主な課題

基金の取崩しに依存しない収支均衡型の財政体質を維持する必要があります。

財政運営の弾力性を確保するため，経常経費を圧縮する必要があります。

財源確保の取組を行う必要があります。

統一的な基準による地方公会計＊3を導入し，積極的に活用する必要があります。
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用語
解説

＊1	 財政調整基金／ �年度間の財源の不均衡を調整するために積み立てる基金。

＊2	 公共施設整備基金／ �公共施設の整備資金に充当するために積み立てる基金。

＊3	 統一的な基準による地方公会計／ �企業会計的要素である発生主義・複式簿記の導入及び固定資産
台帳の整備を前提とする総務省が設定した地方公共団体で行わ
れる会計制度。

施策の展開

・市の財政状況への理解を深めます。

堅実な財政運営による財政規律の維持取組方針①

　財源の確保に取り組み，経常経費の見直しを行い，基金の取崩しに依存しない収支均衡型の財政体質を維持
します。また，決算剰余金等の計画的な積立を行い，基金の適正な管理と運用を図ります。

より強固で弾力的な財政体質の確立取組方針②

　すべての事務事業の経費を根本から見直す「ゼロベースからの予算積み上げ」による予算編成を行い，公債
費など経常経費の圧縮に取り組みます。また，経常収支比率については，90％未満を目指します。

財源確保のための取組取組方針③

　納税者の利便性を向上させるとともに，市税や国民健康保険税等の徴収率の維持向上に努めます。また，広
告収入やふるさと納税制度による税外収入など多様な財源の確保に努めます。そのほかでは，使用料・手数料
における受益者負担の適正化に努め，公共利用が不可能な普通財産（廃道敷等）の売却など公有財産の有効活
用等を図ります。

統一的な基準による地方公会計の導入及び積極的な活用取組方針④

　国は，平成27（2015）年１月に固定資産台帳の整備と複式簿記の導入を前提とした財務書類の作成に関して
統一的基準を示しました。本市では，平成29年度に，平成28年度決算に係る統一的な基準による財務書類を作
成します。今後は，地方公会計のデータや財務書類の分析を行うことで，公共施設等マネジメントや予算編成
における経費削減，類似団体比較等に活用し，市の財政の透明性を高めていきます。

平成29年度一般会計・特別会計予算及び説明書
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用語
解説

＊1	 早期健全化基準／ �財政の早期健全化の必要性を判断するための基準の一つ。実質公債費比率が25％以上である場合
は，早期健全化団体となり，「財政健全化計画」の策定義務が課される。

＊2	 公債費負担比率／ �地方債の元利償還金等の公債費に充当された一般財源が一般財源総額に対し，どの程度の割合に
なっているかを示す指標。

中心事業① 事業名： 公債費の抑制 関連する施策の展開…取組方針②

将来に負担を残さないため，事業の優先
順位付けを行い，地方債の発行を抑制し
ます。また，借入利率が有利になるよう

金利動向を見ながら，借入先の選定を行います。
近年，減少傾向にある地方債残高の更なる圧縮を
進め，実質公債費比率，公債費負担比率＊2の改善
を目指します。

事業
内容

事業費
平成29年度 0円

平成30年度 0円

平成31年度 0円

平成32年度 0円

４年間の総事業費 0円

事業
目標 地方債残高を圧縮し，公債費を抑制します。

数値
目標

指標名

実質公債費比率

指標の説明

―

現状値

－0.8％

H27

目標値

早期健全化基準＊1

（25％）以下

H30

早期健全化基準
（25％）以下

H32

中心事業② 事業名： 市税等の徴収率の維持向上 関連する施策の展開…取組方針③

税負担の公平性を保つため，滞納案件に
対しては早期着手・早期完結を目指し，必
要に応じた滞納処分を実施して，厳正・公

平・迅速な市税等の徴収を行います。翌年度への滞
納繰越分を増加させないように，督促状・催告書を
発送して自主納付を促すとともに，適確に滞納者の
状況を把握し，滞納整理事務を効果的に遂行します。

事業
内容

事業費
平成29年度 19,918千円

平成30年度 19,309千円

平成31年度 20,448千円

平成32年度 20,559千円

４年間の総事業費 80,234千円

事業
目標

現年課税分の徴収率を維持するとともに，滞納繰越分の滞納額を圧
縮し，徴収率の向上を図ります。

数値
目標

指標名

現年課税分の
徴収率

指標の説明

収入額／調定額

現状値

99.3％

H27

目標値

99.3％

H30

99.3％

H32
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中心事業③ 事業名： ふるさと納税推進事業 関連する施策の展開…取組方針③

ふるさと納税（寄附金）を推進するため，
ふるさと納税に対する「お礼の品」を，体
験型のものを含めた魅力的かつ多彩なラ

インナップとします。また，市が提案する事業に共
感していただいた方から寄附金を募る制度整備（ク
ラウドファンディング）を行います。さらに，ふる
さと納税を呼びかける広報を積極的に展開します。

事業
内容

事業費
平成29年度 26,345千円

平成30年度 11,639千円

平成31年度 19,640千円

平成32年度 21,035千円

４年間の総事業費 78,659千円

事業
目標

ふるさと納税（寄附金）をより募るための制度の検討・整備・運用
を行います。

数値
目標

指標名

寄附金額

指標の説明

個人・団体から寄せられた市
への年間寄附金額

現状値

31,049,231円

H27

目標値

3,800万円

H30

5,600万円

H32

中心事業④ 事業名： 統一的な基準による地方公会計導入事業 関連する施策の展開…取組方針④

平成27年度に整備した固定資産台帳の
更新を行い，発生主義に基づき決算デー
タの仕訳を行うことにより，平成29年

度に，平成28年度決算に係る統一的な基準によ
る財務書類の作成を行います。その後は，毎年度
財務書類の作成を行うとともに，分析を深めるこ
とにより予算編成等に積極的に活用していきます。

事業
内容

事業費
平成29年度 4,012千円

平成30年度 1,512千円

平成31年度 1,735千円

平成32年度 1,735千円

４年間の総事業費 8,994千円

事業
目標 統一的な基準による地方公会計を導入し，積極的に活用します。

数値
目標

指標名

財務書類の作
成・活用状況

指標の説明

平成28年度以降の決算に係
る統一的な基準による財務書
類の作成・活用状況

現状値

―

目標値

予算編成等
への活用

H30

作成の精度向
上・分析の強化

H32
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目指す姿
新庁舎の建設により，行政サービスの拠点が集約され，良質な行政
サービスが提供されるとともに，市民活動の拠点になっています。
また，地震等の災害時の拠点としても十分な機能を備えています。

指標名 指標の説明 現状値 目標値

新庁舎建設の進捗度 新庁舎建設への過程の進捗状況

H28

基礎調査実施
庁舎基金再設置

H30

基本計画策定
事業者選定

H32

事業着手
基本・実施設計

　平成28（2016）年に発生した熊本地震等を受け，
危機管理の拠点としての庁舎の重要性が再認識され
ています。また，庁舎が分散化していることによ
り，行政サービスの低下や業務の効率化においても
支障となっています。
　市にとって長年の懸案であった国分寺駅北口再開
発事業がまもなく完了の見通しとなる中で，市民の
間においても，市民活動の拠点となり，良質な行政
サービスを提供する拠点ともなる新庁舎の建設を求

める声が高まっています。これらを受けて，平成
27年度に「新庁舎建設に係る整備手法等の検討に
関する基礎調査」を実施し，新庁舎建設に関する検
討を再開しました。加えて，平成28年度には，平
成23年度に廃止していた庁舎建設資金積立基金を
再設置し，建設資金の積み立てを再開しています。
　今後は，財政状況とその他の建設事業とのバラン
スをとりながら，庁舎の複合化・多機能化を含め，
機能的かつ堅固な新庁舎の建設を目指していきます。

施策をとりまく現状

35  庁舎
政策経営課主担当課

主な課題

不測の災害に対応でき，危機管理の拠点となる堅固な新庁舎の整備が求められています。

庁舎の分散等により行政サービスの低下を来しています。

新庁舎建設に向けて，新たな行政需要等を勘案した求められる機能，建設に伴う財政負担を軽
減できる事業手法，建設場所等，基本的な方向を検討する必要があります。

新庁舎建設に向けて必要な財源を十分に確保していくことが必要です。

ま
ち
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く
り
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標
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施策の展開

・新庁舎の計画に関心を持ちます。

市民と職員の双方が使いやすい庁舎の建設取組方針①

　新庁舎には，良質な行政サービスの提供拠点となり，かつ地震時等の危機管理の拠点となることが求められ
ます。新庁舎に必要な機能を多様な視点から検討し，市民と職員の双方が使いやすい庁舎の建設を目指します。

新庁舎建設に向けた市民参加の促進取組方針②

　新庁舎の必要性について，市民理解を深めるとともに，市民にとって利便性が高く，親しまれる新庁舎とし
ていくため，新庁舎建設検討に関する市民参加の環境を整え，多くの市民の参加を促進します。

PPPの活用と庁舎の複合化・多機能化による財政負担の軽減取組方針③

　新庁舎の建設に当たっては，PPP（パブリック・プライベート・パートナーシップ）の活用などにより市の財政
負担を軽減できる事業手法を具体化します。また，従来のような事務所としての機能のみを持つ庁舎ではなく，
他の公共施設との複合化や，庁舎の多機能化を実現し，これからの時代にふさわしい新庁舎の建設を実現します。

新庁舎建設に必要な財源の確保取組方針④

　新庁舎建設を確実に進める観点から，庁舎建設資金を確実に積み増すとともに，建設場所の決定に当たって
は，公共施設等マネジメントも視野に入れ検討を進めていきます。

関連する
個別計画

国分寺市公共施設等総合管理計画 ［ 期間 ］ 平成28（2016）年度～平成37（2025）年度
計
画
名

国分寺市役所第１庁舎
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中心事業① 事業名：（仮称）国分寺市新庁舎整備基本計画策定事業 関連する施策の展開…取組方針①

新庁舎に必要な機能を多様な視点から検
討し，これからの時代の庁舎にふさわし
い新庁舎の整備を目指すための『（仮称）

国分寺市新庁舎整備基本計画』を策定します。

事業
内容

事業費
平成29年度 0円

平成30年度 0円

平成31年度 16,500千円

平成32年度 69,850千円

４年間の総事業費 86,350千円

事業
目標

市民活動を支え，良質な行政サービスを提供し，市民の安全・安心
を守る新庁舎の機能を整理します。

数値
目標

指標名

（仮称）国分寺
市新庁舎整備基
本計画策定

指標の説明

―

現状値

―

目標値

策定

H30

―

H32

中心事業② 事業名：（仮称）国分寺市新庁舎建設市民参加事業 関連する施策の展開…取組方針②

新庁舎に求める機能や建設場所等，市民
参加により検討を進めていくため，市民
ワークショップ等を開催します。

事業
内容

事業費
平成29年度 0円

平成30年度 0円

平成31年度 0円

平成32年度 0円

４年間の総事業費 0円

事業
目標

新庁舎に関する市民意向を把握し，市民意向も踏まえた庁舎づくり
を目指します。

数値
目標

指標名

（仮称）国分寺市新
庁舎整備市民ワー
クショップ等実施

指標の説明

―

現状値

―

目標値

実施

H30

―

H32
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中心事業③ 事業名：（仮称）国分寺市新庁舎建設に係るPFI導入可能性調査事業 関連する施策の展開…取組方針③

新庁舎の建設に当たって，PPPの活用や
庁舎機能の複合化・多機能化などによ
り，市の財政負担を軽減できる事業手法

を具体化するため，PFI導入可能性調査を実施し
ます。

事業
内容

事業費
平成29年度 0円

平成30年度 0円

平成31年度 0円

平成32年度 0円

４年間の総事業費 0円

事業
目標 財政負担を軽減しながら効率的効果的に新庁舎を建設します。

数値
目標

指標名

（仮称）国分寺市新
庁舎建設に係るPFI
導入可能性調査実施

指標の説明

―

現状値

基礎調査実施

H27

目標値

実施

H30

―

H32

中心事業④ 事業名： 庁舎建設資金の積み増しと業務改
善による新たな財源確保事業 関連する施策の展開…取組方針④

新庁舎の建設に関する検討の基礎となる
建設場所を早期に定め，新庁舎建設を確
実に進める観点から，新庁舎建設に必要

な財源を確保するため，庁舎建設資金を確実に積
み増すとともに，業務改善等により新たな財源を
確保していきます。

事業
内容

事業費
平成29年度 2,110,000千円

平成30年度 100,000千円

平成31年度 100,000千円

平成32年度 100,000千円

４年間の総事業費 2,410,000千円

事業
目標

新庁舎建設に必要な財源を確保するため，庁舎建設資金を確実に積
み増すとともに，業務改善等により新たな財源を確保します。

数値
目標

指標名

庁舎建設資金積立
基金の積み増し額

指標の説明

―

現状値

19億円

H28

目標値

41億円

H30

43億円

H32
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目指す姿
職員が公共経営に必要な知識・能力・意欲の向上を図り，市民
サービスの質の向上に反映されています。

指標名 指標の説明 現状値 目標値

人事考課＊1最終評価
平均点

人事考課を実施している全職員の最終評
価平均点

H27

3.19点

H30

3.5点以上

H32

3.5点以上

市職員の対応に
対する満足度

市民アンケートの数値

H28

24.7％

H30

25％

H32

30％

ま
ち
づ
く
り
の
指
標

　本市では市民意識の変化，価値観の多様化に伴
い，増大する市民要求や行政需要に対応するため，
平成17（2005）年５月に『国分寺市人材育成基本方針』
を策定し，市民の立場に立って考える職員や経営感
覚を備えた職員の育成等を目標に掲げ，人材育成を
図ってきました。この取組は，職員の能力向上を図
り，組織力を強化することで，更なる市民サービス
の向上に資するために継続していく必要があります。
　地方公務員法が平成26（2014）年に改正された
ことにより，人事評価制度の導入が義務化されまし
た。本市においても平成19年度から人事考課を実
施しており，職員が目標を設定し管理することで，
成果の見える化を図っています。この人事考課結果

を人事管理に活用するとともに，昇給・勤勉手当と
いった給与面へ反映することで，職員の業務に対す
るモチベーションや能力の向上，そして組織力の向
上につなげています。
　また，職員の能力向上を図るために，各種研修を
体系的に実施していますが，研修などの自己啓発に
充てられる時間の確保が年々厳しくなっていること
から，より効果的な取組を検討する必要があります。
　人事面では，平成28年度から平成32年度にかけ
て現在部長職である14人のうち８人が，また，課
長職である54人のうち10人以上が定年退職するこ
とから，組織をマネジメントする管理職の計画的な
育成が必要です。

施策をとりまく現状

36  職員育成
職員課主担当課

主な課題

職員の資質及び能力の向上への効果的な取組が必要です。

業務に対するモチベーションの向上が必要です。

人事任用制度の充実が必要です。

職員がいきいきと働ける職場環境の整備が必要です。

実
行
計
画
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用語
解説

＊1	 人事考課／ �職員が年度当初に業務に関する目標を設定し，この目標に対する「職務遂行結果」及び「職
務遂行結果に至るプロセス」を，年度単位で評価するもの。

＊2	 OJT ／ �On the Job Trainingの略で，上司や先輩が，部下や後輩職員を，職場の中で仕事を通じて指導・
育成すること。

＊3	 ジョブローテーション／ �能力開発と適材適所の職員配置実現を目的として，多様な業務を経験させ
るよう定期的に職務の異動を行うこと。

施策の展開

・市職員の接遇に関心を持ちます。

職員の資質及び能力の向上取組方針①

　庁内研修と東京都市町村職員研修所研修の二つを研修の大きな柱とし，業務遂行に必要なコミュニケーショ
ン能力やマネジメント能力，実務能力の向上を図ります。また，OJT＊2の活性化や外部団体への派遣研修の充実，
多様な自己啓発の形態を検討し，実施することで，職員の資質及び能力の向上に取り組みます。

チャレンジと成果が評価につながる制度の確立取組方針②

　職員がそれぞれの業務において組織目標を達成することは当然に大切なことですが，併せて重要なのは，「達
成感」「貢献感」をしっかり得られるかということです。そのためにもチャレンジと成果が評価へ，更に次のモ
チベーションへとつながる人事考課制度の運用と検証を継続して行っていきます。

より良い人材の確保と適正な人員配置による組織力の向上取組方針③

　公務員としての資質を備えた本市にふさわしい人材を確保し，様々な業務を経験させ，業務遂行能力を高め
るために，ジョブローテーション＊3を実施します。これにより，高い成果を生み出すことができる職員を育成
し，配置の適正化を図ります。
　また，一定の経験を積み，昇任意欲を持った職員が一つ上の職位にチャレンジできるように，主任職や係長
職の昇任試験を実施するとともに，組織をマネジメントする職員を計画的に育成できるように人事制度を整備
し，組織力の強化を図ります。

良好な職場環境を整備するための意識の醸成取組方針④

　職員が各々の能力を発揮するためには，職場環境が良好であること，そしてこのことを組織の全員が意識す
ることが重要です。職員一人ひとりがその重要性を認識し，互いの立場を理解し，認め合う意識を醸成するこ
とに引き続き取り組みます。

関連する
個別計画

国分寺市人材育成実施計画 ［ 期間 ］ 平成31（2019）年度
計
画
名
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中心事業① 事業名： 庁内研修の充実 関連する施策の展開…取組方針①

庁内研修については，様々な研修を体系
に定めていますが，職員が業務を遂行す
る上で必要な財務や法務に関係する基礎

的能力の向上に関する研修については，入職後早
い年次での受講を進め，受講内容の定着に注目
し，早い段階での成長の促進を図ります。

事業
内容

事業費
平成29年度 1,103千円

平成30年度 1,220千円

平成31年度 1,220千円

平成32年度 1,220千円

４年間の総事業費 4,763千円

事業
目標 業務遂行に必要な基礎的能力の向上を図ります。

数値
目標

指標名

財務・法務研修
の受講成果

指標の説明

財務会計・法務入門研修の研修受講成果報告
書で，所属長が，研修受講後の所属職員の行動
について好ましい変化があったと評価した割合

現状値

96％

H27

目標値

100％

H30

100％

H32

中心事業② 事業名： 人事考課評価の精度向上 関連する施策の展開…取組方針②

人事考課については，その評価結果を職
員の処遇への反映に使用していることか
ら，評価の公平性や公正性，相互の信頼

関係が必要となります。人が人を評価することの
難しさを認識し，評価者と被評価者双方の納得度
の高い評価を行うため，研修を毎年度実施し，評
価の精度を高めていきます。

事業
内容

事業費
平成29年度 221千円

平成30年度 275千円

平成31年度 297千円

平成32年度 297千円

４年間の総事業費 1,090千円

事業
目標

職員の納得性を高めるため，人事考課評価の公平性や公正性を高め
ます。

数値
目標

指標名

人事考課評価者
研修の受講率

指標の説明

全管理職のうち，評価者研修
の年度単位の受講率

現状値

77.8％

H28

目標値

100％

H30

100％

H32

実
行
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中心事業③ 事業名： ジョブローテーションの適正な運用 関連する施策の展開…取組方針③

入職後10年間は，市職員としての能力
を総合的に高める育成期間と言えます。
採用後早い段階でいろいろな職場を経験

することは，その後の職員としての業務遂行能力
を高める効果があり，原則として新規採用後おお
むね10年間で異なる三つの職場等を経験させる
ことを基本とします。

事業
内容

事業費
平成29年度 0円

平成30年度 0円

平成31年度 0円

平成32年度 0円

４年間の総事業費 0円

事業
目標 職員に様々な業務を経験させ，業務遂行能力の向上を図ります。

数値
目標

指標名

新規採用職員（一般
事務対象）のジョブ
ローテーションの実施

指標の説明

入職後10年間を経過する職員
（一般事務）のうち，三つの職
場等を経験している職員の割合

現状値

81.8％
（�H18入職者を
対象とする）

H27

目標値

100％
（�H21入職者を
対象とする）

H30

100％
（�H23入職者を
対象とする）

H32

中心事業④ 事業名： メンタルヘルス対応力の向上 関連する施策の展開…取組方針④

メンタルヘルスに関する研修を実施し，
受講してもらうことで，職員がメンタル
ヘルスの知識を得て，自己と職場同僚の

メンタル不調発生を未然に防止することに役立て
ます。管理職は，メンタルヘルスの知識を職場の
円滑なマネジメントの要素として認識し，積極的
に自身の所属で活用します。

事業
内容

事業費
平成29年度 78千円

平成30年度 117千円

平成31年度 78千円

平成32年度 78千円

４年間の総事業費 351千円

事業
目標 メンタル不調者の発生をなくします。

数値
目標

指標名

メンタルヘルス
研修の受講者数

指標の説明

メンタルヘルス研修の年度単
位の受講者数

現状値

44人

H27

目標値

50人

H30

55人

H32
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総合ビジョン策定体制

(1)  市民アンケートの実施

　『総合ビジョン』の策定に当たっての基礎資料とするため，また，今後の市政運営の情報として活用するため，

市民アンケートを実施しました。

①国分寺市市民意向調査

　（平成27年６月３日～12日，18歳以上，無作為3,000人，回収1,200人）

②国分寺市総合ビジョン市民アンケート

　（平成28年10月４日～20日，18歳以上，無作為3,000人，回収977人）

(2)  市民参加型ワークショップ等

　『総合ビジョン』の策定に当たり，市民ニーズとアイデア等を把握するため，無作為抽出により参加者を募り，

ワールドカフェ（１回）や市民ワークショップ（４回）を実施しました。

開催日 検討内容 参加人数

国分寺ワールドカフェ H28.  3.  5 国分寺市の理想の未来像について等 60人

第１回市民ワークショップ H28.  4.16 国分寺市が未来に向け取り組むべきこと等 32人

第２回市民ワークショップ H28.  5.29
各分野の理想と課題の抽出，市民ができること

の検討等
19人

第３回市民ワークショップ H28.  7.  9 総合ビジョンのプロモーションの検討等 24人

第４回市民ワークショップ H28.10.  1 実行計画の施策案の検討等 16人

(3)  国分寺市ビジョン会議

　大学生を含む公募市民，市内各種団体の代表者，有識者，若手職員等の委員で構成し，各委員の様々な立場や

専門的見地から，『総合ビジョン』の策定に関する意見収集を行いました。

開催日 検討内容

第１回 H28.  3.31 計画の概要，国分寺市の現況について等

第２回 H28.  5.24 「国分寺市ビジョン骨子」（案），ディスカッション等

第３回 H28.  7.26 総合ビジョン骨子（案），新施策体系表及び実行計画骨子（案）等

第４回 H28.10.  4 国分寺市ビジョン（案），実行計画案に対する意見交換等

第５回 H28.11.22 パブリック・コメント結果，実行計画案に対する意見交換等

第６回 H28.11.29 実行計画案に対する意見交換等

第７回 H29.2.16 国分寺市ビジョン実行計画（案）等
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国分寺市ビジョン会議委員名簿  
敬称略

氏　名 職業・所属団体等（策定時）

１ 　村　井　俊　文 公募市民（一般）

２ 　吉　田　真　也 公募市民（一般）

３ 　本　庄　　　萌 公募市民（学生）

４ 　三　井　知　泰 公募市民（学生）

５ 　清　水　雄一郎 東京むさし農業協同組合国分寺地区青壮年部

６ 　藤　原　英　作 国分寺青年会議所

７ 　内　藤　孝　雄 国分寺市民生委員・児童委員協議会

８ 　牛　田　純　一 社会福祉法人国分寺市社会福祉協議会

９ 〇角　　　麻里子 認定NPO法人冒険遊び場の会

10 ◎牛　山　久仁彦 明治大学政治経済学部教授

11 　竹之内　一　幸 武蔵野大学法学部教授

12 　石　川　公　彦 広島国際大学医療経営学部講師

13 　石　川　鋭一郎 国分寺市立第五中学校長

14 　松　原　明日香 市民生活部経済課

15 　井　上　幸　寛 都市開発部国分寺駅周辺整備課

◎会長　○副会長

(4)  パブリック・コメント，市民説明会

　『ビジョン』（案）について，パブリック・コメントを実施するとともに，市民説明会を開催しました。

①パブリック・コメント

　・実施期間：平成28年10月３日～平成28年11月１日

　・意見をお寄せいただいた方の数：個人13人

　・いただいた意見の数：53

　・計画に反映する意見の数： 14

　・計画に反映済みの意見の数：７

②市民説明会

　・開催日時：第１回平成28年10月16日，第２回平成28年10月20日

　・開催場所：国分寺Ｌホール

　・出席者数：第１回７人，第２回14人　　　　

(5)  庁内策定体制

①国分寺市総合ビジョン等推進本部

　 　国分寺市総合ビジョン等推進本部において計画策定の進行管理，庁内調整を行いました。

②職員ワークショップ，担当課へのヒアリング

　 　『総合ビジョン』に対しての認識を深めるため，職員ワークショップやヒアリング，アンケートを実施し，『総

合ビジョン』の策定過程に参加しました。
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国分寺市総合ビジョン

　　発行者　国分寺市　
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